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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　開幕　辻つじ斬ぎりとロボット




「すいませんが……平ひら磐いわ市内まで送って頂けませんでしょうか？」

　小男の懇こん願がんに対し、石いし島じま啓けい介すけはこのように答えた。

「てめえ、俺達にンなことを頼たのもうってのか？」

　その駐ちゆう車しや場じようは、大きく緩ゆるやかなカーブを描えがく道路に沿って長く広がっていた。奥の方には、「布袋ほていレストハウス」なる看板の掛かかった大きな建物が、険しい斜しや面めんを背にして建っている。その入り口は鎖くさりをかけられ、がっちりと封ふう鎖さされていた。月の明かりのみが頼たよりとはいえ、この店が閉鎖され、放置されて少なくとも十年以上経たっているであろうことは見て取れた。

　もはや深夜近い時間帯だというのに、駐車場には七、八台の車が無む秩ちつ序じよに止まっていた。十数人の若い連中がひとかたまりになって、あたりをうろついている。二十歳はたちを過ぎているのは一人か二人、というところだ。全員が全員、個性的なファッションに身を包んでいる。茶ちや髪ぱつ、鼻ピアス、モヒカン等々。暗がりの中を二人きりで歩きたいとは思えない──そんな連中の集まりだった。髪かみを染めただけで不良と呼ばれるような田舎いなかの人間にしては、かなり前衛的だ。

　そのただ中にあって、小男は鈍どん感かんとすらいえる無感動な表情で、ただ静かに佇たたずんでいた。真っ白い着流しを着用していることと相まって、なにやら場ば違ちがいな幽ゆう霊れいが現れたかのような光景である。

　糸のように細い目で一同を眺ながめ回してから、石島に視線を戻もどす。

「ええ。私どもの車はもう壊こわれかけで、アクセルを目め一いつ杯ぱいにふかしても時速十キロしか出ないんです」

　乗ってきた車を、小男は指さした。

　その車は、三十台連続の玉たま突つき事故の十五台目の車を無理矢理引っ張り出してきたかのような惨さん状じようを晒さらしていた。それでも助手席に人ひと影かげがあるところを見ると、人間二人分の重量を四本のタイヤで支えながらここまで走ってきたらしい。

　小男は石島に視線を戻した。

「もしかして、あなたがたも道に迷っているんですか？」

　石島は鼻で笑った。

「てめえ、平磐の人間じゃねえな？」

「ええ。ここから平磐市街まで、どれだけかかるのか全く見当もつかないんですよ」

「そうじゃねえ！」石島は突とつ然ぜん怒ど鳴なった。「平磐の人間だったら、俺達ＮＮＲを知らねえはずがねえんだよ」

「ＮＮＲ？」

「ＮＮＲの名前を出したら、今や泣く子も黙だまるってもんだぜ」

　石島は「布袋レストハウス」の看板を指さした。

「俺達はここら一帯をベースにしてんだよ。ＮＮＲってのは、ヌノブクロ・ナイトランナーズの略だ」

　なんの臆おく面めんもなく、石島は堂々と言い切った。俺達の生き様を見ろ、とばかり手を広げてメンバーを示す。それに応じて、ＮＮＲメンバーは闖ちん入にゆう者しやに向け思い思いにガンを飛ばした。

「……さ、これで、俺達にものを頼むってのが、どういう意味なのか分かったよな？」

　どういう意味なのか、小男には全く分からなかった。

「ええ」やむなく、小男は生返事を返した。「……で、車で送って頂けませんか？」

　石島はいきなり小男の肩かたをどついた。

「ふざっけんな！　逃にげねえたあ、命が惜おしくねえらしいなあ？　てめえ、とんだライオンハート野や郎ろうだな！」

「石島さん、こいつ警察じゃねえんですか？」

　石島の取り巻きその一が言う。するとその隣となり、取り巻きその二がその一の頭を軽くはたいた。

「バカ野郎。いくら警察でも、こんなマヌケなカッコするかよ」

　小男は着流しに身を包んでいた。色は白一色、死しに装しよう束ぞくのように見える。ただし一点、死装束とは明らかに違うところがある。背中に黒く「迅じん」の一文字が、鮮あざやかに縫ぬい込まれていた。

　取り巻きその二はその文字を見つけて、思わず噴ふき出した。

「ギャハハハ！　なんだこりゃ」

　手招きして、小男の背中を見ろと指さす。取り巻きその一も、同様にけたたましい笑い声を上げた。

「ヘッ！　背中にでっかく『ツジ』って書いてあるぜ！」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、小男は右目だけを大きく見開いた。

「……『ツジ』だと？」

　不意に、石島は風がそよぐのを感じた。

「…………なんだ？」

　風、ではなかった。何かが小男の方向から放たれている。

　切りつける冷たい風を浴びるような錯さつ覚かくを起こすこの妙みような気配は、──

　──殺気か!?

　それと悟さとった瞬間、石島は本能的に身をかがめた。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、小男が軽く右手を振ふり抜ぬいた。

　冷たい殺気を拭ぬぐい払はらうかのような、手の一振り。それを合図にしたかのように、取り巻きその一とその二が黙り込んだ。

「──おまえら、──」

　石島が取り巻きに声をかけた、次の瞬間。

　二人の上半身が斜ななめに滑すべった。

「!?」

　取り巻きその一は腰こしから腹部へ、取り巻きその二は腹部から脇わきの下へと切り裂さかれていた。下半身と分かたれた上半身は、ずるずるとスライドして地面に落ちる。三秒くらいおいてから、下半身も膝ひざを折ってその場に崩くずれた。

　石島は目をひん剝むいた。

　小男の雰ふん囲い気きが一変していた。路ろ傍ぼうの石のように存在感の無かった小男が、今では憤ふん怒ぬを露あらわにし、痺しびれるような殺気を放っている。

「『ジン』だ──疾しつ風ぷう迅じん雷らいの迅！」小男は叫さけんだ。「辻つじではない！　迅の名を愚ぐ弄ろうする奴やつは許さん！　全員この場で叩たたっ斬きる……！」

　口調までもがまるきり変わっていた。

　それまで半笑いを浮うかべてやり取りを眺めていたＮＮＲの面々が、急に色めき立った。それもそのはず、彼らの目には、小男が腕うでを振っただけで二人の身体からだを切り裂いた、という風にしか見えなかった。

「ななな、なんだこいつ!?」

「かまいたちでも起きたのかよ!?」

　奇き怪かいな現象に誰だれもが動どう揺ようし、浮き足あしだった。が、すぐに自分達が多数で、着流しの男はたった一人であることを思い出した。

「あ、相手は一人だ！　たたんじまえ！」

　恐きよう怖ふ心しんを押さえつけるように、誰かが叫んだ。それを合図に、手にした得物──それは鉄パイプだったり、木刀だったり、ナイフだったりする──を握にぎりしめ、ＮＮＲメンバーは一いつ斉せいに男に襲おそいかかった。

　小男が地面を蹴けった。大多数の人間に怒ど濤とうのごとく迫せまられながら、背を向けるどころか真っ向から立ち向かっていく。

「クキエエェェ──ッ!!」

　奇声を上げながら、低空を飛ぶ鳥のように前まえ屈かがみの姿勢で突つっ込む。

　小男は、駆かけ抜けざまに剣けんを閃ひらめかせた。

　石島は自分の目を疑った。

　十人の少年達は、ほんの一瞬の間に二十個のパーツに切り刻まれていた。血と体液を吐はき出しながら、バラバラになって地面に落ちていく。

　一方で、小男の方は傷どころか、血液の飛ひ沫まつ一ひと滴しずくすら浴びていなかった。一定距きよ離りを駆け抜けた後にピタリと静止する。

　そして、ギッと石島に眼光を飛ばした。

　……殺される！

　そう直感した石島は、咄とつ嗟さに動いた。

　青く染めたロン毛を振り乱して、小男が乗ってきた車に駆け寄り、車の屋根に飛び乗った。ガンという音とともに、車が大きく傾かしぐ。

「う、動くな！」

　石島の身体が二重にぶれ、彼の容姿を模した半はん透とう明めいの姿──幽ゆう体たいが生まれる。幽体は石島の手の中に収まって、剣の形に変へん化げした。

　石島の剣は西洋のものだった。エストックと呼ばれる剣である。刺さし貫つらぬくという目的のために特化した剣で、刃ははないが先せん端たんが尖とがっており、手て練だれの手にかかれば鋼鉄の鎧よろいをも貫かん通つうする。オンボロ乗用車の天てん井じようを貫く程度など朝飯前だ──ついでに、助手席に座っている人間の脳のう味み噌そまで突き刺して、かき回すことも。

　石島はエストックの切っ先を車の屋根にピタリとつけ、小男に叫んだ。

「そっから一歩たりとも動くんじゃねえ！　動くとてめえの連れの命はねえぞ!?」

　言われた通り、小男はその場から一歩たりとも動かなかった。その代わり、助手席を見ながら、指で上を示す。

「おーい！　上！　上！」

「うるせえ！　この、──」

　小男を黙だまらせようとした石島の声は、しかし中ちゆう途とで途切れた。

　突とつ然ぜん、自動車の屋根の下から上へ剣が突き出て、石島の胸を貫いた。

「うぎゃああああ!?」

　完全に不意をつかれた石島は、焼けるような痛みに悲鳴を上げた。

　本当に焼けていた。石島の胸を刺した剣は、とんでもない熱を発していた。本能的に腕を突っ張って、剣先を抜ぬく。石島はバランスを崩して車の上から転げ落ちた。

　剣先が、車の天井から引っ込んだ。少しして、助手席のドアががちゃりと開く。

　助手席から出てきたのは、日本人離ばなれした体型の大男だった。筋骨隆りゆう々りゆう、ドラム缶かんの胴どう体たいに丸太の手足をくっつけたかのような巨きよ人じんである。ボロボロな服に身を包み、ボサボサな髪かみの奥では二つの目が爛らん々らんと光を放っている。

　その眼光を、大男は石島に振ふり向けた。

「せっかく人がいい気分で寝ねてたってえのによお～！　てめえかあ？　車揺ゆらしたのは！」

　大男は手の中に短い筒つつのようなものを持っていた。それを一振りすると、先端から光り輝かがやく棒状のものが伸のびる。長さ約百五十センチの、まばゆい刀身が現れた。

　ビームサーベルだった。

「ひっ、ひええええっ」

　これが焼けるような痛みを与えたものの正体だと直感し、石島は背を向けて逃にげ出した。

「おおっとお。待ちな～！」

　巨体の割に、大男は身軽だった。素す早ばやく反応して、大おお股またで踏ふみ出し、ビームサーベルで石島の足あし下もとをなぎ払はらった。

「うおおッ!?」

　避さけきれず、石島は足下をすくわれた。

　石島の身体からだが浮ういたところに、大男はサーベルを突き出す。サーベルは石島の肩けん胛こう骨こつを捉とらえ、あっさりと胸側に貫通した。

「ぐがァァ──ッ!!」

　耳を聾ろうせんばかりの絶ぜつ叫きようが、夜よ闇やみの中に轟とどろく。

　絶叫を聞きながら、大男は身体を小刻みに震ふるわせ、笑った。

「ヒハ──ッハッハハハハッ！　俺ッ様はなあ、人間の肉が焦こげる匂においがだいだいだ～い好きなんだあ～！」

　ビームサーベルを振って、大男は石島の身体を放ほうり出す。さながら、雨あま傘がさに張り付いたビニール袋ぶくろを振り払うかのように。間断なき灼しやく熱ねつの痛みから解放されて、石島は速すみやかに意識を失った。

「チッ。もう気絶しやがったか。つまんねえ野や郎ろうだぜ」

　大男は石島の身体を軽く蹴け飛とばしてから、あたりを見み渡わたした。そこで初めて、駐ちゆう車しや場じようの一角にＮＮＲの面々の死体が累るい々るいと折り重なっていることに気づく。

「おい！」大男は連れに向かって叫さけんだ。「これ、おめえが一人でやったのか？」

　小男は静かに歩み寄ってきた。全く反省のない表情のままぺこりと頭を下げる。

「ついカッとなって斬きってしまいました。今は反省しています。……井い倉くらに後始末を頼たのまなくては」

「こんなおもしれえことを独り占じめたぁずるいじゃねえか。俺も起こしてくれよ」

　小男は言葉を無視し、自分の車に歩み寄った。助手席の真上に開いた穴を見つめて、嘆なげきの声を上げる。

「あなたの寝起きの悪さは知っていましたけど、いくらなんでもこれは寝ぼけすぎじゃないんですか」

「いいじゃねえか」大男は言い返した。「こんだけボロボロなんだ、今いま更さら穴が一つ開いたからってどうだってんだよ？　それに、頭の上から風が入ってきたら涼すずしいぜ？」

　小男は無言で大男を睨にらんだ。

「別の車に乗り換かえりゃいいじゃねえか。この車、どうせもう動かねえんだし、それに今ならよりどりみどりだぜ」

　大男は手を広げて駐車場を示した。

　小男は、大男と車の列とを交こう互ごに見つめ続けていたが、不意にポンと手を叩たたいた。

「せっかくだからカーナビつきの車を探しましょう。もう道に迷わずにすみます」

　二人は早さつ速そく作業に取りかかった。カーナビを装備しているのはたった一台だけだった。メンバー全員から鍵かぎを掠りやく奪だつ、一つ一つ試ためしていくと、石島が腰こしからぶら下げていたキーがはまった。

　小男は運転席に乗り込んだ。運転席からの視点が予想以上に低く、エンジンをかけるとものすごい爆ばく音おんがしたが、走る分にはなんの問題も無さそうだ。

　助手席で大男がシートベルトを締しめている間、小男はカーナビの操作をして現在位置を確かめた。

　現在位置を示すマークのそばには、「布袋」という文字が見える。既すでに平磐市内であるらしい。目的地を平磐駅にセットし、ルート検けん索さくを行う。数秒後、目的地まで約二十キロと出た。

「平磐市ってのはかなり広いようですね」

　感想をぽつりと述べて、小男はサイドブレーキを解除した。




　　父帰る




「そこっ！」

　青く輝かがやく手てつ甲こうが、僕の顔面を襲おそう。

　それはなんら容よう赦しやのない、一いち撃げきで敵を打ち倒たおそうとする必殺の拳こぶしだった。

　僕は棍こんの形状をした魂たま裸ら醒せ、パープル・シックルを立て、直撃を防いだ。

　一方の端はしで拳を受け止め、流す。同時に、もう一方の端をすくい上げ、逆ぎやく襲しゆうに転じる。

「遅おそいっ！」

　夏か月づきは瞬しゆん時じに反応した。下からの攻こう撃げきを、見ぬままに足の裏で受け止める。踏みつけ、棍をそのまま地面に押さえつけると、その足を軸じくに左の拳で僕の胸を狙ねらった。

「まず……！」

　咄とつ嗟さの判断に惑まどい、僕は拳を避け損そこねた。鳩みぞ尾おちのすぐ脇わきにパンチが入る。

　ドスンと衝しよう撃げきが走った途と端たん、僕の身体は軽くすっ飛んだ。約三秒間の空中浮ふ揚ようの後、背中から地面に叩きつけられる。

「ああっ」驚おどろいたのは夏月の方だった。「大だい助すけ君！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　僕はゆっくり上半身を起こした。手を挙げて夏月に応じたが、

「大丈夫……あづづ」

　声を出した途端、痛みが全身に響ひびいた。

「……今日はこの辺にしておくか」

　端はたから見ていた三み千ち人とさんが呟つぶやく。夏月は僕のもとに駆かけ寄ってきて、身体からだを起こすのを手伝ってくれた。

　ある日の夕刻、僕は八や阪さか井い家の庭で戦せん闘とう訓練を受けていた。

「稽けい古こをつけて欲しい？　突とつ然ぜんどういう風の吹ふき回しかね」

　僕の方から話を持ちかけた時、三千人さんはそう聞いてきた。

　僕は真しん剣けんに返答した。

「えーと、平磐市の現状を考えるに、自分の身をきっちり自分で護まもれないと、死ぬ恐おそれがあると思いますので。どこにどんな魂裸醒が潜ひそんでいるか、知れたもんじゃないですからね」

　魂裸醒。

　それは奥おう州しゆうの奥地、戸と有あると呼ばれる村に伝えられてきた超ちよう常じよう能力の名である。己おのれの魂たましい──幽ゆう体たいを、常人には不可視な物質に転てん換かんし、武装する。その力ゆえ、戸有の人々は遠い昔よりタマラセビトと呼ばれ、恐れられてきた。戸有の人々もまた、その異能をもって奥州の歴史の闇やみで活かつ躍やくしてきたという。しかし現在、戸有の秘中の秘として守られ続けてきたこの力は、東北の地方都市平磐市を中心に広まってしまっている。

　魂裸醒の力の源は体内を流れる血液にある。醒せい血けつと呼ばれる体液を体内中に行き渡わたらせることにより、超常の力を操あやつることができるようになる。この力は血液感染する──魂裸醒の血液を常人が飲み込むと、魂裸醒の力に覚醒することがあるのだ。

　二年前、戸有出身の船ふな子こという男が平磐に潜せん伏ぷくし、魂裸醒を量産するという仕事を行った。村の方ではこの事実を把は握あくするのが遅おくれ、丸二年ほど船子の行こう為いを放置してしまった。事態にやっとのことで気がついた戸有は平磐に使者を送り、船子の行為を止めることには成功したが、時既に遅く、平磐には魂裸醒が大量発生してしまっていた。ちなみにこの僕も、その際に魂裸醒の力を手に入れた人間の一人である。

　常人には見ることができないということもあって、魂裸醒で人の命を奪うばい去ることは非常に容易だ。そんな奴やつらがゴロゴロしている今の平磐は、表向き静かな田舎いなか町に見えるが、その実は危険極きわまりない状態にある。市内の失しつ踪そう者しや、あるいは不ふ審しん死しの数は五年前の約五倍に跳はね上がっているとか。

　実際、僕も命を失いかけたことがある。それも一度や二度ではきかない。幸いこれまで命を長らえてきたが、この幸運がこれからも続くとは限らない。自分の命を守るためには、あらゆる方策を講じなければならない。

　そこで、まず手始めに、魂裸醒の腕うで前まえを磨みがくことを思い立ったのだ。

「ふむ。いいだろう」三千人さんは頷うなずいた。「ちょいと稽古をつけてやろうじゃないか。三日間の速成コースで、君を地じ獄ごくの亡もう者じやも泣いて逃にげ出す殺さつ戮りく機械に仕立て上げてみせる」

「……えーと、そこまでして頂かなくても結構です」

　八阪井三千人氏こそ、船子を止めるために戸有より送り込まれてきた使者である。今年の春に隣となりの空き家に越こしてきた三千人さんは、見た目には不気味なくらい瘦そう身しんで、病み上がりの窓まど際ぎわ族ぞくといった感じの風ふう体ていなのだが、戸有村でも指折りの実力者であるという。

　その力は、僕も何度か実際に目まの当たりにしている。魂裸醒の形状も竹たけ槍やり型と一見頼たよりなさそうなのだが、彼の手にかかれば瞬時に剛ごう槍そうへと変じ、敵対する者を容赦なく殺す。「叩たたきのめす」「打ち伏ふせる」ではなく、殺すのだ。

　基き礎そ的な魂裸醒の使い方を習うならばこの人に師事するのが一番だ、と考え、僕はこの三日間八阪井家に通い、訓練を受けていた。夏月に殴なぐられ、蹴けられ、何度もはり倒されるのを訓練と呼んでいいのなら、だが。

「かなり動きは良くなっていると思いますよ。初日はいいようにやられてましたけど、今日はそれなりに抵てい抗こうできていたじゃないですか」

　戦闘中の機械的な態度はどこへやら、夏月はにっこり笑って僕を慰なぐさめようとした。

　彼女の名は八阪井夏月、父三千人とともに平磐にやってきた女の子である。偶ぐう然ぜんにも僕と学年が一いつ緒しよで、ともに地元の公立高校、平磐二高に通っている。父に似て背が高く、身体は年相応の曲線を描えがいている。目鼻立ちも整っており──端たん的てきに言うと、美少女だ。彼女が突とつ然ぜん隣の家に引っ越してきたという事実は、幸運以外のなにものでもない。

　僕は夏月に笑い返そうとしたが、

「それは……あいたたた」

　またも肋あばら骨ぼねのあたりに痛みが響ひびいた。

「大助君、大だい丈じよう夫ぶですか？　ちょっとやりすぎたみたいですね……ごめんなさい」

　申し訳なさそうに夏月は謝り、僕の肩かたの下に潜もぐり込んだ。そのまま僕を立たせ、八阪井家の居間の大窓のところまで連れて行ってくれる。僕はゆっくりと腰こしを下ろした。

「ちょっと待っててください。救急箱持ってきますから」

　夏月は居間に上がり込んだ。

「いやいいって。そんな大した怪け我がじゃないよ」

　僕は止めたが、夏月は家の奥にすたすたと歩いて行ってしまった。

「まあまあ。好意に甘えておきたまえ」三千人さんは言った。「君、顔もひどいことになってるぞ。まるでおろし金で二、三度こすったみたいだ」

「紅葉もみじおろしができてそうですね」

　居間の床ゆかに小さな手鏡が転がっていたので、自分の顔を映してみる。なるほど、真っ正面から見るだけでも三カ所に擦すり傷があった。指先で軽く撫なでると、ぴりっと痛みが走った。

「このくらいの傷、すぐ治るんじゃ？」

　魂裸醒の力の源は、体内を流れる血液にある。その血液は、身体の治ち癒ゆ能力を飛ひ躍やく的に高めるという副次的な力を持つ。骨折程度の怪我も一日寝ねておけば治るくらいだ。擦り傷程度ならそれこそツバつけるだけで治ると思うのだが。

「魂裸醒の血は、バイ菌きんの消毒をしてくれるわけではないからな」三千人さんは答えた。「傷きず跡あとが残ってしまう可能性はある。念のため、手当てしておいた方がいいだろう」

「お待たせで～す」

　夏月が救急箱片手に戻もどってきた。僕の隣となりに座ると、手早く消毒液を取り出し、僕の顔に寄せた。

「ちょっとしみますけど我が慢まんしてくださいね～」

「どうしてそんな楽しそうな顔するかなあ」

　僕の言葉など意に介かいさず、夏月は嬉き々きとして僕の顔に消毒液を塗ぬり始めた。顔が終わると、次は腕に。痛みが全くないので気づかなかったが、肘ひじを中心に擦さつ過か傷しようがかなりあった。

　その作業を傍ぼう観かんしながら、三千人さんは腕組みした。

「さしあたり、基本的なことは教えたつもりだ。集中訓練は今日でおしまいとしよう」

「個人的には、あと一週間くらい集中訓練して欲しいところなんですが」

「それは夏月と相談してくれ。私は所用があるんで、しばらく家を空けなければならない」

「家を空ける？　お出かけですか」

「一いつ旦たん戸有に戻るのさ。実は、村の上の方から召しよう還かんを受けていてね」

「召還とは、ただごとではないですね」

「たいしたことじゃない。平磐市での活動について、報告が欲しいんだと」
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「そうなんですか。いつ頃ごろ戻もどってくるんです」

　問うと、三千人さんは首を傾かしげた。

「わからんな。できるだけ早く帰ってきたいところではあるが、全く未定だ。その間、平磐の平和は君の手にゆだねられる」

「……また、オーバーなことを言いますね」

「大丈夫ですよ。私たちで力を合わせれば、何とかなりますって」

　横合いから夏月が言う。振ふり向くと、夏月の顔がすぐそばにあった。奇き妙みような具合にカールしてピンと立った癖くせっ毛が、ひょこひょこ揺ゆれている。黒く深い輝かがやきをたたえる瞳ひとみに見つめられ、僕はドキリとした。

　目が合うと、夏月は「えへへー」と小さく笑った。

「明日からも、訓練続けましょうね」

「夏月の都合とか、構わないのかな」

「構わないどころか、大だい歓かん迎げいですよ。お父さんが戸有に帰ったら、家ががら～んってなっちゃいますからね」

　父の姿を横目に見て、夏月は少し寂さびしそうに笑った。

「……そうだね。だったら、明日からも毎日来るよ」

　そう言うと、夏月の表情から影かげが消え去り、真に明るい笑え顔がおになった。

　いつもながら、夏月の笑顔には勇気づけられる。魂裸醒の力と夏月、その両者があり続ける限り、僕達の日常も平和なままにあり続ける。そう信じることができた。




　それが全くの幻げん想そうであることに気づかされたのは、たった二日後のことだった。




　　雲うん南なん省の象切り職人




「象の急所を見つけることができたら、ノーベル平和賞を受賞できると思うわけよ、俺は」

　長なが坂さか陵りよう梧ごは、なんの根こん拠きよもない自信をむやみにみなぎらせながら、断言した。

「えーと」僕は言い返した。「君の言っていることが全く理解できないなんて言うつもりはないけれど、もう少し説明してくれるとありがたいな」

　学校帰りのＡアンドＰストアへの寄り道は、僕にとって半ば生活習慣となりつつあった。複数の専門店が入った大型店てん舗ぽは、主婦の強い味方のみならず、貧びん乏ぼう学生にとっても絶好の暇ひまつぶしポイントである。

　一階は、その半分が食料品売り場、残り半分がその他の専門店、と二エリアに分かれている。僕は食料品売り場で菓か子しパン類とペットボトル飲料を買い込んで、エリアを分かつ中央通路に出てきたところだった。

　その時唐とう突とつに、連れの長坂は象の話題を持ち出したのだった。

「象の急所を見つけて、どうするの。殺すの？」

「そォだ。人間が象を素す手でで殺すことができるようになれば、この世はいささかなりとも住みよい世界になるはずだ」

　普ふ通つうの人間ならば一いつ顧こだにしないことを、異常な情熱をもって追究する。それが長坂という男だった。人生を生きていく上でなんの役にも立たない問いに答えを見み出いだそうと模も索さくすることは、しかし人生を実り豊かなものにするためには不可欠だ、と長坂は主張する。真実ではなく、真実を求めようとする意志、そしてその過程が大事なのだ、と。

　一言で言えば、変人である。

　とは言え、僕も長坂の主張には賛成である。長坂が訳の分からないことを言い出した時にはとことんつきあうようにしている。

「象が人間にとって害がい獣じゆうであるとは思えないけど。そもそも、象ぞう牙げ乱らん獲かくとかで保護すべき対象じゃないの」

「そォじゃねえ。俺が言いてェのは、アフリカの諸国家は慢まん性せい的な飢き饉きんに苦しんでいるのに、なんで象を食おうとしないのか、ということだ」

「……象が食べられるなんて、聞いたことがない」

「たしかに、一いつ般ぱん的には食べられないとされている。こんななぞなぞがあるよな──『象は象でも食べられるぞうはなんでしょう』。このなぞなぞは、象が食べられないことを前提としている。だが、本当にそォなのか？　中国雲南省では、象の鼻料理があるって言うぜ」

「そりゃ中国だけの話だよ。ツバメの巣や熊くまの手や猿さるの脳のう味み噌そを食べる国なら、象の鼻を食べてもなんら不思議はない。君はそれをアフリカの人に強要するのか」

「強要するも何も、飢うえた人ってのは食う物がねェから飢えているんだぜ。人間、腹が減ってどォしよォもねェ時は、毒まんじゅうでもモリモリ食うのに。なんで象を食べる風習が存在しないのかと問えば、予想しうる答えは一つ。アフリカ人は、象を殺して食料にする方法を知らなかったからだ」

「中国人でも、素手で象を殺すことはできないような気がするな」

「素手か、あるいは原始的な武装で象を殺すことができれば、象を食うことも可能になるはずなんだ。象一匹ぴきからは、多分一家が一ヶ月食っていけるだけの肉が取れる。飢き餓がの問題は一発で解決だ」

「飢餓の問題が解決する前に、象が絶ぜつ滅めつするような気がするな」

「象を養よう殖しよくすりゃいいだろ。……『かわいそうなぞう』の話、知ってるだろ」

「小学生の時、国語で習った。それがどうしたの」

「あの話の悲劇はどこにあるか。象を殺さねばならないのに飼育員達には象を殺す手段はなく、飢え死にさせるという残ざん酷こくな方法を採らざるを得なかった、という点だ。もし人間が素手で象を殺す方法を知っていれば、象の苦しみを一いつ瞬しゆんで終わらせることができたはずだ」

「なるほど」僕は相あい槌づちを打った。「例えば、中国雲南省から象切り職人を呼んできて、ひと思いにズバーッと斬きるとか」

「そォそォ」

　長坂は何度も頷うなずいた。

「で」僕は尋たずねた。「どうやって象の急所をみつけるの」

「さあ」長坂は首を振ふった。「よく考えてみたら、象の急所を調べ上げるにはたくさんの象を犠ぎ牲せいにしなければならないってことに気づいてな。ノーベル賞をもらう前に、多分ワシントン条約かなんかで逮たい捕ほされる。俺にはアフリカの人々を飢えから救うことはできねェらしい」

　しょんぼりとして長坂は肩かたを落とした。が、すぐに頭をもたげると、僕が手からぶら下げている食料の詰つまった買い物袋ぶくろを指さした。

「ひるがえっておめェはなんだ。今も飢えで苦しんでいる人がいるってェのに、おめェは山のようにおやつを買い込んでいる。ちったぁアフリカの人に申し訳ないと思わねェのか」

「いきなりだね」僕は肩をすくめた。「叔お母ばさんに買ってこいって言われたんだ。別に、僕一人で全部食うわけじゃないよ」

　子供の頃ころから、僕は叔母の家に居い候そうろうしている。おかげで平磐二高に徒歩、あるいは自転車通学することができるのだ。実家は隣となりの市、沼ぬま渡と田だの山の中にある。そこから通うのは至難の業わざだ──片道三十キロで消費する体力と時間は決して小さくないし、途と上じようで遭そう難なんする恐おそれもある。

　長坂は指で眼め鏡がねを押し上げた。

「じゃあ叔母さんに、『アフリカの人に申し訳ないと思わねェのか』と言うんだな」

「別に叔母さんが食べるわけでもないんだけど。……あと、染せん髪ぱつ剤ざいを買ってくるように頼たのまれている。どの辺に売ってるのかな」

「染髪剤？　毛染め薬か。薬というからには薬局に行くのが筋じゃねェか？」

「……そうなの？」

　とりあえず、薬局に向かってみた。フロアの一角に設置された薬局には、なるほど女性用染髪剤が山と置かれていた。様々なメーカーの商品が棚たなを一つ丸ごと占せん拠きよしている。

「長坂も手伝ってくれ。こんな商品名のやつが欲しいんだ」

　僕はカバンの中から一枚の紙切れを取り出した。それはメモ帳をちぎった小さな紙で、染髪剤の商品名が女性の字で走り書きされている。

「わかった」

　長坂は頷き、商品探しに没ぼつ頭とうした。

　目的のものを探し出すのに、さほど時間はかからなかった。レジに持っていき、代金を払はらう。

「さて、と」薬局を出、僕はひとりごちた。「買い物終しゆう了りよう。ありがとう長坂、つきあってくれて」

「礼を言われるほどのことじゃねェ。どォせ暇ひまだったしな。用事はもういいのか」

「うん。今日はもう帰る……夏月との訓練があるし、ね」

「おめェも熱心だな」

　ちょうどその時、僕の携けい帯たい電話が鳴った。

「……おや？」

　発信者は夏月だった。すぐに電話を耳に押し当てる。

「もしもし？　大助君？」

　夏月の柔やわらかな声が、僕の耳を撫なでるように発せられた。

「やあ夏月。どうしたの？」

「その、実は──」少しためらってから、「大事な話があるんです。今からうちに来てくれないでしょうか」

「ありゃ。ちょうどいい、僕も夏月に話があったんだ。……そっちはなんの用？」

「どうしても大助君に教えて欲しいことがあるんです」

「僕に教えて欲しいこと？」

「はい。魂裸醒がらみの、とても大事なことなんです」

　懇こん願がんするような口調だった。受話機越ごしにも、夏月の真しん摯しな態度が感じ取れる。

「わかった。ちょうどいいや、今すぐ行くよ」

「ありがとうございます」

　夏月は礼を述べて、通話を切った。

「夏月からだった。話があるから今すぐうちに来て欲しい、だって」

「そォか。んじゃ、俺も家に帰る」

　長坂は別れの挨あい拶さつとばかり手を振った。

「中国に象切り職人がいるのかどうか、調べてみる。俺がアフリカの人達にしてやれることといったら、それくらいしかねェ」

「……象で飢うえを救うという発想は捨てた方がいいと思うけど」




　　過去との対面




　僕は八阪井家に直行した。いつものように勝手に八阪井家の庭に入り、大窓を開けて居間に上がり込む。

「あ、大助君。早かったですね」

　ソファーに座っていた夏月は、僕の姿を認めると腰こしを浮うかせてにっこり笑った。

　夏月の対面に、一人の男が座っていた。普ふ段だんであれば夏月の父、三千人さんが占しめているはずの席に座しているのは、見たこともない小男だった。

「……彼が、三み鶴つる城ぎ君ですか」

　男は、リスを想起させるようなきいきい声で言った。腰を上げて、僕に軽く会え釈しやくする。

「私は井倉泰やす邦くに、戸有村の方から参りました」

　どうも、と僕は小さく頭を下げた。

　村といっても、市町村合がつ併ぺいの結果そのような自治体は既すでに消しよう滅めつしている。だが、集落そのものは今も奥州の奥地に存在し続けている──魂裸醒という力を操あやつる一族が住む集落が。

　己おのれの魂たましいを物質に転てん換かん、常人には見えぬ武器として操るというその力は、有史以前より一族の秘中の秘として守られ、受け継つがれてきた。

　彼ら、歴史の影かげでタマラセビトと呼ばれた人々は、その異能をもって一族を繁はん栄えいさせ続けていた。ある時は奥州藤ふじ原わら氏のためにその力を振ふるい、ある時は伊達だて家の秘密忍にん軍ぐんとして暗あん躍やくし、今は私立探たん偵てい会社を設立して合法非合法を問わぬ仕事を請うけ負っている。

　井倉なる人物はスーツを着、髪かみを真ん中からぴっちりと分けていた。探偵というよりは、やり手のサラリーマンという風に見える。年は三十前後、目は細く鋭するどく、落ち着きのない視線を放っている。なんだか、落とした十円玉を探しているかのようでもある。

　井倉は僕の姿を頭からつま先まで子細に観察してから、夏月に尋たずねた。

「彼を信用して本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　非常に疑わしげな調子だった。初対面の人間にかける言葉としては、著いちじるしく礼を欠いているような気がする。とは言え夏月の手前、僕は沈ちん黙もくを貫つらぬいた。

「彼は十分に信用できます。船子の事件の時も、神かみ山やまの事件の時も、大いに助けられました」

　夏月も井倉の言い方が気に障さわったのだろう、やや冷たい調子で答えた。

　井倉は片手でつるを摑つかみ、眼め鏡がねを押し上げた。

「いいでしょう。平磐の現状は理解しています──背に腹は換かえられない、といいますからね」

　このオッサンはなにか引っかかることを言わなければ気が済まないのか？　僕は内心のいらつきを押さえながら、夏月の隣となりに着席した。

「えーと、僕を呼んだのは一体どういう用件です」

「要点を言いましょう」と井倉は切り出した。「戸有の裏切り者が平磐に潜もぐり込みました。そいつを捜さがし出して欲しいのです」

「またですか」

　反射的に僕は言った。と、井倉は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。

「今の平磐は、船子の努力のおかげで、脱だつ走そう者しや連中が潜せん伏ぷくしやすい環かん境きようが整ってますのでね。もっとも、今回のターゲットは脱走者とは少々違ちがいますが」

「と言いますと」

「問題の人物の名は丸まる住ずみ義よし政まさ、三十五歳。魂裸醒の名は『ポイント・オブ・ピン』、巨きよ大だいなまち針の形をしています」

「まち針？　縫ぬい物に使うアレですか」

「はい。戦せん闘とう能力はほとんどないですが、針で人を刺さすと、相手の身体からだの動きを縫いつけて封ふうじる、という力を持っています。暗殺用の能力ですね。……彼は、渉しよう猟りよう手しゆとして陸南市に滞たい在ざいしていました」

「渉猟手、ですか」

　渉猟手とは、村から脱だつ奔ぽんした反逆者を追い、処断するという任務を遂すい行こうするため、戸有の外へと送り出される魂裸醒のことを指す。

　井倉はテーブルに写真をつき出した。

　顔の下半分を覆おおい尽つくすような髭ひげをたくわえ、サングラスをかけたナイスミドルの人物が、こちらを睨にらみつけていた。実じつ年ねん齢れいより十歳以上は年上に見える。生まれてこの方実年齢より八歳上に見られ続けてきた僕としては、親近感を覚えざるを得ない。

「そもそもの始まりは、陸南市に男お鹿が大だい蔵ぞうという脱走者が潜伏しているという情報を得たことでした。村は丸住を渉猟手として陸南に送り込みました。ところが丸住の奴やつ、ある日突とつ然ぜん村との連れん絡らくを絶って姿を消したのです」

「またですか」

　またもや反射的に僕は言った。それは、船子事件の展開と全く一いつ緒しよじゃないのか、と思った。

　あの事件の発ほつ端たんは、赤あか池いけという名の渉猟手が船子を見つけたことだった。ところが、赤池はもとより村に対する忠誠度の低い男だった。船子が平磐で魂裸醒を大量生産していることを知ると、船子を幽ゆう閉へいして事業を乗っ取り、反乱派の一大橋きよう頭とう堡ほとして仕立てようと画策したのである。

　短期間にこうも裏切り者をボロボロ出すだなんて、戸有指導部の村民に対する求心力が低いのだろうか？　僕には関係ないことではあるが、勝手に心配したくなってくる。

　井倉もやっぱり不愉快そうに眉をひそめた。が、口に出しては何も言わなかった。

「……その後陸南市に私自ら赴おもむき、男鹿が殺されていることは確かく認にんしました。丸住は、男鹿を始末した後、何な故ぜか突然逃にげ出したのです。どういう魂こん胆たんなのかはわかりませんが、村に対する重大な裏切り行こう為いであることは事実。反乱派と接せつ触しよくする前に見つけ、引っ立てて欲しいのです。上の方から許可は出ていますので、見つけ次し第だい容よう赦しやなく殺して頂きたい」

「……それはまた、穏おだやかではないですね」僕は言った。「逃げ出しただけで重大な裏切り行為になるんですか？」

　そう聞くと、井倉はきっと表情を硬かたくした。

「あなたのような部外者に説明するようなことではありません」

　にべもない返事だった。

「理由も教えられずに人を殺せ、と？」

「不満なら結構。別にあなたに手伝ってもらわねばならないという理由はありませんからね」

「だったら、何故僕を呼んだんです」

「説明しましょう。丸住は、同行者を一人引き連れています。どうやら、陸南市で魂裸醒を作ったようなのです」

　言いながら、井倉は二枚目の写真を丸住の写真の横に置いた。

　そこに写っているのは、白い肌はだの外国人女性だった。プラチナブロンドのウェーブヘアをなびかせ、両目には青い輝かがやきをたたえている。僕と同い年の美少女だった。

　写真を見た瞬しゆん間かん、心臓が止まるかと思った。

「……まさか、これって」

「その通りです」井倉は頷うなずいた。「彼女の名はステファニー・マクルーア。かつて、この家に住んでいたそうですね？　八阪井家が引っ越こしてくる数年前に。彼女のことをご存じかどうか、君におうかがいしたいんですけどね」




　　剣けん舞ばい連れん




　十一年前、平磐市の隣となりの沼渡田市に巨大隕いん石せきが落ち、五万人の命を奪うばった。

　それは、世界中に衝しよう撃げきを与あたえる大ニュースだった。隕石災害の直後から世界各国の救助隊が到とう来らいし、一段落した頃ころには各国の調査団が殺さつ到とうした。

　隕石災害は悲劇であったが、科学界にとっては素す晴ばらしい調査対象でもあった。隕石がいかように大地を破は壊かいし、どのような痕こん跡せきを残したのか──世界各地の研究者達は被ひ害がいの全容を記録にとどめるべく、日本に腰こしを据すえて長期間の調査活動を行った。

　平磐市に活動拠きよ点てんを置いた研究者は少なくなかった。田舎町ではあったが、沼渡田に一番近く、かつ新幹線の駅もある。というわけで一ひと頃ころ、平磐市は近所に米軍基地でもあるのかと思えるくらい外国人であふれかえっていた。

　ステフは、その頃に平磐にやってきた研究者の娘むすめだった。父のマクルーア教授はその分野では有名な地質学者だそうで、隕石の落下が周辺地域の土ど壌じように与える影えい響きようを中長期的に観測するために平磐に来訪した。

　彼が腰を落ち着けたのは、平磐駅南側の団地の一いつ軒けん家やだった。久しく空き家となっていたその家の隣には、花はな谷やという名の一家が住んでいた。

　時をほぼ同じくして、花谷家は二人の居い候そうろうを迎むかえていた。三鶴城哲てつ矢やと三鶴城大助、つまり僕とすぐ上の兄である。

　三鶴城家は幸いにして隕石による破壊を免まぬかれたが、通っていた学校や幼よう稚ち園えんの方はそうでもなかった。隕石落下の衝撃で大地がえぐれ、水すい没ぼつしたのである。応急処置として、消しよう滅めつした学校に通っていた子供達の一部は、近くの地域の学校へ編入されることとなった。三鶴城家の兄弟は、平磐に行くことを選せん択たくした。母の実家があるのはもちろん、哲矢兄さんが平磐の高校へ行こうとしていた、ということもある。災害後しばらく続いた大混乱の後、僕達は花谷家の居候として迎えられた。

　そこで、僕とステフは隣りん人じんとして知り合いになった。

「えーと、ステファニーのことはもちろん知ってますよ」僕は答えた。「と言っても、さして親しくつきあっていたわけではないし、二年前にマクルーア家が陸南に引っ越して以降は、一度も会っていませんけど」

　一度も、という部分を僕は強調した。

　井倉は二つ頷いた。

「どうですか？　彼女がこっちに戻もどってきているとしたら、君に接触を試みる可能性はあると思いますか」

「えーと、その──無いと思いますよ。隣人以上の関係ではありませんでしたから」

　細い目で、井倉は僕の顔をじっと見た。今の言葉が本当か噓うそか、見み透すかそうとしているかのように。

「……そうですか。それなら安心です」

「安心というと？」

「あなたがもし逃とう亡ぼう者しやと親しいというのなら、面めん倒どうな話になるところでした。私どもは丸住共々、ステファニー・マクルーアを殺すつもりですのでね」

「…………はあ」

　戸有の歴史は、血で血を洗う抗こう争そうの歴史だ。その気質は現代の末まつ裔えい達にも受け継つがれているようで、命の重みに対する感覚が一いつ般ぱん人じんより薄うすいらしい。「殺す」と宣言した場合、それはハッタリでもなんでもない。

「もし仮に、ステファニー・マクルーアから連れん絡らくがあったら、我々に知らせて頂きたい。我々で始末をつけますので」

「我々？」

「ええ。今回の件に関して、私はコンダクターであるに過ぎません。実働部隊として二人の人員を引き連れてきました。本日は、顔合わせという意味でここに来たのですが……どうも、大おお幅はばに遅おくれているようですね」

　井倉は腕うで時ど計けいを見た。もう少しここに腰を落ち着け「人員」を待つべきか、と考え込んでいるようだったが、すぐに席を立った。

「やむを得ませんね。本日はこれでおいとまします。彼らとの顔合わせは後回し、ということにしましょう」

「そうですか。わかりました」

　夏月は笑えみを浮うかべた。その表情には安あん堵どが入り交じっている。この男に長時間居座られたらどうしよう、と思っていたに違ちがいない。

　井倉を見送るため、夏月は玄げん関かんの外までついて行った。つきあいで、僕も靴くつを履はいて見送りに出る。

　玄関の外に出た井倉は、身だしなみを整えて手荷物を確かく認にんし、別れの挨あい拶さつを述べようとした。

　ちょうどその時、八阪井家の正門の外側に一台の車が停とまり、出口を塞ふさいだ。

「……なんだ？」

　非常に人の目を引く車だった。色は目が覚めるような赤、そして車高がかなり低い。砂じや利り道を走ろうとしたら、間違いなく車体下部が引っかかる。どう見ても走り屋用にチューンされた車である。

　運転席から出てきたドライバーも、人の眼めを引く出いで立ちをしていた。一いつ瞬しゆん幽ゆう霊れいかと勘かん違ちがいするような、真っ白い着流し。死しに装しよう束ぞく以外の何物でもない。

「あっ」井倉が声を上げた。「迅じゃないですか！　言ったはずですよ、ここに五時に来てくださいと」

「まことに申し訳ありません」

　迅と呼ばれた小男は、あっさりと頭を下げた。

　華きや奢しやな男、というのが第一印象だった。身長は日本男性の平均値というところだが、身体からだの線が細いせいで実際以上に小こ柄がらに見える。頰ほおもげっそりとこけており、「ちゃんと三食食べているのか」と問いたくなるような顔立ちだ。糸のような細い目が印象をいささか和やわらげてはいるが、全体的には土ど左ざ衛え門もんに見える。

「全くあなた方ときたら、人に死体の始末までさせておいて、自分達は勝手にほっつき歩いているんですから。我々は観光にきたんじゃないんですよ」

　……死体の始末？

「細かいこと言ってんじゃねえぜ、井倉ちゃんよォーッ。五時も六時も大して変わりねえだろ」

　もう一人、男が助手席から出てきた。迅とは対照的に、筋骨むくつけき大男だった。髪かみはぼさぼさ、衣服は三百年くらい着続けたのかと思うくらいぼろぼろだ。砂さ漠ばくを旅する放ほう浪ろうの民たみ、という感じである。その上何な故ぜだか、右手にスイカを抱かかえていた。

　井倉はその男に向かって叫さけんだ。

「佐さ土ど原はら！　今回の件は私の指示に従えと何度も言っているでしょう！　私がここに五時に来いと言ったら、五時に来るんですよ」

　叱しつ責せきの声に佐土原と呼ばれた男はなんら動じなかった。右手のスイカを持ち上げたかと思うと、いきなり口をぐわっと開いて嚙かみついた。皮などお構いなしの丸かじりである。

「俺に言わねえでくれよ。全部こいつが悪いんだ。この車、カーナビついてんのに、こいつ、道に迷いやがったんだぜ」

　もしゃもしゃとスイカの皮を咀そ嚼しやくしながら、空いた手で迅を指さす。

　佐土原の態度に井倉は明らかにカリカリ来ていたが、息を大きく吐はき出して怒いかりを表明するにとどめた。

「八阪井君」夏月に向かい、「今回の実行部隊二名、迅又また三さぶ郎ろうと佐土原昌まさ紀きです」

　夏月は、努めて表情を押し殺していた。内心の動どう揺ようをひたすらに隠かくしているようだった。が、井倉の紹しよう介かいを受けると、社交辞令的な微ほほ笑えみを浮かべた。

「どうも、お久しぶりです。よろしくお願いしますね」

「井倉ちゃんよ、こいつは？」

　佐土原が僕のことを指さした。

「三鶴城君です」

　佐土原は僕のところに寄ってきた。珍ちん獣じゆうでも見るかのように、しげしげと僕の姿を観察する。

　オッサンの視線になめ回されるのは居い心ごこ地ちが悪くて仕方がない。僕はただひたすら黙だまって耐たえ抜ぬいた。

　そのうち佐土原は食いかけのスイカに指を突つっ込むと、軽く力を入れてメキョッと二つに割った。その片方を、僕の前に差し出す。

「……スイカ食うか？」

　それは、山から下りてきた熊くまが空腹のあまり嚙み裂さいたスイカにしか見えなかった。
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「いえ、結構です」

　僕は丁てい重ちように断った。

　佐土原は特に気分を害した様子もなく、歯を剝むき出しにして笑顔を見せた。友好的な意思表示のつもりなのだろうが、獲え物ものを見つけたティラノザウルスの笑みにしか見えない。

「ところでおめえ、外人女の幼おさな馴な染じみって聞いてるが……これが見えるか？」

　いきなり顔を寄せ、頰ほお骨ぼねのあたりを指でつつく。まるで「ここにキスしてくれ」とでも言いたげな仕草だ。

「……小さな傷がありますね」

　長さ二センチにも満たないような、小さな切り傷があった。

「今はほとんど治っちまったけどよ～、こいつはおめえの幼馴染みにやられたんだよ。ざく～っとな。なもんで、その日は一晩寝ねられなかったのよ。痛くて泣いてたんじゃねえぜ、頭に来て一晩中興奮してたんだ。だから、俺はあいつを見つけ次し第だい、速そつ攻こうでブチ殺す」

　突とつ然ぜん目をつり上げてギロリと僕の顔をのぞき込み、

「わかったか？　邪じや魔ますんじゃねえぜ」

「…………」

　なにかを言い返した瞬しゆん間かん、頭突きで僕の頭ず蓋がい骨こつを粉ふん砕さいされそうな気がした。ので、何も言い返せなかった。

　佐土原はしばらくじっとしていたが、僕の沈ちん黙もくを肯こう定ていと取ったらしく、ついに顔を離はなした。

「ま、よろしく頼たのむぜ」

　スイカの汁しるで濡ぬれたお手々で僕の肩かたをバコンバコンと叩たたく。杭くいを打ち込もうとしているのか、というくらい強力な叩き方に、膝ひざが折れかけた。が、抗こう議ぎの言葉を返すいとまも与あたえず、佐土原は離れていった。

「今から帰るところですか」

　迅が井倉に聞く。

「その通りですよ。ちょうどいい、乗せて行ってもらいましょうか」

　井倉は迅の返事も聞かず、車の方にすたすたと歩いて行った。赤いシャコタンのボディを見て、

「趣しゆ味みが悪いですねえ。こんなものどっから手に入れたんですか」

「その辺で拾いました」

　短く答え、迅は運転席に戻もどった。その後を追って佐土原と井倉も乗車し、車は走り去って行った。

　僕は呆ぼう然ぜんと、去りゆく車を眺ながめ続けた。

「……なかなか印象的な人達だったね」

　控ひかえめな感想を口にする。

　ふと横に目を転じる。夏月もまた車の後ろ姿を見つめていた。その目つきは、深刻な心配事があることを物語っている。

「……どうしたの？」

「──あの二人、剣舞連です」

「けんばいれん？」

　夏月は僕の顔に視線を戻した。

「戸有の指導者、亘わた理り銑せん十じゆう郎ろうの親衛隊です。その剣舞連が二人も派は遣けんされるとは、ただごとじゃないですよ。単なる裏切り者の始末に、亘理さんが親衛隊を出すはずがありません」

「親衛隊……。ということは、よほどの手て練だれなのかな」

「そうですね。銀ぎん剣けん持ちに匹ひつ敵てきする実力の持ち主、とされています」

　と、不意に夏月が僕を見て首を傾かしげた。

「大助君、どうかしました？　なんか顔が青いですよ」

「えーと、──そうかい？　いや、なんともないよ」

「まあまあ、安心してくださいよ。別に、あの人達と戦うわけじゃないですから」

　しかし、夏月は突然緊きん張ちようを解くと、大きく肩を落とした。

「……それにしても、父さんがいない時だというのに、厄やつ介かいですねえ」

「そうだね。三千人さんがいつ頃ごろ帰ってくるか、まだわからないの」

「はい……まあでも、頑がん張ばりますよ。父さんがいなくても、私一人でやれるんだってことを証明してみせますから」

　夏月はガッツポーズをとって胸を張り、意気込みのほどを表した。

「えーと、あまり肩かた肘ひじ張らなくてもいいと思うよ」

「えへへー」夏月は目を細めて笑った。「さてと。大助君、今日の訓練、始めましょうか」

「えっ？……あ、ああ」僕は曖あい昧まいに返事した。「えーと、その、──ごめん、ちょっと今日はキャンセルできないかな」

「キャンセル？　構いませんけど……どういうことですか？」

　夏月は、綺き麗れいな双そう眸ぼうで僕を見上げた。

　僕はちらりと視線を外した。

「……ちょっと、野暮用を思い出した」

「そうですか」

　夏月は深く突つっ込もうとはせず、引き下がった。

「じゃあ、また明日ってことにしましょうか」

「ごめんよ。また明日、ってことで」

　僕は夏月に別れの挨あい拶さつを返し、花谷家に戻った。

　花谷家の夫妻は共働きで、仕事から戻ってくるのは二人ともたいてい七時以降である。返事が返ってこないと知りつつ「ただいまー」とあいさつし、二階に上がって、自室の扉とびらを開けた。時間は既すでに夕刻、窓から差し込んだ赤い光が床ゆかに落ちていた。

　その光の中に、一人の少女が座っていた。

　片手に鏡を、片手にはさみを持ち、髪かみ型がたを何度も撫なでて入念にチェックしている。僕が戻ってきたことに気づくと、少女はうれしそうに碧へき眼がんをきらめかせた。

「三さん助すけ！　遅おそかったじゃん、なにしてたの？」

　金きん髪ぱつの少女は、流りゆう暢ちような日本語で聞いてきた。

「君を見つけ次し第だい殺せ、と言われてきたよ」

　僕はカバンから買ってきた染せん髪ぱつ剤ざいを出し、彼女──ステファニー・マクルーアのもとに放ほうり投げた。




　　碧眼の幼おさな馴な染じみ




　話は今朝に遡さかのぼる。

　ベッドの中で目が覚めた瞬しゆん間かん、二つのことに気がついた。普ふ段だんよりもはるかに早く目が覚めてしまったこと、そしてもう一度眠ねむろうとしても眠れないであろうことに。

　それ以上睡すい眠みんをむさぼることを諦あきらめて、僕はやむなくベッドから這はい出た。しかし叔お父じさんも叔お母ばさんもまだ寝ねている。テレビの音声で二人の睡眠を害するのは気が引ける。おとなしく新聞でも読んでいるのが一番だ。

　朝刊を取りに外に出ると、玄げん関かん先さきに金髪の女性があおむけになって倒たおれていた。

「……あれれ」

　僕の頭は寝ね起おきではっきりしていなかった。最初に疑ったのは、これは夢ではないかということだった。なので、まず夢かどうかを確かめることにした。玄関の戸口に手を置き、扉を閉めて挟はさんでみる。

「ぎゃっ！」

　目が覚めるような痛みだった。

　痛みを紛まぎらわせるべく手を振ふりながら、悟さとった──これは現実だ、と。僕はその人物のもとにかがみ込んだ。

　その顔を見て、僕はすぐに思い出した。

「……ステフじゃないか」

　女性の前髪をかき上げて確信した──長らく隣となりの家に住んでいたステファニー・マクルーアだと。

　二年前に陸南市に引っ越こし、今は陸南市の高校に通っているはずなのに、なんだってこんなところで寝ているんだ？

「……いつかまた会いたいとは思ってたけど、こんなショッキングな再会になるとは思っていなかった」

　引っ越してから二年、彼女との接せつ触しよくは一度たりとも無かった。電話一つかけたことはない。そのことに腹を立て、ステフが衝しよう撃げき的な再会を企くわだてたのだろうか？　ステフはイタズラ好きな子だった。このくらいならやりかねない。

　が、僕はすぐに認にん識しきを改めることとなった。

　最初、ステフは赤あか紫むらさき色いろのシャツを着ているのかと思った。しかし、よく見てみると、それは純白のシャツだった。大量の血がしみついているから、赤紫に見えているに過ぎない。

　…………

　ことの重大さがじわじわとこみ上げてきた。

　彼女の口元に耳を寄せる。呼吸音はあった。弱々しいながらも、はっきりと聞こえる。併あわせて、胸も呼吸と鼓こ動どうとで上下している。意識を失っているだけのようだ。

　本来なら、すぐさま一一九番をコールすべきところだ。しかし、僕はほとんど本能的に手を動かしていた。

「ごめんよ、ステフ」

　謝って、破れて赤く乾かん燥そうしたシャツをたくし上げる。

　綺き麗れいな白い肌はだの上、胸から腹部にかけて一直線の裂れつ傷しようが走っていた。シャツの血は、ここから噴ふん出しゆつしたものだろう。

　ただ、傷は既に塞ふさがっていた。

　血と傷の状態が一いつ致ちしていない。血は完全に乾かわいているものの、つい最近シャツに付着したのは間ま違ちがいない。そもそも、常人であるならば、これだけの血を流していたら既に失血死に至っているのではなかろうか。

　そう、常人であるならば。

「まさか……ステフも魂裸醒になってしまったってのか」

　魂裸醒の血は、人の肉体を強きよう靭じんにする。特に、外傷に対しては強力な治ち癒ゆ能力を発揮する。ステフの奇き妙みような傷きず跡あとは、それ以外に説明しようがない。

　魂裸醒の力が彼女の身体からだを治しているのなら、救急車を呼ぶ必要はない。様子も落ち着いているし、しばらくすれば目覚めるだろう。

　でもさすがに、ここに寝転がしておくわけにはいかない。血まみれの女性が玄関先に倒れているのを人に見られたら、近所でどんな噂うわさが立つやら。僕はステフの肩かたを担かつぎ上げ、自分の部屋に連れて行くことにした。

　彼女を担いでいる途と中ちゆう、叔父さん叔母さんにこのことを伝えるべきかどうか、ふと悩なやんだ。花谷夫妻も、かつての隣りん人じんの娘むすめのことを覚えている。家ぐるみで結構親しくつきあったものだ。

　でも──と僕は考えた。魂裸醒が絡からんでいるとあれば、今後どんな事態になるか知れたものではない。叔父さん叔母さんに迷めい惑わくをかけないためにも、黙だまっていた方がいいだろう。

　ステフを僕の部屋に連れ込み、とりあえず床ゆかに寝かせた。お湯で濡ぬらした手ぬぐいを用意して、汚よごれた上着を脱ぬがせて血のこびりついた身体を拭ふいた。ステフの裸はだかを直視することになったが、不思議といやらしい気分にはならなかった。

　当然ながら、替かえの女性用下着など僕の手元にはなかった。この部屋は元々花谷家の娘、恵めぐ美み姉さんの部屋ではあるのだが、衣類は全すべて仙台の下宿に持っていったか、家の奥の物置にしまったかしている。やむなく、ステフに僕のＴシャツを着せることにした。ステフの身体は大きく、思ったほどにはダボダボにはならなかった。

　一通り身を綺麗にしたところで、僕はステフを両手で担ぎ上げ、ベッドに押し込んだ。さしあたりはこれで一段落である。

　色々と尋たずねたいことはあった。が、眠ねむっているステフを眺ながめていても仕方がない。普ふ段だんの通り、僕は朝食を食べに階下に降りていった。

　食事を済ませて部屋に戻もどってくる頃ころには、ステフは意識を取り戻していた。半身を起こして、不思議そうな顔であたりを見回している。自分がどこにいるのか把は握あくできていないようだった。

「おはよう、ステフ。久しぶりだね」

　声をかけてやると、ステフの表情がぱあっと明るくなった。まるで、花が開く様子を早回し再生しているかのようだった。

「三助！　三助じゃん！……あたた」

　ステフはベッドから降りようとしたが、同時に傷が痛んだようだ。身体を丸めてうめき声を上げる。

　僕はステフの肩を捕つかまえ、ベッドに押し戻した。

「動いちゃダメだ。傷が治りかけているとはいえ、まだ痛むだろ」

「……傷？」

　ステフはＴシャツの襟えりをつかんで広げ、胸むな元もとをのぞき込んだ。

「……うわあ」

　少し間をおいてから、初めてその存在に気づいたかのような間ま抜ぬけた声を出す。

「なあ、ステフ。何があったんだ？」

　つもる話は色々とあったが、状じよう況きようが状況だ。僕は直球勝負の質問を投げた。

　ステフは笑えみを──昔と変わらない悪童のような笑みを浮うかべた。

「料理中に包丁で切ったんだ」

「マグロの解体でもやったのかよ」

　僕がそう言うとステフはさらに陽気な表情を作って、

「いいじゃん、そんなこと。それよりこれを着せてくれたの、三助でしょ？」

　着ているＴシャツの肩をつまむ。

「その通り」

「ありがと。相変わらず優やさしいね、三助」

　ステフは僕の肩に手を回すと、頰ほお骨ぼねのあたりに軽くキスした。

「あわわ」

　僕は思わず身を引いた。

「そういうところも相変わらずだね。カワイー」

　言ってステフはケタケタ笑った。日本的常識からすればかなり過か剰じような彼女のスキンシップには、昔から戸と惑まどわされてきたものだ。決して嫌きらいなわけじゃないが、気き恥はずかしさは捨てようと思って捨てられるものではない。

　ステフは、こうすれば僕が動どう揺ようすることを知っている。答えたくないことから注意を逸そらすための方便だ、と僕は気がついた。

　仕方がない、と僕は立ち上がった。言いたくないのであれば、今すぐに聞くこともないだろう。

「まあ、いいや。……あんまり時間がない。僕は学校に行かなきゃ。ステフ、話は帰ってからにしよう。今日はここにいてくれる？」

「悪いけど、そうさせて」ステフは申し訳なさそうな顔をした。「他ほかに行く場所、ないからね」

「叔お父じさん叔お母ばさんには、君のことはさしあたり秘密にしている。昼間は仕事で出で払はらってるから大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、万が一の場合はベッドの下か押入に隠かくれるように。それから、勝手に冷蔵庫をあさらないように。食事は買ってくるから、昼間は我が慢まんして。他になにか欲しい物、ある？」

「できれば、手鏡とはさみが欲しい」

「どうするの」

「この髪かみを切ろうと思うんだ。切って、黒く染めたい」

　ステフは金きん髪ぱつのウェーブヘアを手で梳すいた。

「思い切ったことをするんだね。綺き麗れいな髪なのに、もったいない」

「まあね……」

　困ったような笑いで、ステフはごまかした。

　誰だれかに追われているんだろうか。

　平磐では外国人はそれほど珍めずらしくないが、やはりプラチナブロンドは目を引く。髪を切って黒く染めるだなんて、自分の正体を隠そうとしているとしか思えない。

　だが、細かく聞いている暇ひまはない。僕にはもうすぐ期末テストが控ひかえている。この時期、できれば遅ち刻こくはしたくない。

　僕は階下に降りて洗面所から手鏡を借り、髪切り用のはさみを棚たなの上から取り出した。叔母さんは結けつ婚こん前に理容師をしていたそうで、今でも家族の髪は自分の手でカットしてくれるのだ。

　染せん髪ぱつ剤ざいは見つからなかった。花谷家の人間は全員、白しら髪がが出にくい体質らしい。というわけで、染髪剤を買ってくることを約し、僕は家を出て学校に行ったのだった。

　昼の間に、ステフは髪の毛のカットをすっかり済ませていた。長かった金髪は大おお幅はばに刈かり取られ、波打つショートヘアになっている。切った髪はビニール袋ぶくろの中にひとまとめに収められていた。

「殺せ、ってどういうこと？」

　僕の帰宅に明るい表情を見せたステフだったが、僕の言葉を聞くと急に口調が重苦しくなった。

「どういうこと？　って聞きたいのはこっちの方だよ。どういう経緯いきさつで、今朝血まみれで玄げん関かんに倒たおれていたのか、今度こそ聞かせてもらおうか」

「それは……その……ねえ」

　非常に日本人的なしどろもどろとした物言いで、ステフは明言を避さけようとしている。十年も日本で生活していれば、自然と日本人的物もの腰ごしも身に付くものらしい。

　今は聞くべきことを聞き出さねばならない。

「実は、さっきまで君の家にいた」僕は言った。「君の家って言っても、今は八阪井という名の父おや娘こが住んでいるけど。……戸有からやってきた魂裸醒だ」

　なんの前置きも無しに、専門用語をぶつけてみる。ステフは、「戸有」「魂裸醒」という言葉に反応して、視線を小さく外した。

　脈ありだ。

「君を追いかけている人たちがやってきていたよ。君はなんで追われているんだ？　胸の傷も、彼らにやられたの？」

　ステフは真しん剣けんな眼まな差ざしで僕の顔をじーっと見つめた。

「三助、キミはあいつらの仲間なの？　ボクをあいつらにつき出すわけ？」

「そんなわけないだろ」僕は即そく座ざに答えた。「君を売るなんて真ま似ねはできないよ。そもそも、僕はあいつらの仲間じゃない。ただ、君を匿かくまうとなると、相応のリスクを背負うことになる。事実を把は握あくしておきたい」

　その言葉を吟味するかのように、ステフはしばらく黙だまり込んでいた。かなりの間を置いてから、おそるおそる尋たずねてくる。

「……三助も、魂裸醒のことを知っているの？」

「まあね」

　僕はその場で幽ゆう体たい離り脱だつを行った。

　僕と全く同じ顔を持った半はん透とう明めいの姿、幽体が背中から姿を現した。幽体はすぐに輪りん郭かくを失い、僕の手の中で新たなる形に変化する。ほぼ一いつ瞬しゆんのうちに、幽体は棍こんになり変わっていた。二メートルほどの長さの棒状の武器、パープル・シックルだ。

　棍を伸のばして、僕はステフの肩かたを軽く叩たたいた。

「この通りさ。……君にも見えるんだね？」

　常人には見えないはずの棍に、ステフは軽く手をかけていた。目を閉じると、ステフも幽体離脱を行う。煙けむりのごとく立ち上ったそれは、ステフの頭上で形状を取り戻もどした。

　それは、直径三十センチほどのリング状の物体で、限りなく金色に近い輝かがやきに包まれていた。

「へえ、きれいだな。天使の輪だね」

「この力は、丸住さんがくれたんだ」

　丸住。井倉が言っていた、戸有を裏切ったという渉しよう猟りよう手しゆの名前だ。

「隣となりの家で、君を追っている人間と話をしてきた。彼らは、君と丸住のことをかなり真剣に追いかけているようだった。……理由はなんなんだ？」

「そんなこと言われても、ボクには分からない。丸住さんは何も教えてくれなかったもの」

　濃こい霧きりの中を歩む旅人のような態度で、ステフは答えた。本当に何も分かっていないようである。

　ずい、と身を乗り出し、ステフは僕を上うわ目め遣づかいに見た。

「三助、お願い。数日だけ、ここに置いて欲しいんだ。丸住さんが迎むかえに来てくれるはずなんだよ」

「迎えに来る？　ここに？」
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「うん。もしはぐれた時は三助の家に行く、ってあらかじめ打ち合わせておいたんだ。迷めい惑わくかけるのは一日二日くらいで済む、と思う」

「なるほど」

　別に何日居てくれたって構わないよ、という言葉を僕はすんでのところで飲み込んだ。実際問題、人を一人この部屋に匿うのはことだ。数日ならともかく、一週間一ヶ月となったらどうする？

「わかった。二日なら、問題ないだろう」

　代わりに僕はそう答えた。

　とにかく、最低限の事情は分かってきた。ステフは戸有の者に追われている。ステフを助けるためには、同様に戸有の者に追われている丸住氏が花谷家にやってくるのを待たねばならない。

　朝飯前な仕事のはずだ──夏月の協力を得られるならば。

　夏月に話を持ちかける寸前、戸有の人間がステフを追っているという話を聞くことができたのは、幸運以外の何物でもない。黙っておいて本当に良かった。

　この前提を踏ふまえた上で自問自答してみる。

　改めて、夏月に相談するべきだろうか。

　多分夏月は、僕の言うことを理解してくれるだろう。だが、夏月は同時に戸有の人間でもある。私情と任務の板いた挟ばさみになった時、夏月はどう出るか？

　夏月が僕に同調してくれるだろうか？

『夏月、僕のために村を裏切ってくれ』

『は～い。大好きな大助君のためなら村を裏切るなんて楽勝で～す』

　などと都合のいいことを言ってくれるとは思えない。さすがに。

　夏月を味方につけることができればそれに越こしたことはない。が、「間ま違ちがいなく味方してくれる」という確信が得られるまでは、話すべきではない。なにしろ、ステフの命がかかっているのだ。

　さしあたって、独力でなんとかしなければならない──のか。

「いいかい、ステフ」僕は言った。「君は、この家から一歩たりとも出るな。叔お父じさん叔お母ばさんにも姿を見られないようにして欲しい。僕がなんとかしてみせる」

「……ありがとう、三助。頼たよりにしてる」

　ステフは僕の身体からだに手を回し、優やさしく抱だきしめてくれた。

　ステフの身体のぬくもりは、即すなわち僕への信しん頼らいの証あかしだ。が、僕に一体何ができるというのか。現状、なんのイメージもわかない。

　でも、やるしかない。

　たとえどのような難関が待ち受けていようとも、やるしかないのだ。

　ステフは身体を離はなすと、少し恥はずかしそうに話しかけてきた。

「三助、ついでに一つお願いがあるんだけど……」

「なんでも聞こう」

「下着もダメになっちゃったから、新しいのが欲しいんだけど……買ってきてくれないかな」

　そう言って、ステフは自分の胸に手を当てる。

「…………やっぱり夏月に相談しようかなあ」

　僕は思わずため息をついた。
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　　地じ獄ごくの季節




「三助、あんた、自宅に女の子匿かくまってない？」

「むぐ……ゲフッ！」

　九く里り浜はまの奇き襲しゆう攻こう撃げきに、僕は思わず食べ物を喉のどに詰つまらせた。

　昼休みの時間、僕達──夏か月づき、九里浜、そして長坂──は教室で机を寄せて一いつ緒しよに昼食を食べていた。普ふ段だんは屋上に出て会食する習慣になっているのだが、この日は残念ながら朝から雨模様だった。それ故ゆえ、やむなく屋根の下で弁当をつついていたのだが、──

「大変！　大だい丈じよう夫ぶですか、三助君」

　夏月が声を上げ、僕の背中をさする。

　ゲフンゲフフンと二度三度大きく咳せき込み、僕はたまらず牛乳パックに手を伸のばした。ごきゅごきゅと喉を鳴らして牛乳を飲み込み、胸に手を当てる。

「えーと、その──大丈夫。全然大丈夫さ」

　動どう揺ようを押し隠かくすべく、僕は大きく深呼吸した。ゆったりとした態度を装よそおって、九里浜に顔を向ける。

「……で、九里浜、なんだって？」

　むせたせいで話を聞き損そこねた、というふりをした。

　僕の視線の先にいる小さな女の子は、名を九里浜純じゆんという。

　眼め鏡がねの奥から放たれる鋭するどい眼光は、彼女の苛か烈れつな性格をそのままに表している。ツインテールという子供っぽい髪かみ型がたも、とげとげしい印象を丸め込むには至っていない。その荒あらくれぶりは小学生の頃ころから近きん隣りんに轟とどろいていたらしく、「情け無用の残ざん虐ぎやくファイター」「人間枯かれ葉は剤ざい」等々の二つ名を持っている。口を閉じ、じっとしてさえいれば、美少女と呼べないこともないのだが。

　くいっと九里浜は眼鏡を押し上げた。

「今、失しつ踪そう事件の捜そう査さに取りかかってるの。あんたが犯人だったら楽だなあ、って思っただけ」

「……えーと、目に入った人間を全すべて犯人呼ばわりする癖くせは治ってないようだね、九里浜」

　九里浜を責める言葉を口にしつつ、僕は内心胸をなで下ろした。一いつ瞬しゆん、ステフのことを指し摘てきしたのかとも思ったが、どうやら別件のようだ。

「また、新しい事件に取りかかろうっての」

　尋たずねると、九里浜は自信たっぷりに胸を張った。

「その通りよ。あんたにも手伝ってもらうかんね。九里浜探たん偵てい局、活動の時よ」

　九里浜探偵局（仮かつこかり）──それは、九里浜の探偵趣しゆ味みが昂こうじて生まれた、私的調査機関である。構成員は高校生四名、本ほん拠きよを構える場所もない。学校の部活動の方がまだしも組織立っていると言えるくらいだ。吹ふけば飛ぶような組織を曲がりなりにも成立させているのは、ひとえに局長九里浜純の探偵活動に対する異常な情熱のおかげである。情熱が激しすぎるが故、周りの人間が迷めい惑わくすることが往々にしてあるのだが。

　またも、僕が迷惑を被こうむる時がきたようだ。ほとんどあきらめの境地に立ちつつ、それでも僕は聞いてみた。

「何があったの。失踪事件？」

「そう。失踪した女の子の名前は江え藤とう美み砂さ、平磐農高の一年生。三日前から行方ゆくえが分からなくなっているそうよ」

「警察に失踪届を届けろ、と家族に言ってやれ。それで終わりだ」

　長坂がもっともな意見を口にする。

　九里浜は両手を広げて肩かたをすくめた。

「相変わらず探偵のロマンってものがわかってないようね、長坂。すぐれた知力で警察を出し抜ぬいてこそ名探偵ってもんじゃないのよぅ」

「ロマンを追うなら一人でやれ。夢を見るのは勝手だが、他人を巻き込むな。失踪した子の親とか」

「あんた、自分の興味のないことにはとこっとん冷れい淡たんね」

　とこっとん、の部分を九里浜は強調して発音した。

「取り合わないらしいのよ、両親は。娘むすめが無断で外がい泊はくするのはいつものことだ、って」

「それじゃ、純ちゃんに依い頼らいしたのは誰だれですか？」

　夏月の質問に、九里浜はすぐさま答えた。

「江藤美砂の幼おさな馴な染じみの子が、二高にいるのよ。そっから話を持ちかけてきた。だから、あたしが乗り出したわけ」

「そいつ、どォせ彼氏の所にでもしけこんでよろしくやってんじゃねェのか？　しょっちゅう無断外泊してんだろ？」

「そう考えるのは、素人しろうとの浅はかさってもんよぅ」

　九里浜は、「ふふ～ん」と鼻で笑って長坂の発言を一いつ蹴しゆうした。

「あたしは断言する──この事件は魂たま裸ら醒せがらみだ、とね」

　劇的効果を狙ねらってのことだろう、九里浜は黙だまり込んで、僕らの顔を見回した。

　夏月はパック牛乳をちゅーと啜すすった。

　僕はソーセージを口の中に放ほうり込み、もしゃもしゃと咀そ嚼しやくした。

　長坂はゲップを放ち、「失礼」と口元を覆おおった。

「あんたらねえ！」九里浜は叫さけんだ。「探偵局員としてもっと興味持ちなさいよぅ！」

「一体何をどう考えれば魂裸醒の仕し業わざだと思えるのか、説明してくれ。説明できれば、の話だけど」

　僕は投げやりに声をかけた。

　九里浜はますますムキになり、腕うでを振ふり回しかけた。が、ただいま食事中であることを思い出したのだろう、腕を下ろすと、落ち着いて声を絞しぼり出す。

「大きな理由は二つ。一つは、山さん東とうの──あ、山東ってのは依頼人の子だけど──話によると、電話をかけてもメールを投げてもまったく無反応らしい。いつもだったら、絶対に返事をよこすはずなのに」

「携けい帯たいの電池切れだろ」長坂はぽつりと言った。「で、二つ目の理由は？」

　問われて、九里浜は得意そうに笑った。

「江藤美砂の彼氏ってのが、今話題のＮＮＲのリーダーらしいのよぅ」

「……それは……」

　ＮＮＲの名を聞いて、夏月は眉まゆを曇くもらせた。

　魂裸醒は、常人には見えない力である。そんなものを手に入れたら、誰だって悪用することを考えるだろう。良識ある人間ならば考えるだけに留とどめるところだが、残念なことに平磐の住人は良識ある人間ばかりではない。平磐では、魂裸醒による大小様々な犯罪が横行していた。特に最近は、徒党を組んで悪事に勤いそしむグループが悩なやみの種となっている。それがＮＮＲである。

　ＮＮＲの名は、一いつ般ぱんにも知れ渡わたっている。一般的には単なる暴走族、という程度に認にん識しきされている。が、その実態はより危険度が高い。グループのコアには、ＮＮＲを率いる数名の魂裸醒がいるらしいのだ。

「可能性はありそォだな」長坂は一歩譲ゆずり、九里浜の言葉を認めた。「俺も、あいつらには個人的な恨うらみがある」

「恨みというと？」

「去年の秋、物置の軒のき先さきに吊つるしていた干ほし柿がきをあいつらにかっさらわれた」

　がくり、と九里浜はずっこけた。

「またせこい恨みね……」

「せこいもんかよ」長坂はいささか激して言った。「新聞にはあいつらがどこで暴走しただとか、誰をリンチにかけただとか、そんなことしか書かれてねェが、去年の秋頃ごろは農作物を荒あらしたりしてたんだぜ。刈かり取って田んぼで干している稲いねをあらかた蹴け倒たおされたところもあったらしいからな」

「田舎いなかの不良らしい悪行ではあるね」

　僕は短くコメントした。

　ＮＮＲの存在自体は、しばらく前からあった。あまり話題に上らなかったのは、彼らの行こう為いがさして深刻な犯罪では無かったからである。それが最近になって、彼らの行動はより凶きよう悪あくさを増している。二高でも何人か、彼らに襲おそわれ怪け我がをしたり入院した人がいるらしい、という噂うわさである。

「それはともかく」九里浜は話を続けた。「ついおとといくらいにも、妙みような事件が起きている。ＮＮＲの幹部に石島三兄弟ってのがいるんだけど、一番下の弟が大怪我して、入院したみたい。なんでも、『布袋レストハウス駐ちゆう車しや場じようでたむろっていたら、突とつ然ぜん土ど左ざ衛え門もんみたいな奴やつが現れて、仲間達を皆みな殺ごろしにした』とかわけのわからないことを言ってるんだとか」

「皆殺しだあ？　穏おだやかじゃねェ表現だな。でも、最近平磐近辺で大量殺人があったなんて話はきいてねェぜ」

「そうなのよぅ。警察は一応、布袋レストハウスに行ってみたけど、なんにも見つからなかったって。乱らん闘とう騒さわぎを起こしたような痕こん跡せきはあったけど、死体どころか人っ子一人見あたらなかったって」

「アレか」僕は口を挟はさんだ。「君は、その石島なる青年が、真実を語っていると思っているんだな」

「そりゃそうよ」九里浜は自信満々に言った。「あたしの探たん偵ていとしての勘かんが告げている。江藤美砂の失しつ踪そうと石島の入院、この一見なんの関係もなさそうな二つの事件は、魂裸醒というキーワードでつながっている、ってね」

「勘ねえ」

　九里浜の探偵の勘、というやつほど厄やつ介かいなものもない。正確な呼び方をするならば、それは「九里浜の独断と偏へん見けんによる当てずっぽう」なのである。

　僕が心の中でげっそりしているのをよそに、九里浜は探偵としての責務に燃え立っていた。

「一体何が起きているのか、調べなくちゃ。ＮＮＲを潰つぶさなきゃならないと思っていたところだから、渡りに船よ」

「たしかに、彼らを止めるのは大事な仕事ですね」

　深刻な表情で、夏月は言った。平磐で魂裸醒が悪事を行っていることが判明するたびに、夏月は心を痛めていた。戸有の人間として、責任を感じているのだ。

　九里浜は、教室の時計、自分の弁当という順番で視線を動かした。

「ちょっとおしゃべりが過ぎたみたいね。急がなきゃ」

　自分の弁当の残りが多いことに気がついて、もさもさと食べることに集中し始めた。さすがの九里浜も、ものを食いながらしゃべるという悪あく癖へきには無む縁えんと見える。

　……さて。

　九里浜の話が一段落し、ふと全員が黙だまり込む間ができた。

　ステフの話を切り出すなら今だ、と僕は口を開きかけ、──

「えーと、実はですね」

　先に夏月が発言した。不意をつかれ、僕は思わずびくりと身を震ふるわせた。

「……なんですか？」

「なにいきなりびくっとしてんのよぅ」

　不ふ審しん行動に、衆目が集まる。僕は作り笑いをしてごまかした。

「えーと、その──ちょっと、持病のシャクが」

　そう言って、突然頭痛に襲われたかのように頭を抱える。

　思いつきの言い訳では、夏月の不思議そうな表情は晴れなかった。それでも深く追つい及きゅうするまでもないと思ったのだろう、九里浜に視線を戻もどして話を続けた。

「純ちゃんに魂裸醒がらみのお願いがあるんですけど……忙いそがしいですか？」

　問われると、九里浜は両手を広げて歓かん迎げいの意を示した。

「二つや三つの掛かけ持ち、どうってことない。一体どんな話なの？」

　夏月は、戸有の尋たずね人──つまり、ステフの件を持ち出し、九里浜と長坂に伝えた。

　聞き終えると案の定、九里浜は両目をキラキラと輝かがやかせた。嬉き々きとして自分の胸を叩たたく。

「もちろん喜んで手伝うよ、夏月。人ひと捜さがしってのも立派な探偵の仕事だもの」

　九里浜は突然幽ゆう体たい離り脱だつを行い、魂裸醒を発現させた。エア・キル──一メートルの長さを誇ほこる鉄てつ扇せんである。その鉄扇で、自分の手をバシバシ叩き始める。

「それにしても、見つけ次し第だい殺害せよとは、ただごとじゃ無さそうね。その尋ね人、よっぽど危険な敵みたいね」

「そうなのかな……まあ……そうなんでしょうね……」

　夏月はあくまで微び妙みような物言いに終始した。が、九里浜は夏月の口調の機微にまったく気づいていないらしかった。

「このエア・キルで、この世に生まれてきたことを後こう悔かいしたくなるほど叩きのめしてやる。うふふふふ」

　容よう赦しやなく魂裸醒を振ふるえる相手が現れたことを、心の底から喜んでいるらしい。必要とあらば地じ獄ごくの底までも追いつめてやるというオーラを、これでもかとばかり放出していた。

　それから僕達の方を向き、

「三助、長坂、今日の放課後からさっそく調査に取りかかるかんね」

　熱意あふれる呼びかけを行った。

　……さあ困った。

　今いま更さら、「その尋ね人の片割れは僕の家にいます」とは切り出せない。剣けん舞ばい連れんより先に、まず九里浜の方がヤバいような気がしてきた。

「……あんた、なに死にかけの病人みたいなツラしてんのよぅ」

　僕の方に顔を向け、九里浜がガンを飛ばしてきた。

　ム、と僕は言葉に詰つまった。

「あのな。おめェ、今がどォゆう時期だかわかってんのか」

　代わりに長坂が言い返した。

「梅雨つゆの時季ね。いつになったら明けるんだか」

　窓の外を見ながら九里浜は言った。相変わらずしとしとと小雨が降り続いている。

「そォじゃねェ。期末テストが近づいているってのに、よくもまあそォものんびり構えてられんな」

　平磐市の公立高校は、こぞって七月上じよう旬じゆんに期末テストを行う。この時期、来きたるべきテストの気配と梅雨のじめじめした空気とのダブルパンチで、各学校はどよ～んとした重苦しい雰ふん囲い気きに包まれるのだ。地獄の季節の最さ中なかにあって、明るい顔をしていられる生徒はそうはいない。

「テスト？」

　たった今思い出した、とでも言いたげに九里浜は目をぱちくりさせた。が、すぐにもとの平然とした態度に戻り、

「そういや、そんなのもあったねえ」

　のんびりと言った。

「ひょっとして九里浜」僕は尋ねた。「君は、勉強しなくてもテストで高得点が取れる完かん璧ぺき超ちよう人じんの一員か」

　質問に九里浜は答えず、視線をあさっての方向に流した。

　どうやら、完璧超人ではないらしい。

「……少しは成績のことも考えた方がいいと思うけど」

「うっさい！」

　九里浜は鉄扇を振るい、その先を僕の鼻はな面づらに突きつけた。

「いいこと？　戸有の裏切り者が平磐のどこかに潜せん伏ぷくしているっていうのよ？　そいつはどんな災さい厄やくをもたらすかわからない──どれだけの人間が危険に晒さらされるのか、知れたもんじゃないのよ？　そして、それを未然に防ぐことができるのはあたし達だけなのよ？　平磐の平和と学校のテスト、どっちが重要かなんて自明の理じゃないのよぅ」

「まさしく自明の理」長坂は言った。「テストの方が重要だ」

「僕もテスト」僕も付け加えた。

「あんた達ねえ！　テストの点数なんて、八十年の人生の中では些さ細さいなことじゃないのよぅ。テストの点数で未来は買えないのよ!?」

「大学進学を買うことはできる」長坂が反論した。「それに、赤点取ったら夏休みに補習を受けるハメになるぜ」

「うっ」

　その言葉を聞くと、さすがの九里浜も頰ほおを張られたかのようによろけた。

「仕方ない。各自、テストに影えい響きようしない範はん囲いで人ひと捜さがししてちょうだい」

「捜すと言っても、どォすりゃいいんだ」

　長坂の質問に、九里浜は腕うでを組んだ。

「素人はこれだから困る。指を鳴らせば真実が魔法みたいに舞い下りてくるとでも思ってるの？　丹たん念ねんに聞き込みをするしかないでしょ、この場合。まずは二高中の人間に尋たずね人の写真を見せて、話を聞いて回る。妙みような噂うわさがないかも聞いてみる。そんなとこね」

「めんどくせェなあ」

　長坂がもっともな感想を述べた。

「探たん偵ていの基本は、自分の足で歩き回ることよ。いかな名探偵といえど、情報が無くては推理はできない。情報を集めるのに使うは自分の足よ。わかったなら、明日から頑がん張ばってちょうだい」

　さてさて。

　どうやら、九里浜探偵局員の助けを借りるのは、諦あきらめた方が賢けん明めいのようだ。

　ではどうする？　一人でステフを匿かくまうのは荷が重い。口が堅かたく、信しん頼らいでき、魂裸醒のことをわかっている人間は他ほかにいないものか？

　…………

　一人思いついた。

　僕は努めてさりげなく言った。

「僕、放課後に一高に行ってくるよ。一高の連中にも協力してもらおう」

　最初、九里浜は意外そうな顔をした。だが、僕が協力的なことを言ったのが嬉うれしかったのだろう、九里浜は我が意を得たりとばかり、口の両りよう端はしをニンマリとつり上げた。

「三助、自発的に言い出すだなんて、やっと探偵局員としての自覚が芽生えてきたみたいね！」

　朗ほがらかに笑いながら僕の背中をバシバシと叩たたく。

　それは全くの見当違ちがいだったが、黙だまっていることにした。藪やぶをつついて九里浜を怒いからせても仕方がない。

「だったら」夏月が言った。「私もついていきますよ」

「いや、……一人で行ってくるから。大丈夫だよ」

　僕は即そく座ざに断った。ありがたい申し出だったが、これは一人で行かなければならない。わざと夏月から視線を外し、九里浜に質問する。

「九里浜、君はどうするつもりだ？　放課後は」

「んーと」九里浜はちょっと考えてから、「ま、二高の校内から潰つぶしていこうと思うけど」

「なるほど」長坂が応じる。「で、九里浜が本当に参考人を叩き潰そうとするのを止めるのが、俺の役目だな」

「潰すってもののたとえじゃないのよぅ！」

　九里浜がエア・キルを振ふり回して長坂の顔面を狙ねらう。しかし二人の身長差は歴然、長坂はスウェーで軽く鉄てつ扇せんをかわした。

「君も二人についていってくれ。二人だけにしておいたらトラブルを起こしかねない」

　小声で僕は夏月に囁ささやき、軽く背中を叩いた。

「……そうですね。わかりました」

　少し納なつ得とくできないというような顔をしていたものの、夏月は素す直なおに頷うなずいた。




　　どこか、遠い時代に




「やあ三助クン。待ってたわよ」

　雨がしとしと降っているというのに、佐さ倉くら真ま澄すみは律りち儀ぎにも一高の正門のすぐ外で待っていた。

　平磐市の公立高校は、市の中心部からやや外れた西側に、ひとかたまりになって建っている。そのため、高校間の交流は結構多い。学生服を着ている限りは、校外の人間でもほぼ無制限に学校を出入りできる。

「元気そうで何よりだよ。怪け我がはもういいの」

「この通りよ」

　佐倉はその場でモデルのごとく一回転した。右手を天高く差し出し、その手の中に薔薇ばらを発現させる。佐倉の魂裸醒、ローズ・イン・ザ・ダークネスだ。

　つい最近まで、佐倉は怪我で入院していた。先さき頃ごろファミレスの爆ばく破は事故に巻き込まれ、療りよう養よう生活を強しいられていたのである。だが生来の悪運の強さ故ゆえか、それとも単に魂裸醒の力のおかげか、大怪我の割には入院期間は短期間ですんだらしい。

「彼女はどこにいるのかな」

「中で待ってるわ。ささ、こっちきて」

　佐倉は校門の中へ入っていった。僕を導いて校内の廊ろう下かを歩き、美術室へと連れて行く。

　美術室には、女子生徒一人きりしかいなかった。教室の入り口に背を向けて、何かの作業に勤いそしんでいる。ノートを広げ、窓の外を見ながら何かを描かいているようだった。

　彼女の集中を乱さぬよう、できるだけ足音を忍しのばせながら近づく。と、その少女は僕の接近を察して身を起こし、小さく首を捻ひねって僕を見た。

「…………何の用？」

　伊い勢せ谷や景けいは、相変わらずのぶっきらぼうな口調で言った。

　彼女とは、つい先頃の神山事件の折、文字通り矛ほこを交えた仲である。伊勢谷が一高生であると知ったのは、騒そう動どうが収まった後の話だった。

「お互たがい、制服姿で会うのははじめてね」

　ぽつりと言って、伊勢谷は含ふくみ笑いを見せた。

　僕は伊勢谷のノートをのぞき込んだ。

　普ふ通つうの大学ノートに、伊勢谷は鉛えん筆ぴつで絵を描き込んでいた。風景画だった──左右を山と森に囲まれた峡きよう谷こくの村らしき風景が、罫けい線せんの上に描き出されている。結構な腕うで前まえだ。

「どこなの、これ」

　僕が問うと、伊勢谷はじっと眼を細めて自分が描いた絵を見つめた。

「これは療養所、これは集会所」

　絵の中のオブジェクトを指して示す。しばらく黙り込んだ後、

「……実は、私にもよく分からない」

「なんだいそりゃ」

　伊勢谷は右手に持っていた鉛筆をしまい、席を立った。

「……聞いて、三み鶴つる城ぎ。私、最近、妙みよう」

「妙とは？　恋こいでもしたのか」

「……記き憶おくが混こん濁だくしているとでも言うのか……時折、変な記憶が蘇よみがえる。行ったこともないはずの光景が突とつ然ぜん頭の中に浮うかんでくる」

「これが？」

　僕は伊勢谷のノートをつついた。

「……そう。これも記憶の中の場所の一つ。行ったことがない場所のはずなのに、やたら細部に至るまで思い出してしまう。この風景の中を、いつか自分がこの足で歩いたことがあるような気がする」

「沼渡田じゃないの？」

　伊勢谷も、沼渡田隕いん石せき災害の際に平磐に移住した子供の一人だ。幼い頃ころの記憶が不意に蘇ったのではないのか、という可能性を僕は指し摘てきした。

　伊勢谷は首を振って否定した。

「いや、明らかに違ちがう。昔の私の家は住宅地にあった。ここまで田舎いなかじゃない」

　たしかに、描かれている風景を額面通りに受け取るなら、そこは電気が通っているのかどうかも怪あやしそうな村だった。明治時代のとある寒村、と言われても信じてしまいそうである。

「ふ～ん。いつ頃から、そんな調子なの？」

「……神山の件が片づいてから後の話。どう思う、三鶴城」

「さあ。夜中に無意識のうちに幽ゆう体たい離り脱だつして、魂たましいがどこかを彷徨さまよっているんじゃないの」

　僕は適当に返事した。

　さて、いつまでも無む駄だ話をしているわけにはいかない。

「実は、二人に聞きたいことがあるんだ」

　そう切り出して、僕は尋たずね人の件を二人に伝えた。それが戸有の人間からの依い頼らいであること、ステフが僕の幼おさな馴な染じみであることも含めて。

「さあ……アタシの知っている限りでは、分からないわね。そんな人、心当たり無いわ」

　佐倉が言うと、伊勢谷も短く付け加えた。

「……右に同じ」

「なら、いいんだ。……できれば、君たちもローラー作戦に参加してくれないか？　別に強制するつもりはないけど。君たちもそろそろテストだろ」

「もうすぐテストはあるけど、時間は割さけるわよ。とりあえずは校内で聞き込みしてみるわ」

「……私も。協力するのにやぶさかではない」

　伊勢谷もぽつりと言う。

「ありがとう」僕は軽く頭を下げた。「よろしく頼たのむよ。……あと、伊勢谷」

「……なにか」

「君に、個人的な話がある。ちょっといいかい」

「……帰りながらでいいのなら」

「かなり重要な話なんだ」

　僕は真しん剣けんな顔で訴うつたえた。

　と、雰ふん囲い気きを悟さとって佐倉が身を引いた。

「そんなら、アタシはおいとまさせてもらうわよ。ごゆっくり～」

　そう言いおいて、一人でさっさと美術室から出て行ってしまう。

　その佐倉を見送ってから、伊勢谷は僕に向き直った。

「……重要な話って？」

　……さて、決断の時が来た。伊勢谷に告白するのは一種の賭かけだ。失敗すれば目も当てられないことになる。だが、この賭けに勝てなければ、最終的な勝利はあり得ない。

　僕は一呼吸置いてから、静かに言葉を放った。

「さっき、ステフって女の子の話をしただろ？」

「聞いた」

「そのステフ、実は僕の部屋にいるんだ」

　はじめ、伊勢谷はその言葉を普通に聞き流した。しかし三秒ほどしてから、やっと言葉の意味を悟ったらしく、眉まゆ根ねにしわを寄せた顔を僕に向けてきた。

「……なんて言ったの」

「つい昨日の朝の話だ。玄げん関かん先さきに、ステフが倒たおれていたんだよ。朝出てみたら、幼馴染みが血まみれで倒れていたんだ、とりあえず部屋に上げるのは当たり前だろ？　彼女が戸有の人間に追われていると知ったのは、その日の夕方のことだ」

「なるほど。幼馴染みが尋ね人と知った時には、既すでに泥どろ沼ぬまに首まで浸つかっている状態だった、と」伊勢谷は納なつ得とくしたように頷うなずいた。「それは災難。でも、どうしてそんな話を、私にするの」

「僕一人で女の子を匿かくまうのには、色々と限界がある。同じ女の子の手がどうしても要いるんだ。頼む伊勢谷、手を貸してくれ」

　伊勢谷は困こん惑わくの表情を見せた。

「……女の手が要る、というのはわかる。しかし、どうして私を選ぶのかが分からない」

「知ち恵えを絞しぼって考え抜ぬいた結果、君しか頼たよれそうな相手がいないという結論にたどり着いた。なんだかんだ言っても、夏月は戸有の人間だ。井倉達に近すぎる」

「もう一人いるだろう。あの……アホが」

「アホ？」

「九里浜と言ったか」

　神山事件の際、探たん偵てい九里浜純は初対面の伊勢谷を捕つかまえていきなり殺人犯呼ばわりしたという。そんな相手に対して好印象を持てるはずもなく、伊勢谷はどうやら今でも九里浜を嫌きらっているらしい。

「守秘義務が必要な任務を九里浜に頼むのは危険だ、と判断した」

「それは道理。……で、私なのね。でも、そんな重要なことを私に打ち明けるとは、思い切ったことをする。もし、私がノーと言ったらどうするつもり」

「その時は、僕は一人で女性ものの下着……というかブラジャーを買いに行くことになる」

　伊勢谷は呆あきれたような表情を見せた。

「加えて、秘密を守るために、君も僕の部屋に監かん禁きんせざるを得ない」

　冗じよう談だんで言ってみたのだが、伊勢谷は真剣に嫌いやそうな顔をした。

「……それは困る。どうやら、承しよう諾だくするしかないみたいね」

　ノートを閉じ、伊勢谷は美術室を出る準備を始めた。

「すまない」僕は再度頭を下げた。「でも、こうでもしないと……」

「……それ以上は、いい」伊勢谷は手のひらを突つき出して僕を制した。「先の事件の折には、君達に命を救ってもらった。借りを返すいい機会だ。……それに、君が幼おさな馴な染じみを守りたいと思う気持ちは、よくわかる」

　仏ぶつ頂ちよう面づらを続けていた伊勢谷だったが、口くちの端はしをゆるめてちょっとだけ笑って見せた。そして、右手で左手を握にぎる。

　伊勢谷の左手には包帯が巻いてある。古傷を隠かくすためのものだ──かつて、幼馴染みを自分の手で殺した時の、傷を。

「……今から下着を買いに行くんでしょ。早さつ速そく行きましょうか。……ところで、その人の下着のサイズとかわかってるの」

「一応、本人に書いてもらった」

　僕は、ステフ自筆のメモを伊勢谷に手て渡わたした。

　伊勢谷はメモをもらい、紙し片へんを開きながら言った。

「……しかし、君の家にも女性はいるでしょ。下着の一つや二つくらいちょろまかしても……うっ」

　メモの中身を見た途と端たん、伊勢谷は目を大きく見開いた。

「ちょっと待って。なんなの、この冗談みたいな数字は。彼女は本当に人類の一員なの」

「立派な白色人種の一員だよ」僕は言い返した。

「……白色人種。なるほど……」

　複雑な表情で、伊勢谷はメモをポケットにしまい込んだ。

「君が私に助けを求めた理由もよくわかる。私が店員で、こんなものを探す男子高校生を見つけたら、間ま違ちがいなく警察に通報している」

「僕の立場を理解していただけたようで、うれしいよ」

　僕は大きくため息をついた。
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「……これでいいはず」

　伊勢谷は、中身が大きくふくらんだビニール袋ぶくろを僕に差し出した。

「ありがとう。本当に恩に着るよ」

　僕は何度も頭を下げながら、うやうやしくその袋を受け取った。

　一高を出た後、僕たちはＡアンドＰストアに来た。そして伊勢谷にステフ用の下着を買ってもらった。幸い、平磐市は十一年前から外国人の定住者が増えているので、大きなサイズの商品が結構店頭に用意されているのだという。買い物はスムーズに進んだ。

　ありがたい話である。下着を買う伊勢谷と一いつ緒しよにいるところを誰だれかに見られたら、どんな目に遭あうか知れたものではない。

「……これからどうするの。なんなら、君の家までついて行ってもいい」

　伊勢谷はそう申し出てきた。非常にありがたい。どうしたって女手は欲しい。夏月たちにばれないように、こっそり伊勢谷を家に連れ込む必要はあるだろうが。

「お願いするよ」

　僕たちは連れだって店を出た。アホみたいに広い駐ちゆう車しや場じようを突き抜け、裏道の方へ向かう。と、その途上、見たことのある車に出くわした。

「……ものすごいシャコタンね。それに毒々しいくらい赤い」

　伊勢谷は思わず感想を漏もらした。それは、間違いなく昨日見かけた迅の車だった。

「こんなところで出くわすとは、奇き遇ぐうですね」

　横手から声。見れば、食料が詰つまった買い物袋を手に下げた迅が、雨に濡ぬれながら立っていた。

「ひゃあ！」

　僕は思わず飛び上がった。傘かさも差さずに白い着流しを濡らしたその姿は、水死者の幽ゆう霊れい以外の何者にも見えなかった。

「そんなに驚おどろくこともないでしょう」

　迅は露ろ骨こつに傷ついたような顔をした。自分が幽霊に見えることを自覚しているらしい。

「えーと、その──すいません」

　僕は謝った。手にステフの下着を詰め込んだ袋を持っていることを思い出し、こっそり背中側に回す。

　だが、迅はその行こう為いを見み逃のがさなかった。

「なんだ？　どうしました」

「あー、いやー、──はっはっはっはっ」

　切せつ羽ぱ詰つまってしまった僕は、思わず笑い出した。

「……堂々としてなさい」伊勢谷は僕の脇わき腹ばらを思い切りつついた。「中身を見られたところでどうということはない。君が変態だと思われるだけ」

「そりゃ困るって！」

　僕は大声で言い返した。

　意外にも、迅は何かを悟さとったかのように何度も頷うなずいた。

「あーあー。だいたい分かりました。それ以上は言わないで」

　どうやら、この袋の中身はエロ本か何かと思い込んでいるらしい。不本意ながら、そういうことにしなければならないようだ。僕は笑ってごまかした。

「せっかくです。車に乗って行きますか」

　迅は顎あごで自分の車を示した。

　雨はやむ気配を見せない。傘は持っているけれども、歩いて帰るのはかなり面めん倒どうだ。とあれば、この申し出を断る理由はない。

「いいんですか？」

「全然構いませんよ。この車、カーナビもついてますし」

　僕と伊勢谷は顔を見合わせた。しかしあまり長い間戸と惑まどっているのも失礼なので、

「……じゃあ、お願いします」

　頭を下げて、後部座席に乗り込んだ。

　迅は後部のトランクを開け、買ってきた荷物を順々に詰め込んでいた。作業を終え、いざトランクの蓋ふたを閉めようとしたところで「あっ」と声を漏らす。

「忘れていました。佐土原からパイナップルを買ってこいと言われていたんだっけ」

「……パイナップル？」

　昨日会った大男のことを、僕は思い出した。あのオッサン、あんなごつい面相をしておきながらパイナップルが好物なのか？

「ああ。私と井倉は安ホテルに泊とまっているんですが、あいつは山の中にテントを張っていましてね。食料を差し入れてやらねばならない」

「なんでまたテント生活なんです。難なん儀ぎでしょうに」

「その方が性しように合うと言っていました。食料はある程度現地調達できるそうだし」

「現地調達、というと」

「平磐は自然にあふれた、いい街です。山をちょっと歩けばすぐ遭あえる──熊くまやカモシカに」

「…………食べる肉に困っていないようで、良かったですね」

「でも、残念なことにパイナップル畑はまだ見つけていないようです。……待っていてください。すぐに戻もどります」

　そう言って、バタンとトランクを閉めると、迅は店に戻って行った。

　僕と伊勢谷は車の中に取り残された。

「……印象が、ずいぶん違ちがう」

　伊勢谷がぽつりと言った。

「なんのこと」

「あいつが、戸有から送られてきた刺し客かくの一人なんでしょ。どんな恐おそろしい奴やつかと思っていたけど、案外気さくで親切」

「たしかに」僕は同意した。「言っちゃなんだけど、白い布が引っかかった枯かれ木のようにしか見えない。ちょっと気合を入れれば、僕でも殴なぐり倒たおせそうな気がする」

　少なくとも、腕うで相撲ずもうをして負ける気はしない。夏月は「剣けん舞ばい連れんは、銀ぎん剣けん持ちに匹ひつ敵てきする力の持ち主」と言っていたが、なんだか疑わしく思えてきた。

「……三鶴城。あれはなんだと思う」

　伊勢谷が窓の外、店の駐ちゆう車しや場じようへの車両入り口のあたりを指さしていた。

　閑かん散さんとした駐車場に、次から次へと車がなだれ込んできた。荒あらい運転で、アスファルトの白線を無視し適当に駐車していく。車種は様々だが、ほぼ全すべての車が改造車であることは見て取れた。

「……どれもこれも、通勤には使えそうにない」

「迷めい惑わくな奴らだなあ。ああいう連中とは関かかわり合いになりたくないや」

　ドライバー達が次から次へと降りてくる。若い連中ばっかり、十数人はいるだろうか。年ねん齢れいは僕と同じかちょい上くらい。ただし、毎日学校に通うまじめな生徒、という風ではない。彼らはそれぞれ微び妙みようにあか抜ぬけない、いかにも田舎いなかの不良です、という風ふう体ていをしていた。

「……あいつら、噂うわさのＮＮＲね」

「あれがＮＮＲか」

　こんな至近距きよ離りから直接見るのは初めてだ。そんな連中が連れ立って、ＡアンドＰストアに何の用だろう？　駐車場を占せん領りようしている時点で既すでに営業妨ぼう害がいのような気もするけれど。

　ところが、彼らはスーパー入り口には向かわなかった。僕たちの車の方に向かって、ぞろぞろと移動を開始する。駐車場は周囲を金かな網あみに囲まれており、他ほかに向かう先はない。

　つまり、彼らはこの車に向かって歩いてきている。

　僕と伊勢谷は揃そろって身体からだを沈しずめ、身を隠かくした。

　残念なことに、彼らは見み逃のがしてくれなかった。あっという間に車の周囲を取り囲むと、助手席の窓をガツガツ叩たたく。

「一体何のつもりだ。僕らがなにをしたってんだ」

　恐きよう怖ふにかられて僕は呟つぶやいた。

「…………出るしかない、と思う」

　一方、伊勢谷は冷静に言う。僕は覚かく悟ごを決めてドアを開けた。

　途と端たん、手がぐいっと伸のびてきて僕の肩かたを摑つかんだ。僕はあっさりと引っ張り出され、濡ぬれたアスファルトに両手をついた。

「なにすんだ、この──」

　反射的に怒ど鳴なったが、いきなり顔面へのキックが飛んできた。予期せぬ一いち撃げきをまともに食くらい、僕はべたんと仰あお向むけに地面に倒れた。すぐさま上半身を起こし、相手を見返す。

　その青年は、ＧパンＧジャンという格好で静かに僕をねめつけていた。体中のポケットというポケットから銀色の鎖くさりを垂らしており、右へ左へ身体を揺ゆらすたびじゃらじゃらと金属的な音が鳴り響ひびく。蹴けられた時の妙みような音はこの鎖か。

　右手には長さ約二メートルの鉄パイプを握にぎっていた。そのパイプを僕に向けて、横の青年に尋たずねる。

「石島──おまえの弟の車を盗ぬすんだのは──こいつか──？」

　石島と呼ばれた青年、ロン毛を黄色く染めて眼め鏡がねをかけた野や郎ろうは首を横に振ふった。

「違います、蒲生がもうさん。でも、この車は弟のものに違いないですよ！」

　伊勢谷が後部座席から飛び出て、僕を助け起こしてくれた。そして青年達をにらみ返す。

「…………初対面の人間をいきなり蹴倒すとは、大した挨あい拶さつね。礼れい儀ぎというものを知らないの」

「礼儀だとォ？」石島は口元をゆがめた。「人の車を盗んでおいて説教垂れるたあ、とんだライオンハート野郎だな！」

「人の車……？」

　その言葉で、僕は状じよう況きようを悟さとった。

　どういう経けい緯いがあったのかは知らないが、おそらく迅はこいつらに喧けん嘩かを売って、この赤い車を掠りやく奪だつしたのだ。だからこいつらは、車を盗んだ奴にヤキを入れようとしている。
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　…………

　……大ピンチだ！

「いや、この車を盗んだの僕じゃないよ！」

　慌あわてて釈しやく明めいする。が、彼らが信じてくれるはずもない。蒲生さんと呼ばれた青年は、ゆっくりと僕の方に歩み寄ってきた。

「──面おも白しろいジョークは──こいつをたっぷりテイスティングしてから言うんだな──」

　ぶんぶんと音を立て、蒲生は鉄パイプを左右へ振った。

「おいてめぇ！　運転席が空いてるな！　そいつはどこだ!?」

　石島が乱暴に聞いてくる。

　助けを求め、僕は店の入り口を見た。が、迅が戻もどってくる様子はない。店周辺はあまりにも静かだった。警察に通報してくれそうな親切な人はどこにも見あたらない。今まさに乱らん闘とうが始まろうとしているというのに。

　僕の横に、伊勢谷が進み出た。

「…………答える必要はない」

　伊勢谷の姿が二重にぶれる。背中から抜け出た幽ゆう体たいが、伊勢谷の手の中で棍こんの形を取る。その名はダーク・オブ・ザ・ムーン。僕の魂裸醒と酷こく似じした形状だが、その先端からは方ほう天てん戟げきの刃はが飛び出る。

「やるの？」

「……自分の身を守るため。ためらっていたらボコボコにされる」

　小さな声で、伊勢谷は僕に言いかえした。

　応じて僕も、パープル・シックルを発現させた。棍の先端を蒲生達に向ける。

　と、石島が驚おどろきの表情を見せた。

「てめぇら！　俺達と同じ力を持ってんな!?」

　叫さけぶと同時に、石島の身体も二重にぶれる。次の瞬しゆん間かんには、彼の手の中に西洋剣けんが生まれていた。

　蒲生の視線も、しっかりとパープル・シックルを捉とらえている。あの目は、魂裸醒が見えている目だ。

「──ほう──貴様も俺達と同じ──ソウルジャーというわけだな──」

「そうるじゃー？」

　聞き慣れない単語に、僕は耳を疑って聞き返した。

　蒲生はご丁てい寧ねいにも説明してくれた。

「──俺が作り出した言葉だ──このパワーを名前で呼ぶために。俺達は魂たましいで戦う戦士──故ゆえに、ソウルジャー──！」

「ださー!!」

　僕はつい大声で叫んだ。

　蒲生は気分を害して口元をゆがめた。

「──優すぐれたアーティストのセンスは、同時代人には理解されないものだ──」

　蒲生の姿が二重にぶれる。次の瞬間、五歩分くらいはあった間合いが一挙に詰つまった。音もなく迫せまり来ると、蒲生はいきなり鉄パイプで殴なぐりつけてくる。

　僕は棍で鉄パイプを受け止めた。ガキン、と金属音が響く。

　鉄パイプそのものは単なる物質、魂裸醒ではない。だが、僕を押し込む蒲生の膂りよ力りよくは尋じん常じようではなかった。強ごう引いんに僕を突つき放し、もう一発振り下ろしてくる。

「くそッ」

　直接受け止めるのはやめ、僕は身体からだを斜ななめ後ろに開いた。棍の一いつ端たんで鉄パイプを受け流し、同時に逆の端はしを突き出す。攻こう防ぼう一体の棍捌さばきは、間ま違ちがいなく蒲生の顔面を捉えるはずだった。

「──フン──」

　ところが、棍は空を切っていた。

　蒲生の進路がいきなり九十度折れ曲がり、あっさりと攻撃をかわしたのである。さながらスケートリンクを滑すべるかのような、スムーズな動きで。

「──その程度で──『ゲッタウェイ』を捉えることはできない──！」

　急停止すると、今度は急接近してきた。弧こを描えがくルートで、外へ大きくふくらみながらも、高速で僕に迫ってくる。

「魂裸醒は──足の方ってわけか！」

　蒲生の足あし下もと、靴くつの形状がローラースケートに変容していた。ジェットノズルらしいものを片足四つずつ、計八個装着したローラースケートに。各ノズルは自在に向きを変えながら、進行方向と速度を操あやつっていた。

　加速した蒲生は、駆かけ抜ぬけざまに鉄パイプを叩たたきつけてきた。

「うひゃあ」

　僕はアスファルトに身を投げ、鉄パイプの一いつ閃せんをかわす。

「地じ獄ごくに堕おちな！」

　今度は石島が剣を突き込んできた。

　その剣の剣身は、柄つかから先端に至るまで全体がうねうねと蛇だ行こうしていた。中世ヨーロッパの武器類図ず鑑かんで見かけたことがある──揺ゆらめく炎ほのおを意い匠しよう化した剣、フランベルジュというやつだ。見た目に非常に禍まが々まがしい。こんなもので刺さされたら、ぐちゃぐちゃな刺し創そうができること請うけ合いである。

「……させるかッ」

　伊勢谷が棍を突っ込み、剣をはねのけた。大きく踏ふみ込んで、石島の胸を突く。声にならない声を吐はき、石島はよろけた。

　僕は横転して切きり抜け、立ち上がった。途と中ちゆう、勢い余って身体が水たまりにはまったが、この際文句は言っていられない。構え直し、じりじりと後退しながら情勢をうかがう。

　その間、その他のＮＮＲ連中は、数の利を生かし、僕達の周囲を半円状に取り囲んでいた。これだけの数を相手にするとなると、かなり厄やつ介かいだ。

　背後は金かな網あみに囲まれている。針金を斜めに交差させているやつではなく、縦横の格こう子し状のやつだ。縦幅はばが狭せまいので、足を引っかける余よ裕ゆうがない。越こえるのは完全に無理、とまでは言わないが、ちょいと時間がかかりそうだ。その隙すきに背中からいいように攻撃されること請け合いである。

　僕たちは追いつめられていた。

「──ノーバディ・キャン・ゲッタウェイ・マイ・『ゲッタウェイ』──」

　蒲生は余裕の体ていだった。訳の分からない英語を口にしつつ、僕たちと一定の距きよ離りを保って右へ左へ滑り、襲おそいかかるチャンスをうかがっている。さながら、いかだの上の漂ひよう流りゆう者しやを狙ねらう鮫さめのように。

「叩きのめす前に──一つ、聞いておきたいことがある」

　と、突とつ然ぜん蒲生は意外なことを言い出した。

「──俺達はステファニー・マクルーアという女性を捜さがしている──知らないか──？」




　　殺す風




「……なんだって？」

　驚おどろいて、僕は目をぱちくりさせた。

「俺達は──十七歳、ブロンドの白人──そんなガールを捜している。もし知っているというのなら、見み逃のがしてやってもいい──当然、車は返してもらうが──」

　十秒ほど、僕は思考停止に陥おちいった。なんだってこいつの口からステフの名前が出てくるんだ？

「……その、マクルーアってのは何者なんだ」

　僕がステフを知っていることを悟さとられないように質問する。

「俺だって知らねえ──『ミスターＹ』に命令されているだけだからな──」

「ミスターＹ？」

　重ねて尋たずねてみる。しかし返ってきたのは、ガゴンと鉄パイプがアスファルトを叩く音だった。

「質問しているのはこっちだ──知らないというのなら──バッドラックだったな──パイプをとっくりしゃぶってくれ」

　ゆったりとした蒲生の動きが、突然加速する。ジェットノズルの噴ふん射しやで前進しながら、鉄パイプを振ふり抜いた。

　それを受けるため、僕は棍こんを振りかざした。

　しかし、鉄パイプは僕の棍と触ふれ合うはるか手前で止まっていた。

　木刀が鉄パイプを受け止めている──いや、木刀ではない。鍔つば無しの刀の鞘さやだ。

　刀の持ち主は、首を小さく捻ひねって僕を見た。

「少し待たせすぎました。申し訳ありません」

「迅さん！」

　背中には迅一文字の着流し姿。迅が僕と蒲生の間に割り込んでいた。

「どこのどいつだ！　この野や郎ろうッ」

　脇わきにいた石島が、剣けんを大上段から振り下ろす。

　ゆらり、と迅は最小限の動きで剣先を避よけると、逆に鞘をぴたりと石島の喉のど元もとに押し当てた。

「あなたごとき、斬きるまでもありません」陰いん気きな声で迅が言う。「あなたこそ、どちらの方です」

「その人、その車の持ち主の身内らしいですよ」

　僕が声を飛ばす。

「あ、そうなんですか？」

　迅は険しい表情をゆるめ、目をぱちくりさせた。

「すいません迅さん」僕は尋ねた。「その車、盗ぬすんだ車なんですか」

「ええ。実は」

　迅はあっさりと答えた。得心行ったというように剣を下ろして、石島に言う。

「あとちょっとだけ貸してくれませんか？　彼を家まで送ると約束しているんで。そのあとだったら返せますんで」

　当然、石島は怒いかりの声を上げた。

「ふざけんなてめぇ！　俺達をコケにしておいてただで済むと思うなよ！」

　再び石島は斬りかかった。また避けられないように、先ほどよりはコンパクトに剣を振ってくる。

　それでも、迅は石島の剣けん戟げきをあっさりとすり抜ぬけた。横に回り込み、目にも止まらぬ早さで鞘から剣を抜く。

「────!?」

　一いつ瞬しゆんの後には、迅の剣は鞘の中に収まっていた。

　ほんのわずかに、石島は目を見開いた。何が起きたのか、理解できずに自分の身体からだを見回す。しかし、傷どころか服に切れ目一つ無い。

　どうやらどこも斬られてないらしい、と判断するとあざけり笑いを浮うかべた。

「こけおどしのつもりかよ！　てめえ、攻こう撃げきが当たってねえじゃねえか」

「当たってない？」迅は片かた眉まゆをつり上げた。「そうでしょうか？」

　カツン、と軽く鞘の先でアスファルトを叩たたく。

　石島の上着、Ｔシャツが突とつ然ぜん爆ばく発はつしたかのように飛び散った。

　裂さける寸前の深さの斬ざん撃げきを浴びた布地が、石島のわずかな動きに触しよく発はつされ、一いつ斉せいに千切れたのだ。

　石島の裸はだかの上半身が露あらわになる。迅の剣先は石島の皮ひ膚ふにうっすらと、しかしはっきりと傷を残していた。

「何が起きた!?」

「なんだと!?」

　取り巻き連中が驚きの声を上げた。彼らの目に、迅の刀が見えるはずがない。

　対照的に迅は冷静沈ちん着ちやくだった。

「あなたごとき、斬るまでもないと言ったでしょう」

　皮膚の上の傷は、文字を描えがいていた。「迅」と読める。一瞬すれ違ちがったわずかな間に、迅は石島の胸にラクガキしたのだ。

　少しして、石島も自分の胸のラクガキに気がついた。ショックを受けたのだろう、髪かみを振り乱しながら叫さけぶ。

「ゲェーッ！　田んぼの『田』の字に切り裂かれてる!?」

「……『田』だと？」

　す、と迅は細い目を──右目だけを、大きく見開いた。

「…………？」

　不意に、風のようなものを感じた。

　いや、正確には風じゃない。迅の方から放たれる、冷たく切り裂くようなそれは、──

　──殺気!?

「クキエエェェ──ッ!!」

　次の瞬間、迅は奇き声せいを上げたかと思うと、剣を抜いて両手で握にぎり、石島の胸へ思い切り突つき立てた。

　ズブブーッ、と千枚通しでコンニャクを突くように、刀の切っ先は石島の背中へ貫かん通つうした。

　突然のことに、誰だれもが自分の目を疑った──当の石島ですら。

「『迅』だ──疾しつ風ぷう迅じん雷らいの迅！　田ではない!!」

　迅は豹ひよう変へんしていた──先ほどまでの穏おだやかな表情から一転、これが同一人物の顔か、と疑うほどに、迅の顔は歪ゆがみ、ねじれていた。怒りにまかせて刃は先さきをぐりっと捻ると、上方へ向かって一息に切り上げる。

「ぐああ──ッ!?」

　石島は絶ぜつ叫きようした。迅の剣は何本もの肋あばら骨ぼねを両断、さらには鎖さ骨こつまでもを粉ふん砕さいして、身体の外へ出た。鮮せん血けつがどばっと噴ふき上がる。

「…………!!」

　僕と伊勢谷は、声にならない悲鳴を漏もらした。

　赤い雨がびちゃびちゃとアスファルトを叩き、迅の白しろ装しよう束ぞくが血で染まっていく。しかし迅はまったく動じることなく、とどめとばかり石島を蹴け倒たおした。さらに蒲生とその取り巻き達に向かい、

「全員この場で叩っ斬きるッ！　クキエエェェ──ッ!!」

　白装束に真っ赤な血を浴びた男が、奇声を上げて、刃は物ものを狂くるったようにブン回しながら突とつ貫かんする。武士道もクソもない、大暴れだった。

　理性を失った刀は、さらに鋭するどさを増しているかのようだった。アスファルトも車のボディも、まな板の上の豆とう腐ふ同然にざくざくと刻まれていく。

　蒲生は鉄パイプで身を守りながら後退した。その鉄パイプも、迅の剣けんの切っ先がかすめるたびに削けずり取られ、短くなっていく。まるでゴボウをささがきしているようだ。

「──ジョークは──やめろ──！」

　ついに、蒲生は鉄パイプを迅に投げつけ、背を向けて逃にげ出した。ジェットを盛せい大だいに噴ふん射しや、超ちよう高速で退散していく。

　それを見て、取り巻き達も蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した。各おの々おの、自分の車に飛び乗ると、エンジンをかけて逃とう走そうしようとする。

「一人たりと逃がさんッ！」

　怒いかり狂った迅は、たとえ車相手でも容よう赦しやしなかった。鉄パイプを軽く跳はね返し、アスファルトを蹴ける。ひとっ飛びで、最も寄よりの車のボンネットに乗った。

　車が動き出し、迅を振ふり落とすべく車体を左右に振る。だが、迅は驚きよう異い的なバランス感覚でボンネットに仁に王おう立ちすると、足あし下もとに剣を突き立て、そのまま運転席方向へと切り裂いた。

　視界が突然明るくなった。迅の切り裂いた車が、大だい爆ばく発はつを起こした。その爆風を利用して迅は大きくジャンプ、別の車に飛びついた。剣を振るうと、また大爆発。

　ＮＮＲの面々の恐きよう慌こうは頂点に達した。逃走を焦あせるあまり運転を誤り、車と車が激げき突とつする。迅はそこを逃のがさず、飛びついて車を切り裂く。少し遅おくれて車は爆発、炎えん上じようして黒い煙けむりを上げる。視界を塞ふさがれて別の車がまた事故を起こす……

　一分も経たたないうちに、駐ちゆう車しや場じようは爆炎と黒こく煙えんの海に包まれた。

「前言撤てつ回かい！　気合を入れれば僕でも殴なぐり倒たおせそうな気がしたのは気のせいでしたー！」

　というか、無茶苦茶だ。戸有の人間は人の命を軽く考えるという傾けい向こうがあるようだが、いくらなんでもこりゃないだろ。

　隣となりの伊勢谷も、迅の所行に顔色を失っていた。

「……人を見かけで判断するな、っていういい教訓ね……それよりこのままじゃ、私達も煙に巻まかれてしまいそうな気が……」

　炎ほのおの中から一台の車が飛び出てきた。車両全体から炎と煙を放ちつつ、まるで僕らを狙ねらっているかのごとく突っ込んでくる。

「うひゃあ！」

　僕と伊勢谷は同方向へ身を投げた。一いつ瞬しゆん遅おくれて、車は僕達がいた場所を走り抜ぬけていく。金かな網あみに激突してやっと停とまったが、火と煙は止やみそうにない。圧あつ倒とう的な熱量が、皮ひ膚ふを焼く。

　こりゃまずい。このままでは蒸むし焼きにされかねない。

　逃げ道を求めてあたりを見回す。前方は激しく燃えさかっているので論外だ。格こう子しの金網を登らねばならないようだ。僕の身体からだがローストされる前に登り切れるかどうか……

「おーい！　こっちこっちー！」

　その時、僕たちに呼びかける声がした。

　金網の一番上部に、一人の少女が立っていた。僕たちに助けの手を差し伸のべるべく、合図を送っている。

　なんであんな所にいるんだ、と反射的に思ったが、今は理由を考えている場合ではなかった。

「伊勢谷！」

　僕は伊勢谷の手を引いて駐車場の隅すみめがけて突とつ進しんし、金網の上の少女に手を伸ばした。




　　黒衣の少女




「いやあ……死ぬかと思った……」

　息も絶え絶え、僕は呟つぶやいた。

　僕たちは金網を乗り越こえ、走りに走った。半ば恐きよう怖ふに駆かられ、逃げに逃げた。あの現場から速そつ攻こうで立ち去りたい、という思いが必要以上に逃とう走そう距きよ離りを延ばしたのだろう。かなり離はなれたコンビニ前にたどり着いた頃ころには、足がガクガクになっていた。

「……それにしても……助かった……礼を言う……」

　伊勢谷が、先導者を見上げた。

　僕たちを導いてくれた少女は、全く息を切らしていなかった。ガードレールに腰こし掛かけ、しゃがみ込んでいる僕たちを見下ろしている。

　黒い長なが袖そでシャツとショートパンツを着用した、すらりと背の高い女の子だった。長い髪かみをポニーテールにまとめ、キャスケット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶっている。ポニーテールの上から無理にキャスケット帽をかぶっているため、両目がつばでほとんど隠れてしまっていた。

「気にしないで欲しいッス」少女は言った。「困った時はお互たがい様ッスよ」

「しかし、君も変な所にいたもんだね。何やってたの」

　僕は尋たずねた。

「鍛たん錬れんッスよ。金網の上のとこを歩いて、バランス感覚を鍛きたえてたッス」

「…………」

　明らかにウソッパチだったが、まあどうでもいいことだ。彼女が僕達を救ってくれたのは厳然たる事実である。

　少女はガードレールから飛び降りると、僕の方に歩み寄ってきた。上体を大きく左右に動かし、僕の姿を角度を変えながら観察する。

「……？　僕の顔になんかついてる？」

　煙のせいで煤すすでも浴びたか、と思いつつ顔を拭ぬぐう。

「あーいや、なんでもねーッスよ。ただちょっと、気になっただけ」

　そう言って、少女は愉ゆ快かいそうに口元をゆるめた。

　明るい子だ、と僕は感じた。口調も所作も快活で、陽気さを隠そうともしない。物静かな伊勢谷とは正反対である。なんとなく、ステフと共通するような所があった。

「そういや、自己紹しよう介かいがまだだったね。僕は三鶴城大助、こっちは──」

　手で示すと、伊勢谷が言葉を引き取った。

「……私は伊勢谷景。あなたの名前は？」

「あたしッスか？」少女は少し間を置いてから答えた。「あたしは……黒くろ木き葉よう子こッス」

「どこの高校？」

　僕とほとんど同じくらいの年ねん齢れいに見えたので、何の気無しに聞いてみる。と、葉子は手を振ふった。

「あたしに学歴を聞かないで欲しいッスね。中学校中退ッスから」

「……中学校って中退できたっけ」

　伊勢谷が目を点にした。

「県によってはいけるのかも」

　僕は控ひかえめに答えた。

「年齢は、もうすぐ十七ッスよ」

「……私たちとタメ年ね」

「そうだね」僕は自分の胸に手を当てた。「僕のことは三助と呼んでくれ」

「三助？　そースか。分かったッス」

　自己紹介が済んだところで、よっこいしょと僕は立ち上がった。呼吸は落ち着いてきたが、まだ疲ひ労ろうが抜けない。身体が水分を欲ほつしている。

「ちょっと、買い物させて」

　僕は目の前のコンビニを指さした。なにを飲もうか、と思いながら、財さい布ふを取り出そうとポケットを叩たたく。

　ポケットは真っ平らだった。

　そう、よく考えてみれば、今日は財布はカバンの方に入れているんだった。カバンの方に……

「大変だ！　車ん中にカバンを忘れてきた！」

　連れん鎖さ反応的に、伊勢谷も顔を手で覆おおった。

「……私もだ。おまけに買った下着まで置いてきてしまった」

「やばい！　灰になってなきゃいいんだけど。駐ちゆう車しや場じように戻もどらなきゃ」

「忘れ物したんスか？」事情をそれとなく悟さとり、葉子は言った。「せっかくだからつきあうッスよ。急ぐッス」

　僕達三人はＡアンドＰストアに戻った。さすがに、再度金かな網あみを越えて戻るのはためらわれたので、大きく迂う回かいして大通りを行く。

　現場には既すでにパトカーが殺さつ到とうし、赤色灯の光が乱らん舞ぶしていた。テープで封ふうじられた駐車場入り口前には、一体どこからわいて出たんだという数の野次馬が、何重もの壁かべを形作っている。入るどころか、現場の様子をうかがうことすらままならない。

「えらいことになってるね。僕たちが囲まれていた時は誰だれもいなかったのに……」

　僕が言うと、伊勢谷も頷うなずく。

「……少なくとも、荷物を返して欲しいと言い出せる状態じゃないように思える」

「あそこに行ってみるのはどうッスか？」

　葉子は、道路を挟はさんだ反対側にある大型古本店を指さした。二階三階の道路に面した側がガラス張りになっている。うまくすれば、そこから駐車場を見み渡わたせそうだ。

　僕達はすぐさま古本店の階段を上り、窓に張り付いて下を見下ろした。

　この位置からだと、惨さん状じようの舞ぶ台たいが丸見えだった。十数台もの車両が、惨さん憺たんたる有様を冷たい小雨に晒さらしていた。ある車は半はん壊かいし、ある車は黒くろ焦こげになり、そしてある車はボンネットを一文字に切り裂さかれていた。

「あれが迅さんの所行か……」

　伊勢谷にだけ聞こえるよう、ぽつりと呟つぶやく。

　迅の大暴れは、ほんのわずかの間の出来事だった。突とつ然ぜんの豹ひよう変へんと、それに伴ともなう血の雨。夢みたいに現実味のない出来事だったが、僕の袖そでには赤い飛ひ沫まつが小さく、しかしはっきりとついていた。

　あんな短い間にあれだけの大だい破は壊かいを招くことができるとは、もはや笑うしかない。一方で、剣けん先さきで文字を皮ひ膚ふの上に書くという小こ技わざも冴さえている。あれが親衛隊、剣けん舞ばい連れんの力だというのか。恐おそろしい話だ──平磐市民にとってははた迷めい惑わくなことこの上ないが。

「……私達が乗ってきた車はどこ？」

　目を細め、伊勢谷はじっと車両を観察している。

　それらしい車はどこにも見あたらなかった。あの赤い車は一台だけ、隅すみの方にぽつんと置いてあったはずなのだが。暴走する改造車にぶつかられ、炎えん上じように巻き込まれてしまったのか？　原形を留とどめぬ残ざん骸がいも見受けられるだけに、可能性は否定できない。

「そもそも、迅さんはどこに行ったんだろう？　自分も煙けむりに巻まかれて死にました、なんてマヌケな話になってなきゃいいけど」

「……あの人に連れん絡らくをつける方法、知ってるの」

「僕は知らない。でも、夏月に聞いてみれば分かると思う」

「……では、八阪井家に行くしかない」

「そうだね。今から帰れば、多分夏月も家に戻っているだろう」

　僕は葉子の方に顔を向けた。

「僕達、帰るよ。今日は本当にありがとう。このお礼は後日、改めてする」

「期待しないで待ってるッスよ」

　そう答えると、葉子は僕たちに背を向けて手を振った。

「待って。できれば連絡先とか、──」

「ん～？　それは、今のところ秘密ッス」

「おい、ちょっと──」

「無明の光の導きがあるならば、また会えるッスよ。それじゃ」

　僕の言葉を振り切って、葉子は勝手にその場を去って行ってしまった。わざわざ走って追いかける気も起きず、僕は黙だまってその後ろ姿を見送った。

「無明の光？　なんだそりゃ」

「さあ。……ところで、ここから八阪井家まで歩いて何分？」

　伊勢谷が尋たずねた。僕は少し考えて、

「歩いて三十分というところかな」

　僕たちは揃そろって再度窓の外を見た。雨足は弱くはなっていたが、それでもこの空の下三十分も歩いたら、かなり濡ぬれる。到とう着ちやくする頃ころには、滝たきに打たれる修行者も同様の姿になっているだろう。

「コンビニに戻って、傘かさを手に入れようか」

　伊勢谷は怪け訝げんな顔をした。

「……万引きでもするの？　財さい布ふないのに」

「そうだった。……濡れて行くしかなさそうだね」

　僕はがっくりと肩かたを落とした。




　　種の奇き跡せき




　僕と伊勢谷は、駆かけ足で八阪井家に向かった。

　八阪井家付近に到着した頃には、既すでにあたりは暗くなり、八阪井家には明かりが灯ともっていた。案の定、夏月は帰宅済みらしい。いつも通り勝手に庭に侵しん入にゆうし、大窓から居間に上がり込む。

「ただいま～」

　あたかも八阪井家の住人であるかのように、あいさつする。

　夏月は居間のソファーに腰こし掛かけていたが、僕の声を聞いた途と端たん、突然針でつつかれたかのようにぴょこんと立ち上がった。

「大助君！　どうしたんですか」

　すっかり濡れ、肩かたで息をしている僕を見て、夏月は驚おどろいていた。だがそれもほんのわずかのこと、伊勢谷の姿を見ると、ふと表情を硬かたくした。

「……お邪じや魔まします」

　伊勢谷は小さく礼をした。

「タオルとかないかな？　雨の中走ってきたんでね」

　僕が頼たのむと、夏月はすぐに頷うなずいた。

「……わかりました。待っててくださいね」

　そう言って、家の奥に向かう。

「……ん～」夏月の姿が消えると、伊勢谷が小さく唸うなった。「私、嫌きらわれてる？」

「そんなことないとは思うけど」

　夏月と伊勢谷も、先の神山事件の折に知り合った仲である。僕の知っている限り、二人は友好的ではあるが、さして積極的に関係を結ぼうとはしていない。今もって微び妙みような壁かべみたいなものが、二人の間には存在しているようだ。

　ほどなくして夏月はバスタオルを手に戻もどってきた。まず、一枚目を僕に手て渡わたす。

　僕は、それを伊勢谷の頭に被かぶせた。伊勢谷の視界を塞ふさぎ、勝手に頭をわしゃわしゃと拭ふきにかかる。

「うあー！」伊勢谷は悲鳴を上げた。「自分の髪かみは自分で拭く！　手を離はなせ！」

「悪い悪い。ちょうど両手で摑つかみやすい所に君の頭があったんで、つい」

　笑いながら答えて、二枚目のバスタオルを持って待っている夏月の方に向き直る。

　何な故ぜだか、夏月は伊勢谷を見つめたままぼーっとしていた。

「……夏月？」

「あっ」声をかけられてふと我に返ったように言い、「ええと、あ、あの……今日はお二人で何をしていたんですか？」

「……それは、えーと、──」

　ステフを匿かくまう手伝いをしてくれと相談しに行った、などとはとても言えない。

　どう答えたものか、と迷っているうちに、夏月が次の語を紡つむいだ。

「実は、つい先ほど迅さんがここに来たんですよ」

「迅さんが来た？」僕は聞いた。「徒歩で？」

「いいえ。例の赤い車で来ましたけれど」

　僕と伊勢谷は顔を見合わせた。駐ちゆう車しや場じようを火の海にしておいて、さりげなく自分の車だけは外に出したのか。

「『ついカッとなって人を斬きってしまいました。迷めい惑わくかけてまことに申し訳ありません』と言ってました。何があったんですか？」

「…………」

　ごく簡単に、僕は経けい緯いを説明した。

「えーと、迅さんが僕達のピンチを救ってくれたのは間ま違ちがいないけれど、あんなやり方は周辺地域に猛もう烈れつに迷惑なような気がするな」

「そうですか」

　夏月は疲つかれ切ったため息を吐はき出した。

「そもそも剣けん舞ばい連れんって、実力的には銀ぎん剣けん持ちと拮きつ抗こうするだけの力を持ちながら、人格的に問題があるので疎うとまれていた人達の集まりなんです」

「納なつ得とくできる。あの人、通信簿ぼには『忍にん耐たい力りよくがない』と書かれ続けてきたに違いない」

「そんな人達を、亘理さんがかき集めて自分の配下に置いているんですよ。『こういった連中にも使い道はある』とか言って」
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「……使い道……」伊勢谷が呟つぶやいた。「ショベルカーで小豆あずきを一ひと粒つぶすくい上げるようなものだと思うけど」

「そう。おかしな話なんですよ」夏月は強く訴うつたえた。「たった一人の裏切り者を始末するのに、剣舞連を二人も派は遣けんして来るだなんて。絶対なんかあるんですよ」

　夏月の表情には影かげがさしていた。今ここに三千人さんがいれば、なんらかの考えを示してくれるのだろうが、残念なことに彼は不在である。その事実が、夏月の精神状態に微妙な影響を及ぼしているようだ。

「えーと、……丸住って言ったっけ？　その人は、剣舞連二人の力が必要なほど強い、ってわけじゃないんだよね」

　少しでも夏月の不安を和やわらげてやろう、と思って聞いてみる。

「そうですね。私がこういう事を言うのも失礼ですけど……少なくとも、そこまでする相手ではないと思います」

「まあ、まち針のタマラセで刀に対たい抗こうするのは難しいだろう」

「……そういえば、ＮＮＲの連中も、ステファニーを捜さがしている、って言っていた」

　伊勢谷が話題を振ふると、夏月は不思議そうな顔をした。

「……そうなんですか？　なんで彼らがステファニーさんを捜す必要があるんです」

「さあ」僕は投げやりに言った。「連中は、『ミスターＹに命令されている』とか言っていたけれど」

「ミスターＹ……変な呼び名ですね」

「彼らの言語センスのたまものなんだろう」

　蒲生とかいう奴やつの、変に英語が入り交じった妙みような口調を思い出しながら、僕は言った。

「……そういえば」夏月は早口に言った。「迅さんから預かってますよ、二人のカバン。アレです」

　よく見れば、居間の隅すみの方に僕と伊勢谷のカバンが重なっていた。ついでに、購こう入にゆう物を収めた買い物袋ぶくろも。僕と伊勢谷はそちらへ移動し、自分の荷物を取り上げた。

　袋の口に貼はられたテープに、剝はがされた跡あとはなかった。誰だれにも中身は見られていないようだ。僕はそっと胸をなで下ろした。

「あと、お二人の傘かさは玄げん関かんの方に立ててますから」

「ありがとう。……それじゃ、今日のところはもう帰るよ」

「え？」夏月は意表をつかれたような声を出した。「大助君、今日の訓練は……」

「この雨じゃ、中止だろ。明日にしよう……さっさと着き替がえたいしね」

　僕は伊勢谷の背中を押し、そそくさと玄関へ出た。靴くつは居間の大窓前に置きっぱなしなので、とりあえずサンダルを履はいて立ち上がり、傘をとって、庭に回り込む。

　僕と伊勢谷がサンダルと靴を取とり替かえている間、夏月は窓まど際ぎわに膝ひざをつき、間近から僕の顔を見上げていた。

　不安そうな光をたたえる夏月の瞳ひとみに、僕はドキリとした。

　そうだ──

　今ここで、ステフのことを夏月に打ち明けるべきだろうか？　九里浜がいない今ならば、なんの問題もないはずだが──

「……三鶴城。どうした」

　と、伊勢谷が声をかけてきた。僕の意識は急に現実に引き戻もどされた。

「あー、いや……行こうか。夏月、世話になったね。また明日」

　夏月に打ち明けるのは、夏月が間違いなく僕の味方になってくれると確信ができた時である。決して夏月を信用していないわけじゃない──だが、ステフの命がかかっている以上、その時の思いつきやふとした感情でばらすわけにはいかないのだ。

「はい、また明日」

　夏月は手を振り返したが、その勢いはあまりにも弱々しかった。その様子はなんとなく、捨てられて飢うえた子犬を思い起こさせた。




　花谷家は真っ暗だった。叔お父じさん叔お母ばさんはまだ帰ってきていないらしい。加えて、僕が帰ってくるまで決して電気をつけないように、という言いつけを、ステフは守っているようだ。急いで僕は階段を駆かけ上り、部屋の扉とびらをガラリと開けた。

　部屋の中央で、毛布がもぞもぞと蠢うごめいていた。

「……ステフ、何してるの」

　突とつ然ぜん毛布が跳はね上がり、その下から懐かい中ちゆう電灯を片手に持ったステフが現れた。

「この漫まん画が、面おも白しろいね！」

　もう一方の手には、部屋の本ほん棚だなに置いていた分厚い漫画本を持っていた。どうやら、懐中電灯で漫画を読んでいたらしい。明かりが外に漏もれないよう、頭から毛布を被かぶって。

「遅おそくなってごめんよ、ステフ」

　謝りながら、部屋の電気をつける。蛍けい光こう灯とうの光に照らされたステフの髪かみは、すっかり黒く染め上げられていた。

「……ブロンドって聞いてたけれど……」

　そう言った伊勢谷の視線は、ステフの頭から顔を経て、胸に注がれた。

　伊勢谷の表情は、みるみる暗くなっていった。さながら、生気あふれる花が枯かれる様を高速度カメラで撮さつ影えいしたかのように。ぐらりとよろけ、片かた膝ひざをつく。

「……これが……人類の種の奇き跡せきってやつなの……？」

「三助、その人誰？」

「伊勢谷景。ステフの蟄ちつ居きよ生活を明るく楽しいものにする愉ゆ快かいな仲間の一人だ」

「……よろしく」

　静かに伊勢谷が手を差し出す。ステフはその手を握にぎりかえし、屈くつ託たく無く笑った。

「ボクはステファニー・マクルーア。ステフって呼んで。君のこと、景って呼んでいい？」

「……全然構わない」

　友好の証あかしに、伊勢谷は握った手を上下に振った。ステフの胸に目をやったまま。伊勢谷は、手を振ることでステフの胸がいかように揺ゆれるか、じっと観察していた。

　僕は肘ひじで伊勢谷を軽くつついた。

「君も案外、いやらしいことをする」

「……なっ……いいでしょ別に！」

　伊勢谷にしては珍めずらしく、顔をほのかに赤らめて反論した。

　一人、事情を分かっていないステフは、朗ほがらかに笑った。

「よろしくね、景！　変な格好で出会っちゃったけど、これも無明の光の導きってやつだよ」

　妙な言い回しに、僕と伊勢谷は同時に眉まゆをつり上げた。

「……無明の光？　そういう言い方、最近流行はやってるの」

「どういうこと？」

　ステフが無む邪じや気きな顔で聞き返す。

「今日、偶ぐう然ぜん出会った女の子がそう言っていた。漫画かなんかに元ネタでもあるの」

　僕が尋たずねると、ステフは首を傾かしげた。

「さあ、別に。ボクも深い考えがあって言ったわけじゃないけど……ところで三助、下着買ってきてくれた？」

　言われて反応したのは伊勢谷だった。僕の手から買い物袋ぶくろをひったくり、

「……私に任せてもらう。君は夕食でも食べて待っていて」

　妙みようにやる気満々な口調で言った。

　今の伊勢谷をステフと二人きりにしていいものだろうか、とも思ったが、僕は黙だまって部屋から出た。

　まあ少なくとも、二人が友好的雰ふん囲い気きなのはいいことだ。一日中部屋にこもらざるを得ないステフにとって、いい気分転てん換かんになるだろう。小さな満足感を得ながら、僕は階下に降りていった。
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　　下げ駄た箱ばこに耳あり




　花谷家の夫婦は共働きをしている。故ゆえに日中、花谷家は留守になる。

　留守の折に丸住氏に来られたら、対応のしようがない。というわけでステフを匿ってからのここ数日、僕は授業が終わり次し第だいすっ飛んで花谷家に帰るようにしていた。九里浜たちには「単独捜そう査さを行っている」と言い置いて。

　しかし残念なことに、丸住は姿を現す気配すら見せなかった。電話帳を引けば、花谷という姓せいの家は平磐市内にただ一つしかない、ということが分かるはずなのだが。電話ボックスさえみつかれば、三分とかからないだろう。

　この日も僕はテスト終了後、帰りのホームルームが終わり次第、夏か月づきに軽く挨あい拶さつだけして、教室から飛び出した。一いつ旦たんトイレに寄ってから、昇しよう降こう口ぐちに向かう。

　下駄箱に普ふ通つうに向かおうとして、ふと聞き覚えのある声が耳に届いた。僕は立ち止まり、慎しん重ちように下駄箱のあたりをのぞき込んだ。

「ま、普通に考えれば、ここで待ってりゃ会えるはずだがな」

「まったく、今日こそアホ三助を捕つかまえなくちゃ」

　僕の下駄箱前で、長坂と九里浜が待ち伏ぶせをしていた。

　どういうつもりだあの二人？　明らかに僕を捕まえたがっている風だが、──

　校舎の奥から、今度は夏月が姿を現した。見つかったらまずい、と僕は別人の下駄箱前、ちょうど僕の下駄箱の裏側に身を滑すべらせた。

　夏月の足音は、まっすぐに九里浜と長坂のもとへと寄っていった。

「あ、夏月」九里浜の声。「三助は？」

「え？」と夏月。「大助君、さっさと教室を出て行っちゃいましたけど……こっち、来てません？」

「来てねェな」長坂の声。「おかしいな。俺達、帰りのホームルームをサボって、ここで待ち伏せしてるんだが」

　なんでそこまでして僕を捕まえようとするんだ二人とも。疑問をぶつけたいところだったが、今の僕には黙って聞いていることしかできない。

「まったく」九里浜が苛いら立だちを隠かくさずに言った。「アホ三助は一体どこをほっつき歩いてんのよぅ！　あたしにろくすっぽ報告もよこさないで。あいつ、テスト期間に入ってから毎日さっさと帰ってるじゃないのよぅ」

「奴やつの様子は明らかにおかしいな。速そつ攻こうで家に戻もどってせかせか勉強するタマでもねェだろォし」

「まったくね。今いま更さら必死になって勉強したところで、もともと悪い成績が良くなるはずもないのにね」

　アホかボケェ、と九里浜に突つっ込みたくなったが、すんでの所で黙り込んだ。

「アホ三助と来たら、なに考えてるんだか。捜査のイロハも分かってないくせに単独捜査だなんて、意味ないじゃないのよぅ。そんな奴が書いた報告書だなんて、子供銀行券なみに意味がない。鼻をかむくらいしか役に立たないんだから」

　なんだか、この下駄箱の棚たなを向こう側に倒たおしたくなってきた。……これは僕のツッコミを誘ゆう導どうする高等戦術か？

「とにかく、あいつの最近の秘密主義はどうかしてるって。最近は夏月ともあんまり口きかないんでしょ？」

　言い返されて、夏月は返答に詰つまった。

「そうですね……そうなんですよ。十日くらい前から、ウチの庭で特訓をしてたんですけど、ここんとこなんだかんだでお流れになってるんです」

「そのくせ、捜査状じよう況きようにはかなり興味があるらしいな」長坂が言葉を挟はさむ。「今日の昼休み、どこに行ってたとか誰だれからどんな話を聞かされたとか、根ね掘ほり葉掘り聞かれたぜ」

「そうなの？　あたしには会いに来ないくせに……。あいつ自身の捜査についてはなんか言ってた？」

「特には何も。なんら進展がないとさ」

「ふ～ん」九里浜は少し考え込んでから、「ねえ夏月、特訓を取りやめるようになったのって、いつ頃ごろから？」

「いつ頃？」夏月も少し考え込んで、「えーと、戸有の人達が来た日からでしたから、二日前か三日前か、──」

「正確な期日は必要ない」九里浜は言った。「重要なのは、村の人達が来た日と特訓をやめた日が一いつ致ちしている、という点にあると思う」

「それは、どォいうことだ」長坂が言った。

「あいつは、あたしたちの行動を事細かに聞いて、自身の行動は決して明らかにしようとしない。あたしたちの動向を誰かに流している……そうは思えない？」

　うああ、と声を上げるところだった。

　僕はステフを守るために、九里浜達の動向を押さえている。九里浜の見込みは真実とは言えないが、いい線いっている。きっと独断と偏へん見けんであんな事を言っているに違ちがいないが、それで真実を見み抜ぬくことがあるから厄やつ介かいだ。

「三助がスパイでもしてるってか？　考えすぎじゃねェの」

　長坂が疑わしげに言った。僕の思いを代弁するかのごとく、である。頑がん張ばれ長坂。

「そもそも、情報を流す相手ってェのは、誰なんだ」

「状況から考えるに、丸住って奴以外にはあり得ない」

「大助君と丸住さんが連れん絡らくを取り合っているってのもあり得ないと思いますけど」

　夏月が指し摘てきした。

「それじゃあ」と九里浜。「謎なぞの人物、ミスターＹとか」

「『ミスターＹ』？　なんのこった」

　困こん惑わくしたような長坂の声。

「言ってなかったっけ？　実は、ＮＮＲの連中もステファニー・マクルーアを捜さがしているらしいのよぅ。背後にミスターＹとかいう謎の人物がいて、そいつが命令しているらしいんだけど」

「ふ～ん。しかし、仮名だったらもォ少しまともな名前を付けろよな」

　九里浜はすぐさま言い返した。

「仕方ないじゃないのよぅ！　ＮＮＲの連中が『ミスターＹ』って呼んでるんだから！」

「さよか」と長坂。「つまり、そいつの苗みよう字じはヤ行で始まるってことか。例えば、八阪井とか」

「あんたねえ！　八阪井のオジサマを疑うつもり!?」
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　三み千ち人とさんに憧れているらしい九里浜は息巻いた。

「夏月もなんか言い返してやんなさいよぅ……って、夏月？」

　九里浜の口調が、妙みように弱々しくなる。

「えっ？　ええと」夏月は突とつ然ぜんハッと気がついたように声を上げた。「ミスターＹ、ですか。それ、大助君も言ってました」

「へ？　アホ三助も調べることは調べてるの？」

「その……景ちゃんと一いつ緒しよに、ＮＮＲと接せつ触しよくしているみたいです」

「景？　伊勢谷と？　初耳ね。なんであたしたちを避さけて、伊勢谷と組むわけ？」

　夏月は何も言い返さなかった。おそらく、僕が何な故ぜ伊勢谷と一緒に行動しているのか、はかりかねているためだろう。

「アホ三助の奴やつ、捕つかまえてとっちめてやる」九里浜は決意を力強く表明した。「夏月をほったらかしにしておいて、何してんのよぅ。三千人さんがいない今の八阪井家を温めるのはあいつの仕事だってのに。今からあいつの家に殴なぐり込んでみる？」

　九里浜の奴、極きわめてまずいことを言い出した。花谷家を来らい襲しゆうすることだけはなんとしても止めなければならない──が、今の僕は一言たりとしゃべれない。

「別に」長坂が言った。「ここでとっ捕まえりゃいいじゃねェか」

「いつまで経たっても来ないから、そう言ってんじゃないのよぅ」

「相変わらず気が短ェな。……しかし、本当になかなか来ねェな。何やってんだ？」

「昇しよう降こう口ぐちにやってこないってことは……もしかして、あいつの用事は校内にあるってこと？」

「その可能性はありそォだな。捜してみるか？　今なら確実に校内にいるはずだが」

「そうね。あんまり時間もないし、ここでアホみたいに待っているわけにも行かないし」

「そうしましょうか」

　最後に夏月が承しよう諾だくした。三つの足音と気配が校内の方に戻もどっていく。

　少し間を置いてから、僕は下げ駄た箱ばこの脇わきから小さく顔を出した。九里浜を先頭に、長坂、夏月がこちらに背を向けて歩み去っていく。

「手分けして探してみましょ」

　九里浜の言葉を合図に、三人は別々の方向へ歩き出した。

　ゆっくり五つ数えてから、僕は素す早ばやく自分の下駄箱に回り込み、靴くつを交こう換かんして、校門めがけて全力でダッシュした。一気に学校の敷しき地ち外に出て、学校をめぐる塀へいの陰かげに身を隠かくし、そこで立ち止まって息を整える。

　……危ないところだった。無事切り抜けることができたが、しかし危険はまだ終わっていない。僕が校舎内にいないことに気がついた九里浜は、おそらく花谷家に殴り込むという宣言を実行することだろう。

　僕にできることと抵てい抗こう方法といえば、せいぜい居留守くらいだ。が、九里浜がその程度で納なつ得とくして引き下がってくれるかどうか。場合によっては、部屋に上げる必要が出てくるかもしれない。

　むしろ、疑いを晴らすために、九里浜を部屋に上げた方がいいんだろうか？　手品師が客に向かって両手を見せて、「種も仕し掛かけもないですよ」と宣言するように。

　なんにせよ、どうにかしてステフを九里浜の目から隠さねばならない。僕は早足で家に駆かけ戻った。




　　せばまる縄なわ




　日がまだ西の空高くにあるうちに、僕は自宅そばまでたどり着いた。

　これだけ早い時間に自宅に戻ってくるのは滅めつ多たにないよなあ、などと考えながら歩を進める。

　とその時、背後から何者かに肩かたを叩たたかれた。

　振ふり向くと、そこにいたのは井倉泰邦だった。

「うひゃぁぁッ!?」

　思わず僕は飛び上がった。

　過か剰じよう反応に、井倉もまた驚おどろいていた。

「……なんですか。失礼ですねえ」

　一いつ瞬しゆん自失した後、僕は脳をフル回転させた。なんだってこんな場所にこいつがいるんだ？　時間的に、夏月に会いに来たとは思えない。となれば思い当たることはただ一つ──

　窓を見るな！

　僕は自分に言い聞かせた。ステフがいるであろう部屋の窓を見上げてはならない、と僕は井倉に視線を固定させた。

「あーと、いえ、……ちょっと考えごとをしてましたんで。どうも、失礼しました」

「そうですか。あんな大声を上げられたら、こっちがビックリするじゃないですか」

　井倉は、疑わしげな視線で僕を見返していた。もっとも、この人物は常に万ばん物ぶつを怪あやしんでかかっている目をしているらしいので、本当に僕を疑っているのかどうかは定かではない。

　ここは、直接尋たずねてみるべき……か？

「あの……なんでまたこんなところにいるんですか？　夏月はまだ学校にいると思いますけど」

「いいえ、今日は八阪井さんに会いに来たのではありません」井倉は眼め鏡がねを押し上げた。「調査です」

「調査、とは」

「いえね。この辺で金きん髪ぱつの少女を見かけた、という情報を耳にしましたので」

「ほほう」

　内心の動どう揺ようが表に出ないよう気をつけながら、僕は相あい槌づちを打った。こいつ、僕を試ためしているのか？

「この辺で見たとは、いつ頃ごろの話ですか」

「あまりはっきりしないんですけどね。ただ、新聞配達の最中に見かけたということですから、おそらく早朝でしょう。汚よごれたシャツを着てふらふら歩いていたので、気味が悪くて声をかけなかったという話ですが」

　それはおそらく、ステフがうちの玄げん関かん前で倒たおれ込む寸前の話だろう。極めてまずいぞ──井倉は限りなく真実に接近している。

「……改めて聞きますが、君、まさか幼おさな馴な染じみだからという理由でステファニー・マクルーアを匿かくまってませんよね？」

　危うく飛び上がるところだった。

　が、僕はすぐに気がついた──こうも単刀直入に聞いてくるということは、あまりまじめに僕のことを疑ってはいないということだ。本気で怪しんでいるのなら、もう少し工く夫ふうを凝こらした尋ね方をするはずだ。

「ハッハッハッ、そんな馬ば鹿かな」僕は朗ほがらかに笑った。「なんなら、ウチを見ていきます？　今なら誰だれもいませんけど」

「冗じよう談だんですよ」井倉は手を振った。「上がり込むだなんて、そんな失礼な真ま似ねはできません」

　僕は心の中でガッツポーズをとった。喜びが表に出ないよう注意しながら。

「ま、この辺で見かけたといっても、数日前の話ですからね。今もこの辺に潜ひそんでいるとは考えにくい。やれやれ、どうも無む駄だ足あしだったかもしれませんね。……それでは、失礼」

　挨あい拶さつ代わりに軽く手を挙げ、井倉は去って行った。

　井倉の姿が完全に消えるのを確かく認にんしてから、僕はそっと胸をなで下ろした。自宅に飛び込み、鍵かぎをかける。

　部屋に戻もどると、ステフは奇き妙みような体勢で眠ねむりこけていた。すぐそばに黒く分厚い漫まん画が本ぼんがあるのを見ると、読んでいる最中に睡すい魔まに襲おそわれたらしい。それでも僕の気配を察し、すぐに身を起こした。

「あ……お帰り、三助。ふあ～」

　あくびと伸のびを同時に行う。

「退たい屈くつしてた？」

「ん～、別にそんなことはないけど……」

　す、とステフの顔に陰かげがさす。

　わずかずつながら、日に日にステフの表情は暗くなりつつあった。それもそうだろう──ステフが僕の部屋に転がり込んで以来、丸住からのコンタクトがまったくないのだ。僕に迷めい惑わくをかけ続けているという思い、そして丸住の安否への不安、そんなものが折り重なって、ステフの笑え顔がおを重苦しいものにしている。

　このままずるずるといくのは誰のためにもならない。それは間ま違ちがいない。さながら、首に巻かれた縄なわが徐じよ々じよにせばまっていくのを座して待つようなものだ。

　だが、この事態を打開するにはどうしたらいいのか？　少なくとも、ここでただ待っているだけでは、なんら解決には寄き与よしないだろう。

　僕は真しん剣けんな顔を作って、ステフの前に座った。

「なあ、ステフ。──その丸住という人物は、まだ生きているんだろうか」

「え、そりゃ──」

　ステフは笑ってごまかそうとしたが、僕の深刻な顔つきに気づいて黙だまり込んだ。

「あれからもう三日経たっている。でも、丸住は姿を現さない。なぜなんだ？　電話帳で調べれば、花谷家にたどり着くのは簡単なのに。……そういやステフ、昼間に電話がかかってくることってあったかい」

「何度かは。でも、ボクは出られないもの」

「それじゃ、……」

　スルーした電話のうちに丸住からの連れん絡らくがあったんじゃないか、と一瞬思ったが、直後に僕はその考えを捨てた。日中に繫つながらなければ、夜に電話をかける──その程度の知ち恵えが回らないはずもないだろう。

「はっきり言って、状じよう況きようは極きわめて危あやうい」僕は諭さとすように言った。「誰も彼もが君を捜さがしているような状態だ。実はついさっきも、すぐ下で井倉に出くわしたし」

　一挙にステフの表情が強こわばった。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。あいつはステフがここにいることをわかってない。でも、数日前の早朝に、君がこの辺を歩いていたという事実を押さえているようだ。ばれるのは時間の問題かもしれない」

「……そうなんだ」ステフは沈ちん鬱うつな表情で言った。「やっぱりボク、ここから出て行った方がいいのかな」

「そんなことはない」僕はすぐさま言い返した。「僕は、君を匿い通すって決めたんだ。色々と障害はあるけれども、一度立てた誓ちかいを破るわけにはいかない。君の無事が確保されるまでつきあうよ」

　力強い言葉で請うけ負ったつもりだったが、ステフの顔は晴れなかった。

「ただ、最悪の状況を考える必要はあるだろう。丸住がもう死んでいるとしたら……どうしたらいいんだ？」

　ステフは顔をうつむかせた。その目は、そんなことなど考えたくないと物語っていた。だが、現実から目をそらすことの愚ぐを、ステフは知っていた。しばらくして、言葉を静かに吐はき出した。

「……丸住さんは、『反乱派に保護を求める』って言っていた。平磐で、反乱派の人と接せつ触しよくするつもりだったみたいだ。その人を見つけられれば……と思うんだけど」

「それが誰だれなのか、ステフは知らないのか」

　ステフは静かに頷うなずいた。

　それは一筋の光明に思えた──同時に、雲をつかむような話でもあるが。たしかに、丸住が反乱派を頼たよって平磐にやってきたというのなら、出で迎むかえの人間も平磐に来ているはずだ。その出迎え人だって、姿を消した丸住を捜しているはずである。

「出迎え人を見つけるしかないらしいな」僕は呟つぶやいた。「どこから捜し出せばいいのか、全く見当もつかないけど……」

　その時、相あい槌づちを打つかのようにステフのおなかがぐ～と鳴った。

「ごめん」ステフは照れた。「お昼食べてないんだ」

「へ？　食料切れてたっけ」

　問うと、ステフは無言で頷いた。

「そういうことは早いとこ言ってくれよ。今すぐなんか買ってくる」僕は立ち上がった。「近所のコンビニに行ってくるけど、なにか注文あるかい」

「……ホワイトチョコ、食べたい」

　ステフはぽつりと言った。




　　パイナップルはお好き？




「……ステフ、相変わらずホワイトチョコが好きなんだな」

　コンビニに向かう途と中ちゆう、僕はひとりごちた。

　なんだかうれしかった。万ばん物ぶつが流る転てんし、あっという間に過去に流れ去っていく世せ知ち辛がらいこの現代にあって、変わらないものがあるのはとても喜ばしいことである。

　それは十一年前、僕とステフがはじめて出会った時に遡さかのぼる。出会いの場所は、花谷家の玄げん関かんのすぐ外だったはずだ。

　この広い世の中には髪かみの毛の色、瞳ひとみの色が黒じゃない人間がいるという知識は持っていたが、実際に会うのははじめてだった。しかも二人である。一人はこれまで見たこともないような大男で、もう一人は小さな女の子だった。

　大男、マクルーア教授は僕の姿を認めると、身体からだをかがめて視線の高さを合わせた。

「君、ここの家の子供デスカ？」

　英語なまりではあったが、当時六歳児の僕にも十分に聞き取れる日本語だった。

　僕は頭を縦に振ふった。正確には花谷家の子供ではないのだが、当時の僕には、家庭環かん境きようをわかりやすく説明するだけの能力はなかった。

「そうデスカ。私は、隣となりの家に引っ越こしてきたベンジャミン・マクルーアと言いマス。君の名前ハ？」

「僕の名前は、三み鶴つる城ぎ大助」

　それくらいしか答えられなかった。が、マクルーア教授は満足したように眼を細め、それからステフの肩かたを叩たたき、耳元で何事か呟いた。

　すると、ステフはたどたどしい日本語でこう言った。

「ボクの名前……ステフ。ステファニー」

　女の子なのに「ボク」という一いち人にん称しようを使ったことに、僕は驚おどろいた。だがすぐに理解した──僕自身が自分のことを「僕」と呼んだから、彼女も真ま似ねしたのだということを。

　そう気づくと、なんだかうれしくなってきた。自分とははるかに見た目の異なる人間でも、中身はそれほど変わらない、と気づいたのである。

　その時、ちょうど僕は白い板チョコをかじっていた。うれしくなった僕は、ステフにそのチョコを差し出した。

「はいこれ。えーと、プレゼント」

　どうして食いかけのチョコを与あたえるという行動に出たのか、今思い起こしても謎なぞである。とにかく僕はステフにチョコレートをあげようとした。なけなしの知識をふるって、英語を使いながら。

　ステフは言葉の意味が分かっていないようだったが、僕がチョコレートを与えようとしていることは理解した。小さな手を伸のばしてチョコレートを受け取ると、その場で一口かじり、顔をほころばせた。そして英語で何事かを言った。僕は今もって英語のヒアリングなど不可能だが、それでもステフが「おいしいよ」とかいう意味の言葉を口にしていることはわかった。だから、僕はステフに笑い返した。

　あれ以来、ちょくちょく僕とステフはお互たがいにホワイトチョコを与え合った。ステフがバレンタインデーという日本の伝統行事を知って以降、僕は毎年最低一個のバレンタインチョコを確保できるようになった。二年前、マクルーア教授が陸南大学に教職を得、ステフが陸南の高校に合格するまでは。

　そんなこと、すっかり忘れてしまっていた。ついさっき、ステフがホワイトチョコと口にするまで。懐なつかしさに駆かり立てられ、僕はコンビニの棚たなからホワイトの板チョコを二枚手に取った。もう一枚は、自分で食べる用である。他ほかにおにぎりやパン、コンビニ弁当にペットボトルを買い込み、店を出る。

　その時、携けい帯たい電話が鳴った。

　画面には「佐倉」という名が躍おどっていた。

「ありゃ、珍めずらしい」

　僕は通話ボタンを押した。すると、

「助けてェェ──ッ！」

　いきなり悲鳴が飛び込んできた。僕が目を白黒させているうちに、

「図書館裏！　今すぐ来てェェ──！」

　ぷつり、と通話が切れた。

　突とつ然ぜんのことに、僕はしばし携帯電話を見つめたまま呆ぼう然ぜんとした。佐倉の奴やつ、突然何事だ？

　ともかく、急いで佐倉のもとに行かなければいけないようだ。平磐市立図書館だったら、かなり近所だ。僕は即そく座ざに駆け出した。

　五分ほど走って、市立図書館前にたどり着く。裏手の狭せまい路地に入り込むと、ごっちゃになった何人かの人ひと影かげが見えた。

　複数の少年が、一人の少年──佐倉だ──を一方的に痛めつけていた。佐倉は地面に身を丸め、次々と降ってくるパンチキック、あるいは木刀や鉄パイプの攻こう撃げきから必死に身を守っている。

　佐倉の魂裸醒は薔薇ばらの形状を取る。戦せん闘とう能力は皆かい無むだ。それでも魂裸醒の基き礎そ的な体質を持ち合わせている以上、かなり頑がん丈じようであるはずなのだが、一方的にやられ放題だった。

　攻撃を加えているのは、同じ年代の少年達だった。髪を思い思いの色に染め上げ、服をだらしなく着ている。猫ねこが鼠ねずみをいたぶるようにちまちまと佐倉を蹴けり、殴なぐっていた。

　おそらく、ＮＮＲだ。

「佐倉！　今行く！」

　佐倉を救うべく、僕はパープル・シックルを発現させた。

　が、一歩踏ふみ出すより早く、強い力で肩を摑つかまれた。

「おおーっと。ちょい待ちな」

　この声には聞き覚えが、と思いつつ見上げれば、そこには佐土原がいた。

「うわあ！　どうしたんですか一体」

　つい僕は大声を張り上げた。

　佐土原は、今回はパイナップルを手に持ち、丸かじりしていた。明らかに食べられなさそうな、固い皮をものともせずに。両手はパイナップルの果か汁じゆうで濡ぬれていた。ふと気づいて自分の肩を見ると、叩かれたところがパイナップル汁じるで濡れていた。

　僕達に気づいて、少年達が手を止めてこっちを向いた。

「なんだてめえら！　こいつみたいになりたくねえならとっとと失うせなっ！」

　佐土原という巨人の姿に一瞬驚きを見せたものの、特に悪びれる風もなく、怒ど鳴なってくる。

「た、助けて、三助クン……！」

　佐倉も必死に震ふるえる手を伸ばしてくる。

「そろそろ、まじめに人ひと捜さがしをしようと思ってよお。ほれ、例の娘っ子な」

　しかし佐土原はどっちの声も無視して、僕の質問に答えた。

「平磐ってのはあんまり遊ぶところがねえんだな。もうちょい楽しい所だったら、わざと任務を遅おくらせて長居しようかとも思っていたんだが、一日で飽あきちまった」

「……食生活には困っていないと聞いてましたが」

「おお。山んなかには熊くまやカモシカがいるし、最近近所に養よう鶏けい場じようがあることに気がついてなあ。ニワトリ食い放題だぜ。とさかがコリコリしてうめえんだよお～」

「…………」

「だがな、食うもんに困らなくっても、暇ひまで暇でしかたがねえ。人はパンのみにて生くるにあらず、ってな」

「おい！　何シカトしてんだよ！」

　無視されたことに頭に来たのか、少年の一人がずかずか近づいてくると、果敢にも佐土原の襟えり首くびを摑もうと腕うでを伸ばしてきた。けれども、手が届く寸前佐土原の腕が素す早ばやく伸び、逆に少年の手首を捕つかまえた。

「俺ッ様はこっちと話してんだよ。勝手に割り込んでくるんじゃねえぜ」

　歯を剝むき出しにして笑いながら、佐土原は摑んだ腕をぐいっと持ち上げる。そして握にぎる手に力をこめ始めた。

「いだだっ！　なにすんだこのっ」

　苦痛に悲鳴を上げ、少年はじたばた暴れ始めた。逃のがれようとして、空いている手と足で佐土原を殴り、蹴る。しかし片腕を引っ張り上げられているという体勢のため、ろくなダメージを与あたえられない。

「なんだかよお」少年をつるし上げたまま、佐土原は僕に言った。「ＮＮＲとかぬかしてる連中が、あの女を捜してるそうじゃあねえか。村とは無関係な奴らが人捜しだなんて、おかしな話じゃねえか。気になるんで、ちょっとその理由を知りてえわけよ」

　それから顔の向きを戻もどし、少年に問いかける。

「おめえ、ＮＮＲって知ってるか？」

「誰だれに聞いてんだよ！　俺たちはＮＮＲのメンバーだぜ！」

　少年はそう叫さけんで佐土原をにらみ返した。だがそんな視線、屁へでもない様子で佐土原はニヤリとした。

「そいつは好都合だ。おめえら、ステファニー・マクルーアって女を捜してんだろ？　なんで捜してんだか、理由を知りてえんだがよ」

「誰がてめえなんかに教えるか！　いいから手を離はなせっ」

　佐土原はチッと舌打ちし、摑んでいた手を離した。そして少年がよろけたところに、回し蹴りを放った。

「ゲフゥ」

　しなる鞭むちのような蹴けりは少年をまともに捉とらえ、一いつ瞬しゆんで横手のブロック塀べいのところまで吹ふき飛ばした。少年の身体からだが激げき突とつすると、ブロック塀はまるで爆ばく発はつでも起こしたかのような轟ごう音おんを立てた。灰色の煙けむりを上げながら、がらがらと崩くずれていく。

　煙が晴れた時、少年の身体はすっかり瓦が礫れきの中に埋うもれてしまっていた。

「ありゃりゃ、死んだかな？」佐土原はのんびりと言った。「まあいいや……まだ三人いる。誰か一人生きてりゃあ、それでいいや」

　それまで遠巻きに傍ぼう観かんしていた少年達は、色めき立ってそれぞれ手に持つ得物を構えた。

「てめぇ、古ふる井いさんにこんなことして、ただで済むと思うなよ！」

　ジャックナイフを構え、脅きよう迫はくの言葉を投げかけてくる。戦う気満々のようだ。自分たちは三人、相手は一人でしかも素手。優勢だと判断するのも当然といえば当然だ。

　が、佐土原という男の前ではこの上なく無む謀ぼうな判断だった。

「ちょっと揉もんでやらなきゃならねえようだな。まあいいや、俺ッ様は相手が素人しろうとだからって容よう赦しやはしねえぜえ～！」

　佐土原は、パイナップルに嚙かみついて、果実の部分を全すべて口の中に収めた。咀そ嚼しやくしながら、幽ゆう体たいを背中から現わす。幽体は佐土原の身体全体を包み込むように蠢うごめき、次の瞬間には固着していた。

「パワードスーツ!?」

　それが第一印象だった。魂裸醒は佐土原の身体を全て覆おおい尽つくしていた。青を基調としたボディカラーの、ロボットのような姿だった。

　ロボットといっても、どちらかといえば、アニメに出てきそうなロボットだった。現代の科学技術が生産しているロボットは、こうまで勇ましくない──全体的にカクカクしてないし、頭から角も生えていない。何より、ビームサーベルなんて装備していない。

　パイナップルの皮を捨てた手で、佐土原はビームサーベルを抜ぬいた。構えた途と端たん、刃はの部分が青い光を放つ。

「これが俺ッ様の魂裸醒、『フレームシフト』だ。さあ、どっからでもかかってきなあ～！」

　空いている左手で、佐土原はおいでおいでと手招きした。

　どうやら、少年達は三人とも常人、魂裸醒の力は有していないようだった。彼らの視線は、明らかにビームサーベルを捉えていない。捉えていれば、無謀に打ちかかることなどなかっただろう。

「どりゃあっ」

　木刀を持った少年が、まず飛びかかった。佐土原は落ち着いてサーベルを振ふり、木刀を途中から真っ二つに折った。少年は木刀を振り下ろしてから、妙みように手の中が軽いことに気がつく。ふと持ち上げて見やり、はじめて木刀が短くなっていることに驚おどろいて、目を見開いた。

「あらよ、っとお」

　一瞬呆ぼう然ぜんとした少年の胸に、佐土原はビームサーベルを突つき立てた。

　突き立てたまま、一いつ本ぽん釣づりの要領で振り抜き、放ほうり投げる。少年の身体は弧こを描えがいて宙を飛び、残り二人の少年達の足あし下もとに落ちた。

　うつぶせになった少年は、もはやぴくりとも動かなかった。少年の背中に開いた穴を見て、やっと残りの少年達はとんでもない奴やつを相手にしていることに気がついた。

「ひ、ひえええッ！」

　急に情けない悲鳴を上げると、浮うき足だって路地の奥の方へと逃にげ始める。

「おっと、今いま更さら逃げようったってそうはいかねえぜ？」

　ロボットの背面から圧縮された空気が急激に吹き出た。ロボットは滑すべるように動き出す。ホバー移動であっという間に加速し、一瞬で少年達に追いついた。ビームサーベルで一人を切って転ばせ、もう一人は左手を伸のばして摑つかみ、壁かべに押さえつける。

「さあて、もう一回質問させてもらうぜ。おまえら、なんでステファニー・マクルーアを捜さがしているんだ？」

「ししし知るかッ……離してくれよっ……！」

　首を締しめ上げる佐土原の手に自分の手をかけ、苦しげな声で答える。しかし佐土原は、力を緩ゆるめるどころかさらに締め上げた。

「答えたくねーんなら、それでいい。てめえの首の骨をこのまま折って、もう一人の方に聞くからよ」

　斬きり倒たおした方の少年を指さす。少年は両足のふくらはぎのあたりを斬られ、立つこともままならないようだった。少年の表情が絶望に彩いろどられるのを確認してから、佐土原は重ねて言った。

「さあもう一回だ。おまえら、なんでステファニー・マクルーアを捜している？」

「……おおお俺達は、石島さんからそう命令されているだけだよ……！　かんべんしてくれ……!!」

「オーケーイ。最初から素す直なおにそう答えてくれりゃいいんだよ」

　佐土原が手を離すと、少年はその場に崩れ落ちた。喉のど元もとを押さえ、ゲホゲホと激しく咳せき込む。

「さあて、そんじゃあ次の質問だ。その石島って野や郎ろうは、どこに行ったら会えるんだ。連れて行ってくれるとありがてえんだがなあ」

「そんなこと知らねえよお……！」

　拒きよ絶ぜつの言葉を受けて、佐土原は先ほど投げ出したパイナップルの葉を持ち上げた。

「おめえ、パイナップル好きか？」

　葉っぱ全てをねじって一本の縄なわ状にすると、二つ折りにして少年の口の中に無理矢理突っ込んだ。

　そして、少年の顎あごを膝ひざで蹴り上げる。

「ムゴーッ！」

　少年はくぐもった悲鳴を上げた。かきむしるようにして、口の中に押し込まれた異物を取り出す。赤い血にまみれたパイナップルの葉が外に出ると、それに伴ともなって白い欠片かけらが二、三個転がり出た。

　少年の歯だった。

　悶もん絶ぜつする少年の髪かみの毛を摑み、佐土原は鼻先で喋しやべった。

「もう一回言うぜ。連れてってくれねえか？　次は、こいつを食ってもらうぜ」

　佐土原の手の中には、先ほど崩くずしたブロック塀べいの破は片へんがあった。明らかに、口には入らなそうなサイズである。しかし、佐土原はやるといったらやるだろう。

「……わかりました。車でお送りさせて頂きます……」

　少年は半泣きになりながら、そう答えた。

「よおし、じゃあ早さつ速そく連れてってくれや」

　そう言って、佐土原は魂裸醒を解除した。中から、一回り小さい佐土原の身体からだが現れる。

　佐土原が「事情聴ちよう取しゆ」している間、僕は佐倉を介かい抱ほうしていた。

「どうしたの、佐倉」

「調査活動してたのよ。純ちゃんから『ＮＮＲの調査を強化して』ってメールもらったから、一人で話を聞きに出かけたらこの有様ってわけ」

　佐倉の服はボロボロで、泥どろにまみれていた。怪け我がの方はたいしたこと無さそうだが、この格好で公道を歩いたら人の目を引いて仕方がないだろう。

「佐倉、家まで送ろう……」

　と言いかけた時、僕は襟えり首くびを佐土原につかまれ、引き起こされた。

「おめえもついてこいや。手伝え」

　佐土原はそう言うと、僕を身体ごと引きずり始めた。当然、僕には抵てい抗こうすることなどできなかった。

「佐倉ー！　伊勢谷に連れん絡らくするんだー！」

　僕としてはそう声をかけてやるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　佐倉は助けを求めて手を伸ばしたが、その手はぺたりと地面に落ちた。




　　ファミレス大おお迷めい惑わく




　不運にも佐土原に捕つかまえられた少年の名は、小こ中なかと言った。佐土原と僕は、小中の持つ車に乗り込み、彼の運転の下もと、平磐のはずれの方へと向かった。

「一つだけ言っておくぜ」と助手席に居座った佐土原は言った。「時間稼かせぎとか、俺達をとんでもないところに連れて行くとか、だまくらかすような真ま似ねはするんじゃねえぜ？　もしそんなことをしたら、どんな目に遭あうかだいたい想像つくよな？」

　つい先ほどの佐土原の所行を目まの当たりにすれば、想像がつかないはずはなかった。彼はひたすらに車を飛ばし、まっしぐらに走った。だがそれでも、車が目的地にたどり着いたのは、既すでに日も暮れすっかり暗くなった頃ころだった。

　そこは国道沿いのファミリーレストラン、マックスキッチンの駐ちゆう車しや場じようだった。つい先日、厨ちゆう房ぼうで謎なぞの爆ばく発はつ事故を起こし、営業停止に追い込まれた店である。しかし今、店の窓からは明るい光が漏もれ、何人かの客が食事を摂とっているところが見える。速そつ攻こうで厨房を修理し、営業を再開しているようだ。

「その石島って野郎は、この店の中にいんのか？」

　佐土原が小中に尋たずねる。小中は、怯おびえきった声で答えた。

「はい、石島さんは毎週この時間に、ここで晩飯を食べてるんです。ほら、あれが石島さんの車ですよ」

　斜ななめ向かいの駐車スペースを指さす。そこには、ものすごく目を引く改造車が鎮ちん座ざしていた。ボディは流線型、後部にはウィングが取り付けられている。一いつ般ぱん道どうを走るためには無用、というかむしろ邪じや魔まなような気がする。

「つまり、ここで待ってりゃいずれ石島とやらが出てくるってことだね」

　僕は控ひかえめに言った。

「いいや、待てねえな」

　佐土原はそう応じて、助手席から外へ出た。

「ちょ、ちょっと待ってください」僕も慌あわてて後を追った。「佐土原さん、店に入るんですか？」

「おうとも。待ってるなんて、ンなかったるい真似なんざやってられっか」

　佐土原は運転席の方に回り込み、ガンガンと窓を乱暴に叩たたいた。

「出てこいや。どいつがその石島なのか、教えてもらおうか」

　もちろん、小中は怯えきってなかなか出てこようとしなかった。

　業ごうを煮にやした佐土原は、魂裸醒を発現させてロボット形態に変身した。握にぎり拳こぶしを作り、腰こしを軽く捻ひねると、パンチを運転席の窓に叩きつける。水たまりに張った氷を踏ふんづけた時のように、ガラスはあっさりと割れ砕くだけた。

「ひえええ！」

　小中が悲鳴を上げる。佐土原はお構いなしにドアに手をかけると、力ちから一いつ杯ぱい引っ張った。バキバキという破は壊かい音おんと共に、車のドアそのものが剝はがされる。佐土原は片手でドアを握って持ち上げると邪魔そうにポイと捨て、小中自身を引っ張り出した。首根っこを摑つかんで自分の顔の前に持ってきて、二つの目をまぶしく光らせる。

「さあて、ついてきてもらうぜ」

　小中は恐おそろしさに声も出ず、ただ黙だまって何度も頷うなずくばかりだった。

　僕は迷った──佐土原を止めなければ、マックスキッチンは阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図が展開されることになるだろう。だが、──

　Ｑ．僕に佐土原を止められるか？

　Ａ．無理。

　暴走する象を、どうして素す手でで止められる。僕は象切り職人ではないのだ。

　悩なやんでいる間に、佐土原は行動を開始した。小中を肩かたに担かつぎ上げると、ホバー移動を始める。向かう先は──ファミレス店内の様子がよく見える、大窓だ。

「……佐土原さん！　そこは入り口じゃないですよ!?」

　バーニアから気流を噴ふき、ロボットの巨きよ体たいは軽く浮うき上がった。そのままガラスに激げき突とつ、豪ごう快かいな音を上げながら破は砕さいして、店の中へと飛び込んだ。

　当然、店内には叫喚の渦うずが巻き起こった。

　のんびり食事をしていたカップルや親子連れが、全員腰を浮かして飛び上がる。突とつ然ぜんの乱入者に驚きよう愕がくし、叫さけびながら逃にげ出す。常人の目にはロボットの姿は映らず、ただ佐土原の身体からだが見えているだけのはずではあるが、いきなり佐土原みたいな奴やつが窓から突入してきたら、誰だれだってドギモを抜ぬかれるだろう。

　悲鳴が飛び交かう中、ただ一人、騒さわぎを引き起こした佐土原本人は落ち着いたものだった。肩に担いだ小中に顔を向け、尋ねた。

「さあ、どいつが石島だか、教えてもらおうじゃねえか？」

　小中の顔は、破砕されたガラス片へんを浴び、血まみれになっていた。それでも必死に佐土原の命令を遂すい行こうすべく、尋ね人を求めて真っ赤に塗まみれた顔を左右へ振ふり向ける。

「これは何事ですか！　お客様……!?」

　店長かマネージャーか、とにかくここの責任者であろう男性がすっ飛んできた。マナーの悪い客の扱あつかいには慣れているに違ちがいないが、さすがに窓を割って侵しん入にゆうしてくる客にはお目にかかったことはないはずだ。現場を目の当たりにした途と端たん、何が起きたのか理解できずに責任者はその場で硬こう直ちよくしてしまった。

「邪魔だ。どいてくれ」

　佐土原は責任者の頭に手を当てると、わきへ振り抜いた。責任者の身体はゴムボールのようにすっ飛び、壁かべにめり込んだ。十秒くらいしてから自重で床ゆかに落っこち、その後はぴくりとも動かなくなる。それを見て、義務感でその場に立ち止まっていた店員達も、とうとう悲鳴を上げて逃げ出した。

「おいおいおい！　これは何の騒ぎだ！」

　騒そう動どうを聞きつけて、店の奥の方から十人弱の少年達がズラズラと歩み寄ってきた。その先頭に立つのは、ロン毛で眼め鏡がねをかけた少年。先日、ＡアンドＰストアの駐ちゆう車しや場じようで出くわした石島という少年とそっくりだった。ただ一点、髪かみの色が違う。先日会った奴の髪は黄色だったが、こいつは真っ赤に染めている。多分、兄弟だろう。

　威い勢せい良く大声を出しながら現れた石島だったが、残ざん骸がいの中に立つスーパーロボットの姿を見た途端、さすがにぎょっとして立ち止まった。それでも虚勢を張り、

「おいてめえ！　ひょっとして、俺の弟達を可愛かわいがってくれた奴だな!?」

　怒ど鳴なりつけた。

「ああ～？」佐土原は言い返す。「知らねえなあ。なんのことだ？」

「下の弟から聞いたぜ！　でっけえロボットみたいなソウルジャーに捕つかまって、ビームサーベルで胸に穴開けられたってよお！」

「ソウルジャー？」

　はじめて聞く単語に佐土原はわずかに黙り込んだ。が、とりあえず無視することに決めたらしく、ごつい肩パーツを揺ゆらしながら笑い声を立てた。

「知らねえなあ……何日前に蠅はえや蚊かを何なん匹びきつぶしたかなんて、いちいち覚えてるわけねえだろうが」

　その答えを聞いて、石島は怒いかりのあまりそばにあった椅い子すを蹴け飛とばした。

「ＮＮＲをコケにするたあ、とんだライオンハート野や郎ろうだな！　てめえはこの場でぶっ殺す！」

　石島の身体が二重にぶれる。次の瞬しゆん間かん、石島の幽ゆう体たいは剣けんの形を取って彼の手の中に収まっていた。フランベルジュに似ていたがただ一点、刃はが柄つかから先端に至るまでまっすぐというところが違う。ごく普ふ通つうの細身の剣、レイピアと呼ばれるソードだ。

「ＮＮＲ？　そいつは好都合だぜ。てめえが石島って野郎か」

「ああ、そうだよ」

　投げやりに石島が答える。

「そりゃ良かった。おめえに聞きてえことがあるんだよ」

　そう言いつつ、佐土原は用済みになった小中を持ち上げ、店の責任者とは反対方向に放り投げた。小中の身体はカウンターに激突、レジを抱だきながら落ちていった。

「聞きてえことがある、だと？　それは、俺達を倒たおしてから言うこったな」

　石島は顎あごを振って、自分の背後に控ひかえる十人くらいの取り巻きの存在を示す。ファミレス内だけあって木刀やバットなどという物ぶつ騒そうな物は持っていなかったが、各自メリケンサックやごつい指輪を装着していた。いついかなる場所でもケンカできるよう、常に備えているらしい。

　十人の完全武装した不良に囲まれる、という圧あつ倒とう的不利な状じよう況きようにあって、佐土原が退ひく様子はさらさらなかった。それどころか歓かん迎げいしている様子でもある。ロボットの顔面から表情はうかがえないが、腕うでと足を大きく広げる挙動は、なにやらうれしがっているように思えた。

「一、二、三……十人か」佐土原は指折り数えた。「十人程度でこの俺ッ様と渡わたり合おうたあ、なめられたもんだなあ～！」

　石島は右手を振り上げ、振り下ろした。

「ボコボコにしてやんな！」

　号令と共に、ＮＮＲメンバーは一いつ斉せいに佐土原に飛びかかった。




　　アスファルトとおともだち




「俺ッ様は、素人しろうと相手でも容よう赦しやはしないぜえ～！」

　宣言通り、佐土原は容赦なく振る舞まった。

　刃を光らせ、サーベルを真横になぎ払はらう。長く伸のびた刃は、不良を三人ほど捕まえてざくざくと裂さいた。もちろん不良達にはサーベルは見えないが、胸を焼くような激痛を無視することなど不可能だ。

「げああッ!?」

　三人揃そろって、声を裏返して悲鳴を上げる。

「うるせえなあ～！　男が女みてえな声を出すもんじゃねえぜ～？」

　佐土原は衝しよう動どう的に三人を蹴飛ばし、ビームサーベルを引っこ抜ぬいた。そして別の不良に切りつける。

「もらったーっ！」

　また別の不良が佐土原の左側に回り込み、いつの間にか持ち出したビール瓶びんで顔面に殴なぐりつけた。ビール瓶は底の部分が割れており、ギザギザに鋭するどく尖とがっている。常人であれば顔面を切り刻まれるところだったが、──

　ロボットの顔面は、逆にビール瓶を砕くだいた。

「ンなもんでよお～！　俺ッ様を傷つけられるわけね～だろ～が～！」

　佐土原は左手でもビームサーベルを抜いた。刃が伸びると同時に、サーベルの柄を握にぎる左手首が回転を始める。ビームサーベルはヘリのローターのごとく大回転、触ふれるものを片かたっ端ぱしから焼き始めた。

「ヒハーッハハッ！　俺ッ様はなあ、人の肉が焦こげる匂においがダイダイダーイ好きなんだよお～！」

　あとは、一方的な殺さつ戮りくだった。何も見えない不良達はなすすべもなくビームサーベルに切り刻まれ、悲鳴を上げながら打うち倒されていく。彼らは床ゆかでのたうち回っていたが、やがて動くことも声を上げることもできなくなる。

　殺戮劇の間、僕は駐ちゆう車しや場じようの車の陰かげに身をちぢこませていた。それは、正視できる光景ではなかった。静かになった頃ころを見計らって、顔をわずかに出して様子をうかがう。

　立っているのは佐土原一人になっていた。ビームサーベルの回転を収め、周辺を見やる。

「ありゃ？　石島の野郎がいねえな？」

　ちょうどその時、店の外で石島の車の運転席のドアがバタンと閉まった。

　石島は取り巻き連中に攻こう撃げきを命令しておいて、自分は一人でさっさと逃にげ出したのだ。僕が気がついた時には、石島はすでにエンジンをふかしていた。轟ごう音おんを立てると、車を回してファミレスの駐車場から飛び出ていく。

「おいおいおい」その様子を見て、佐土原は言った。「なかなか頭がいいじゃねえか。だが──車ごときでは、『フレームシフト』からは逃げられねーぜ！」

　ホバー移動で助走をつけ、ロボットは自分で砕いた窓から飛び出した。そのまま追いかけるのかと思ったら、──

　放物線の頂点でロボットは静止した。

　途と端たん、ロボットの全身が輝かがやき始めた。

　各関節部から光が漏もれ出ていた。ロボットの内部から放たれているかのような光は、僕にも見覚えのあるものだった。

「過か醒せいの光か──!?」

　そこから、ロボットは目を疑うような動作を開始した。

　下半身が百八十度回転し、上半身と向きを正反対にした。両足が真横に百二十度くらい開き、左右に広がった。腰こしの部分が百八十度折れ、足と足の間にはまりこんだ。頭部が胸部にめりこむような形で隠かくれた。
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　僕は愕がく然ぜんとしつつも理解した──ロボットらしく、変形しているのだ、と。

「飛ぶのかよ!?」

　佐土原は、過醒の力で飛行形態にチェンジしていた。まさしくアニメの一シーンを見るかのような光景だった。

　ただ、アニメであれば変形時にウィーンとかガチャーンとか、いかにもそれっぽい効果音が付ふ随ずいするものだが、佐土原の変形にそれは無かった。代わりに聞こえてくるのは、メキョメキョメキョ！　とかバキバキバキ！　とか、まるで全身の骨が砕けているかのような音だった。

　変形の所要時間は短かった。一秒後には、鈍どん角かくの二等辺三角形のフォルムをした飛行形態へとその姿を変えていた。いわゆるステルス機のような格好だ。ただし、機体下部からは二本の腕うでが生えていた。まるで、変形してみたはいいもののパーツが余りました、という感じに。

　機体後部のノズルを噴ふん射しやし、ステルス機は空中を滑すべり出した。国道のすぐ上に出て、すっ飛んでいく。

「すごい風圧だ……！」

　僕は両手を上げて風を防ぎながら、後を追って国道の路ろ肩かたへ飛び出した。

　石島の車は間ま違ちがいなく速度違い反はんのスピードで走っていたが、ステルス機はほぼ一いつ瞬しゆんで法定速度の十倍くらいに達していた。あっという間に追いついて石島の車のすぐ真上にピタリとつけると、ズボリと車の天てん井じように両腕を突つっ込んだ。

　再度ノズルから大きく火を噴ふいて、上じよう昇しようする。ステルス機の両手の中には、一人の少年が捕つかまえられているのが見えた。

　運転中の石島を、豪ごう快かいに席から引っこ抜いたのだ。

「無茶苦茶だ！」

　ステルス機は一いつ旦たん高度を上げると、大きく旋せん回かいしてＵターンし、こっちに戻ってきた。地上すれすれの高度を保つと、腕で石島をアスファルトに押さえつける。もちろん、速度は維い持じしたまま。

「う、うああ──ッ！」

　僕は慌あわてて再度駐車場の方へ引っ込んだ。直後、すぐそこをステルス機が風を裂さいて駆かけ抜けていく。さりげなく、石島の身体からだを駐車場入り口に残して。

　僕はゆっくりと石島に近寄った。うつぶせになった石島はぴくりとも動かず、そして焦げた匂においを放っていた。アスファルトの摩ま擦さつで身体が焦こげているんだ、と僕は直感した。石島の身体をひっくり返したら一体どんなことになっているのか、確かめる勇気はとても無かった。

　石島を手放したステルス機は急激に高度を上げ、回転しながら空へと駆け上っていった。一時すっかり見えなくなったが、約一分の沈ちん黙もくの後、再度落っこちてきた。魂裸醒を解除した、生身の姿で。

　両手両足を広げ、大文字の格好で、佐土原はベターンとアスファルトに落っこちた。

「…………」

　また沈黙。が、

「ふんッ」

　気合一発、佐土原は地面から飛び跳はねて起き上がった。特に、佐土原の身体にダメージが残っている様子はない。ほんのわずか、寝ね違ちがえたかのように首の後ろ側をさすってはいたが。

「……えーと」ためらいつつも、僕は声をかけた。「さっきは全身の骨が砕くだけるような音がしましたけど、痛くないんですか……？」

「ん？　ああ」佐土原は答えた。「痛くねえわけねえだろうが。全身の骨が砕けるんだからよお。おめえも目の前で見ただろ？」

「……今は、特になんの問題もないように見えますけど……」

「変形を解いたあと、過醒の力で無理矢理骨をくっつけて治しちまうのよ。まったく、魂裸醒じゃなかったら死んでるところだぜ」

　そう説明して、佐土原はゲラゲラ笑った。

　過醒の力は、魂裸醒としてのあらゆる能力を向上させる。治ち癒ゆ能力も、その一つだ。しかし、それを見み越こして自ら全身の骨を砕くだなんて……

「さて、石島サンとやら、聞きてえことがあったら俺達を倒たおしてから……とか言ってたよなあ～？　約束は守ってもらうぜえ」

　啞あ然ぜんとして立ちすくむ僕を無視し、佐土原は石島のもとに歩み寄った。もちろん、石島が意識を保っているはずもなく、何の反応も示さない。

「おいおい、『アスファルトとおともだちの刑けい』くれえで死んじまった、なんて情けねえことは言わねえでくれよ」

　無茶苦茶なことを言いつつ、佐土原は石島の身体をひっくり返した。と同時に焦げた匂いが強くなる。服はボロ雑ぞう巾きんのように破け、ズボンは腿ももから膝ひざを中心に穴が開き、肌はだが接地した部分は擦さつ過か傷しようで真っ赤、というかズル剝むけになっていた。

「おおっと、生きてるじゃねえか。男の子はそうでなくちゃなあ～」

　石島の惨さん状じように眉まゆ一つ動かさず、佐土原はうれしそうに言った。

　どこからともなく、パトカーや救急車のサイレン音が聞こえてきた。目的地がここ、マックスキッチンであろうことは疑問の余地がない。

「警察か。さすがに面めん倒どうだな」

　佐土原は再度魂裸醒を発現、ロボットに変身した。ぐったりとした石島の身体を担かつぎ上げると、自分の肩かたに乗っける。

「誰だれがステファニー・マクルーアを捜さがしてんのか、しゃべってもらわなくちゃなあ」それから首だけ回して僕を見、「今日の社会見学はここまでだ。おめえも、警察の厄やつ介かいになりたくなかったら逃にげるこったな」

　そう言い残してホバー移動を開始、あっという間に去って行った。

　しばらくの間、僕はアホみたいに突っ立っていたが、その間にもサイレンの音はどんどん近づいてくる。慌てて飛び上がり、マックスキッチンから走り去る。

　走って逃げていくうち、国道が渋じゆう滞たいしているのに気がついた。なんだろう、と前方を見やると、車が何台か追つい突とつ事故を起こして炎えん上じようしていた。こちらにもパトカーや救急車が集まり、現場の収拾に当たっている。

　玉たま突つき事故の列の途と中ちゆうに、石島の車があった。ドライバーを失って暴走したのだろう。車の天井には巨きよ大だいな穴が開いていた。何が原因で穴ができたのか、警察には絶対原因を特定できないに違いない。

　シートベルトを装着していれば佐土原に引っこ抜かれずにすんだろうに、と思った。




「恐おそろしい一日だった……」

　やっと心が平静に落ち着いてきたのは、花谷家に近づいてきた頃ころだった。

　いよいよもって、自分の今ある立場の危あやうさが鮮せん明めいとなってきた。ステフを匿かくまっているという行こう為いがばれたらどのような目に遭あわされるのか、想像することは難しくない。迅と佐土原、両名とも魂裸醒の技量は抜ばつ群ぐんである上に、どうやら人間としての倫りん理り観、道徳観を持ち合わせていないらしいときたもんだ。おそらく、ブロックより大きなものを食わされ、アスファルトよりも恐ろしいものとおともだちにさせられる。

　考えれば考えるほど頭が痛くなってきた。いっそステフと逃とう避ひ行こうでもしてみようか？

「……あれれ」

　花谷家の前に戻もどってくると、ある意味予期していた光景が目に入った。

　花谷家の外すぐ近くのゴミ置き場に、三人の学生が集まっていた。夏月、九里浜、そして長坂だった。

「やあ。どうしたの？」

　声をかけると、三人は振ふり向いた。一様に真しん剣けんな顔をしながら。特に夏月は深刻な眼まな差ざしを地面に落とし、僕を見ようとしない。

「……どうしたの。三人とも」

　もう一度聞く。と、長坂が一歩前に進み出てきた。

「ふと思い出したわけよ。この間、おめェが髪かみを黒く染める薬を買っていったことを」

「ああ」僕は何食わぬ顔で言った。「叔お母ばさんに頼たのまれたやつだけど」

「おめェの叔母さんってのは、外国人なのか？」

「はあ？」

　なんて突とつ拍ぴよう子しもない質問をしやがる、と思ったが、直後九里浜が理由を説明してくれた。

「あんたの家のゴミ袋ぶくろの中からこんなものが出てきたんだけど、どう説明するつもり？」

　九里浜は、鋭するどい視線とともに右手を差し出した。

　その手の中には、切り取られた金きん髪ぱつが一ひと房ふさばかり握にぎられていた。




　　三角の光輪




「…………。なんだいこれ」

　あくまでも表面上は、無表情を貫つらぬいたつもりだった。

　が、顔面からさーっと血が引いていくのを感じずにはいられなかった。

　間ま違ちがいない、ステフが切った髪である。

　……またもや大ピンチだ！

「みつけたのは偶ぐう然ぜん」九里浜は説明した。「たまたま、ゴミ袋に穴が空いていたのをあたしが発見したわけ」

　ゴミ捨て場に置かれたゴミ袋の一つを指さす。一つだけ、おそらくは猫ねこの爪つめで切きり裂さかれたような跡あとがあった。中身が散乱し、そこから金髪の切れ端はしが幾いく筋すじかはみ出している。

「ステファニー・マクルーアって子、ピカピカの金髪って話だったよね？　おおかた、変装するため髪を切ったんでしょうけど、詰つめが甘かったようね。……あんた、ステファニー・マクルーアを家で匿ってるでしょ！」

　ビシ、と九里浜は僕に指を突つきつけ、宣言した。

　どうやら今日は、叔母さんのゴミ出しより回収車の巡じゆん回かいの方が早かったようだ。なんだって今日に限ってこんな事をしてくれたんだ？　身を隠かくすつもりで行った処置が、逆に潜せん伏ぷく場所をばらしてしまうとはなんという皮肉だ。

　しかし、今いま更さら回収車を責めても仕方がない。

「えーと。それは、──」

　しどろもどろで言いつつ、僕は脳のう味み噌そをフル回転させた。

　どうやって言いい抜ぬけすりゃいいんだ。

　ゴミ袋から金髪が出てきたのは厳然たる事実だ。この金髪がステフのものでないとするには、どうすればいいか？

　一、このゴミ袋が花谷家から出たものではないと証明する。

「まあ待ってくれ。そのゴミ袋、僕の家から出たものじゃないだろ。別に名前が書いてあるわけじゃなし」

「一いつ緒しよにこんなものも出てきたけど」

　九里浜はこぼれたゴミの中からあるものを拾い上げ、僕に手て渡わたした。

　それはダイレクトメールの封ふう筒とうで、宛あて名なは「花谷様」としっかり書いてあった。

　証明失敗。

　いや、まだだ──僕は次の策を考えた。

　二、この金髪が人間のものではないことを証明する。

「ああ。そういや」たった今思い出したかのように声を上げた。「叔母さん、フランス人形を処分したとか言っていたから、それの髪の毛なんじゃないのかな」

　九里浜は金髪の端と端を両手でつかんだ。

「お人形さんの髪の毛にしては、ずいぶん長いし、量も多すぎると思うんだけど」

　鋭い指し摘てきである。九里浜のくせに。僕は必死に言い訳を考えた。

「実は」僕は声を潜ひそめた。「花谷家のひいばあさんの代から伝わる呪のろいのフランス人形ってやつがあってね。毎年髪が五十センチくらい伸のびるんだ。気持ちが悪いんで毎年一回刈かり込むことにしているのさ」

　九里浜は僕を睨にらみ上げた。

「そんな話、あたしが信じると思うの？」

　思わない。つい口が滑すべっていらない話を付け加えてしまった。

　三、実は僕の髪の毛が金髪だったということを証明する。

「隠してたけど、実は僕、イギリス人の血を引いてるんだよ。あの染せん髪ぱつ剤ざい、実は僕用」

　告白してみたところ、帰ってきたのは三対つい六本の冷たい視線だった。

「それ以上くだらないことを言ったら、──」

　鉄てつ扇せんで手を叩たたきながら九里浜が近づいてきたが、長坂が止めにかかった。

「まあ待て。先入観でことを判断するのは賢かしこい探たん偵ていのすることじゃねェぜ」

　ありがとう長坂、と僕が思ったのも束つかの間、長坂は僕の鼻を指さした。

「今すぐ鼻毛を抜け。頭が金髪なら、鼻毛も金髪なはずだ。百歩譲ゆずって眉まゆ毛げを染めているとしても、鼻毛を染めるのは不可能だ」

「……えーと、僕は鼻毛が全然生えないタチで、──」

「じゃあ今すぐ脱ぬげ。腋わき毛げなり下の毛なりで証明して見せろ」

「それもそうね」九里浜は和した。「今すぐこの場で脱いでもらいましょうか」

　そう言って、僕の身体からだにとりつき、服を引っぺがしにかかる。

「ギャー！　僕を犯おかす気かキサマ！」

　四、僕の髪の毛は切り取られると金に変色する。

　五、この金きん髪ぱつに見えるものが、実はその辺に自生している植物である。

　六、実は拾った捨て猫から刈り取った毛だ。

　…………

　だめだ。非現実的な言い訳しか思いつかない。万ばん事じ休すか……!?

　夏月が一歩進み出て、僕を見上げた。

「大助君、本当のことを言ってください。……ステファニーさんを匿かくまっているんですか？」

　決意に満ちた表情で質問する。これ以上ごまかすようであれば、ブルー・ハンマーで殴なぐることも辞さないという厳然とした顔つきで。

　夏月を欺あざむいているのだという罪悪感が、潮のように胸を満たしていく。夏月にこんな顔をされては、僕にはどうしようもなかった。

　もはや、ここまでだ。

「ああ。その通りだよ」

　僕はがっくりと肩かたを落とした。

　やっぱりか、というように夏月たちも揃そろって息を大きく吐はき出す。

「なんだって、そんなことをしたんだ」

　長坂が問う。僕は両手を広げ、言い返した。

「だって、仕方ないだろ？　朝ふと気がついたら、玄げん関かん先さきにステフが血まみれで倒たおれていたんだ。家の中に入れるのが当然だ」

「なんで黙だまっていたのよぅ」

「夏月の家に井倉達がやってきたのはその後、その日の夕方だったんだよ！　その席上、ステフは見つけ次し第だい殺すとか言われたんだ。『たった今自宅で匿ってますよ』だなんて言えるか」

「そうだったんですか……。『隣りん人じんとはなんの関係もない』って井倉さんに伝えたのは、噓うそだったんですね」

　夏月の表情は理解の色に染まった。

「まあね。ステフはいわば幼おさな馴な染じみ、友達だ」

　夏月はうつむき、視線を地面に彷徨さまよわせていた。少しの間黙り込んでいたが、急に頭をもたげると、声を荒あららげた。

「冷たいですよ、大助君！」

　その目にこもった迫はく力りよくに、思わず僕は半歩退いた。

「そりゃ、大助君の立場はわかります。でも、私に相談してくれても良かったじゃないですか。私は戸有の人間ですけど、その前に九里浜探偵局の一員ですよ！」

　夏月は怒おこっていた。責めるようなその視線を、僕は正視することができなかった。その瞳はふだんよりももっと光っていて、ぬれているように見えたから。

「それはわかってる。だからこそ、話を持ちかけるわけにはいかなかったんだ──君がこの話を知れば、君は戸有の任務との間で板いた挟ばさみになると思ったから」

　この言い訳を聞くと、夏月の激した表情は勢いを失った。それでも、僕を責める姿勢は変わらない。

「……冷たいですよ、大助君」

「ほんとにごめんよ、夏月。僕も、どうすればいいのか判断がつかなかった」

　僕は頭を下げるしかなかった。

「たしかに、どォするよ。こりゃなかなか厄やつ介かいだぜ、八阪井。そのステフって子、捕つかまえて、井倉達に差し出すのか？」

　僕らのやりとりをそれまで黙ってきいていた長坂がとりなすように言った。

　いざ選せん択たくを突つきつけられると、夏月は言葉に詰つまった。

「それは、──いえ、いきなりそんなことはできません。その──まずは、ええと……」

　顔に手を当て、うろたえる。

「待ってくれ。話を──まずはステフの話を聞いてくれないか──」

　僕が言ったその時、ガラリと窓の開く音がした。頭上を見やると、僕の部屋の窓が全開になっている。そこから僕たちを見下ろしているのは──

「ステフ!?」

　ステフは窓まど枠わくを蹴けり、二階から飛び出した。ひらりと蝶ちようのように舞まい、僕たちから距きよ離りを置いた場所に静かに着地する。

「……潮時みたいだね、三助。これ以上迷めい惑わくはかけられないよ」

　膝ひざについた土つち埃ぼこりを払はらいながら、ステフは言った。

「あなたが、ステファニー・マクルーアさんですね」

　夏月が尋たずねると、ステフは落ち着いて答えた。

「そう。あたしがステファニー・マクルーア。あなたは、八阪井夏月ね。あたしを追いかけている奴やつらと同じ、戸有の人間だ」

　おや？　ステフに夏月の名前を教えてたっけ？

　そんな疑問が胸にわいたが、もちろん夏月は、僕がステフに名前を教えたものと解かい釈しやくし、話を進めた。

「はい。私は戸有の人間です。でも、話を聞いてください。私が井倉さん達にとりなしますから、決してあなたを傷つけるなどということは──」

「噓だ！」ステフは顔つきを険しくした。「あいつらは、私を殺そうとしている」

「いいえ、そんなことは決してさせません！　私が井倉さん達を説得します！」

「違ちがう！　あたしがこの力を身につけた以上、あいつらは私を絶対に逃にがさない！　そう丸住さんが教えてくれたんだ！」

　ステフの身体からだが二重にぶれた。魂裸醒が、ステフの頭上に天使の輪が現れる。

「あいつらは、父さんも殺した。あいつらの仲間の言葉なんて信じられない！」

「なに……!?」

　マクルーア教授が井倉達に殺されただって!?

　同じく、夏月も驚きよう愕がくの表情を浮うかべていた。ハテ夏月はマクルーア教授のことなんて知らないはず、と思ったが、よく見れば夏月の視線はステフの頭上の天使の輪に注がれていた。

「……その魂裸醒、まさか……!?」

　す、と夏月の目が細くなった。背後から現れた煙けむりのような幽ゆう体たいが、夏月の両手両足にからみついて手てつ甲こう足甲の形を取る。ブルー・ハンマーという名を持つ魂裸醒を、夏月は発現させた。

「なんであなたがその魂裸醒を持っているのか──教えてもらいましょうか！」

　右の拳こぶしを突きつけると、夏月はいきなりステフに向かって駆かけ出した。

「夏月!?」

　ステフも即そく座ざに応戦の構えを取った。天使の輪を右手で取ると、盾たてのように突き出して夏月の拳を受け止めた。空中でぱっと持ち替かえると、今度は水平に握にぎって真横に切り裂さくように振ふり抜ぬく。

　夏月はとっさに上体を反らし、紙かみ一ひと重えでかわした。上衣が軽く裂け、一文字の切れ目が生まれる。

「やっぱり、『スリー・コーナード・ハイロウ』──！」

　夏月が叫さけんだその名は、ステフの魂裸醒の名前なのだろう。

　ステフの魂裸醒は、変形していた。天使の輪の外側に、大きく湾わん曲きよくした線を持つ刃はが飛び出していた。まさしく、三つの角を持つ天使の輪だ。天使の輪と呼ぶには、見た目あまりに凶きよう悪あくすぎるけれども。

　ステフの顔面から、光が放たれた。顎あごの下から額の方へ向かって唐から草くさのような紋もん様ようが現れ、輝かがやきを強くしていく。

「過か醒せい紋もん!?」

　天使の輪の中心から紐ひもが現れる。その紐を握ったステフは、頭上で数回転させると輪を夏月めがけて投げつけた。三本の刃が、猛もう回転しながら僕達を襲おそう。

「危ない！」

　僕達はばらばらに飛びすさって、刃を回かい避ひした。

　第二撃げきに備え、夏月がすぐさま体勢を立て直す。だが、第二撃はいつまで待ってもやってこなかった。

　ステフの姿は、もうどこにも見えなかった。

　夏月は素す早ばやくジャンプし、そばに立つ電信柱の足場に飛びついてひょいひょいと登った。高みから周辺を見み渡わたしたが、ステフの姿を見み出いだすことはできなかったのだろう、すぐに降りてきた。

「逃げたようですね……」

　そう言って、夏月は魂裸醒を解除した。しかし、夏月の表情だけが元に戻もどらない。険しい顔つきのまま、ステフが逃げ去ったであろう方向を見つめ続けていた。

「でも、一体なぜ、あの子があの魂裸醒を……？　これが無明の光の導きというものなんでしょうか……？」

　ぶつぶつと何かを呟つぶやき続ける。

「無明の光……？」

　その単語を耳にするのは、三度目だった。

　夏月は僕のマヌケた顔に気づき、説明を加えた。

「あ、えーと、無明の光ってのは戸有独特の言い回しで、裸ら光こうのことなんです。見えない光による運命の導き、って意味なんですけど……」

　夏月は姿勢を正して向き直ると、真しん剣けんな眼まな差ざしで僕を見上げた。

「大助君、この件にはなにか裏があるって言いましたよね。少し、見えてきました……。今の魂裸醒の名は『スリー・コーナード・ハイロウ』。四年前に殺された、私の母の魂裸醒です」
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　　家族の肖しよう像ぞう




「純ちゃん、市内まで車で送って頂けませんか？」

　切せつ迫ぱくした表情で、夏か月づきは九里浜に呼びかけた。

　夏月は、態度を一変させていた。断固とした表情、口調は、今まで僕が知る夏月像とははるかにかけ離はなれたものだった。

　九里浜も思いは同じなのだろう、目をぱちくりさせていた。

「……って、どうするの？」

「今すぐ井倉さんに会いたいんです。やっと見えてきました……戸有が脱だつ走そう者しや一人に剣けん舞ばい連れんを二人も送り込んできた理由が。井倉さんに会って、確かく認にんしなきゃならないんです。今すぐに」

　有う無むを言わせぬ勢いは、懇こん願がんというより命令に近かった。

「ちょ、ちょっと待って」

　九里浜は両手を上げ、夏月を制するような格好をとった。

「夏月の頼たのみでも、今日はちょっと。この間のＡアンドＰストアの爆ばく発はつ炎えん上じよう事故のせいで、最近検問が多いのよね。さすがに、この年で前科者にはなりたくない」

　さすがに九里浜も、公権力を恐おそれるだけの分別はあるらしい。

「そうですか。……ならば、自転車で行ってきます」

「まあ待てよ」長坂が申し出た。「足がいるなら、俺に任せろ。葛か東とう家の車を出せるかもしれねェ」

　どういうわけだか、彼には許いい嫁なずけがいる。平磐の政財界の重じゆう鎮ちん、葛東家の娘むすめ絵え美み果かという許嫁が。長坂は葛東家に顔が利きくらしく、ある程度のわがままは聞いてくれるのだという。

　長坂は葛東家に電話をかけ、車の手配を行った。夏月は長坂に感謝の一礼をする。

　僕は夏月に話しかけた。

「夏月、僕も連れて行ってくれないか……？」

　黙だまったまま、夏月は僕の顔を見返した。

「お願いだ」僕は言いつのった。「どうしてステフが戸有から命を狙ねらわれなければならないのか、知りたい」

　僕から視線を外し、夏月は考え込んだ。迷っているようだったが、

「……わかりました」ついに言った。「一いつ緒しよに行きましょう」

　少しして、花谷家の前に黒くろ塗ぬりの車がやってきた。庶しよ民みん的な住宅街という背景に明らかに不ふ釣つり合いな高級車の登場に目を丸くしつつも、僕と夏月は乗り込んだ。

　車は静かに動き出した。エンジン音などの騒そう音おんは全く聞こえず、荷重移動もスムーズだ。全く身体からだが揺ゆれない。これが高級車か、と思わず感心したが、のんびりとそんなことを考えている場合ではない。

「何がどうなっているんだ？　そもそも、他人の魂たま裸ら醒せを持っている、だなんてあり得るの」

　問いかけると、夏月は落ち着いた声で語り始めた。

「ステファニーさんが、私のお母さんの醒せい核かくを飲み込んでいる、ということです。魂裸醒の力を持たない人間が醒核を飲み込むと、醒核の元の持ち主の魂裸醒を、形状も能力もそのままに引き継つぐんです」

「……なんだって」

　初耳だった。

「醒核の元の持ち主が、君の母親というわけか。でも、どうしてそんなことに？」

　夏月はそこで言葉を切り、少し考え込んでから、真しん摯しな瞳ひとみで僕を見上げた。

「私のお母さんのことから知ってもらう必要がありますね」

「……いいの？　立ち入ったことを聞いて」

「はい。むしろ、いつか話そうと思っていたことです……聞いてください」

　夏月は、強い光を宿した瞳で、まっすぐに僕を見つめていた。

　僕は居住まいを正し、一つ咳せき払ばらいをした。

「わかった。教えて欲しい」

「はい。ことの始まりは、十一年前に遡さかのぼります」

「十一年前……？」

　十一年前といえば、平磐市の東に隣りん接せつする市、沼渡田に隕いん石せきが落ちた年だ。死者約五万人という惨さん禍かを招いた、いわゆる「沼渡田隕石災害」は今もって人々の記き憶おくからは消えていない。

　隕石の正体は、宇宙から落ちてきた裸ら光こう石せきだった。裸光石とは、魂裸醒を発現させるために必要な外的要因、裸光を放つ石のことだ。裸光を浴び、吸収することで、魂裸醒は己おのれの幽ゆう体たいを具現化し、武装へと変へん換かんすることができる。

　有史以前の一時期、集中的に裸光石が降ってきたことがあったらしく、奥州の地層には細かく砕くだけた裸光石が薄うすく広く分布しているという。有史以降も単発で落ちてくることはあったそうで、戸有では「あかがねの悪あく竜りゆう」という名で伝えられ、恐れられてきた。流星が赤い尾おを引いて空を駆かけるところから、竜と名付けられたのだ。

「十一年前、『あかがねの悪竜』が落ちてすぐに、村は調査のために人員を沼渡田に送り込んだんです。その中には、私の本当の両親が含ふくまれていました」

「八阪井三さ十と四し、か」

「ところが、調査活動中に事件が起きました。当時も村は数名の脱だつ走そう者しやに悩なやまされていたのですが、その脱走者達が調査に向かった人達を襲おそったんです。村に帰ってきたのは五人中三人、その中に八阪井三十四は含まれていませんでした。脱走者に襲われ殺された、というのです。お母さんは意識不明の重体という姿で戻もどってきました」

　そう言う夏月の口調は淡たん々たんとしたものだった──八阪井家の悲運の歴史を語っているにもかかわらず。

「……意識不明？」

「ええ。治ち癒ゆ能力を高める魂裸醒の血も、万ばん能のうというわけではないようです。お母さんは村の療りよう養よう所じよに入れられて、ずっと眠ねむり続けました。だから私、お母さんの思い出というと、寝ね顔がおしか覚えていないんですよね」

　弱々しい笑えみを、一いつ瞬しゆんだけ夏月は見せた。しかしすぐに顔を引き締しめ、話を続ける。

「お母さんが昏こん睡すい状態を続けていたのは……七年間でした。七年の間、村は隕石墜つい落らくの防止策を巡めぐって議論していました。そのうちに、意見の異なる二つの派は閥ばつが形成されました。そのうちの一方は、今言われる反乱派の原型です」

　その辺の事情は以前に教えられたので、僕もある程度理解している。

　裸光石から発せられる裸光は、魂裸醒によって吸収される。しかし魂裸醒個人の裸光吸収量には一定の限界があり、従って吸収されない裸光というものが出てくる。どうも、吸収されない裸光の量が増大すると、宇宙から裸光石を呼び込むらしいのである。

「あかがねの悪竜」の伝承を話半分に受け取っていた戸有の民たみは、実際に隕石が落ちてきたことで大いに動どう揺ようし、隕石再落下の防止策を講じることを強しいられた。ところが、その防止策を巡って村は二派に対立した。

　それまで村では、監かん視しのもとに十数人の後天性魂裸醒を生むという方法で、裸光を吸収させてきた。後天的に魂裸醒の力を得た者は、裸光の吸収量が大きいのである。しかし吸収力の大きさ故ゆえ、過醒に陥おちいりやすい。個人個人に大きな負担がかかるため、様々なトラブルも起こしていた。

　村の一部の人間は、これまでのやりかたを否定し、魂裸醒をたくさん生み出すことによってこの危機を脱だつすべし、と主張した。魂裸醒がたくさんいれば、個人個人の裸光吸収量の割り当ては、小さくなる。そうすれば後天性魂裸醒が過醒に陥ることがなくなるという主張である。

　この主張を、村の主流派はとんでもないと退けた。魂裸醒の力は村の中で秘密に受け継がれてきたものだ、不特定多数に魂裸醒の力を与あたえるのは即すなわち村を滅ほろぼす行こう為いである、というのが彼らの主張だった。

　二つの意見の対立はのっぴきならないところまでエスカレートし、ついに戸有内戦と呼ばれる激げき突とつに及およぶのだが──

「当時、対立は爆ばく発はつ寸前までいっていました。反主流派の人達が、村を出て行って亡命政権を作る、という噂うわさが流れていたくらいです。ちょうどその時でした──死んだと思われていた、八阪井三十四が村に戻ってきたのは」

「ふ～ん。七年間も一体何してたの」

「お母さんと同じように、昏睡し続けていたそうです。そして八阪井三十四は、『隕石調査の折、俺と五月さつきは亘理銑十郎によって殺されかけた』と言い出したんです」

　ふと、違い和わ感を覚えた。夏月が、母親のことは「お母さん」と呼ぶのに、父親のことは決して「お父さん」とは呼ばないことに。そこには、現在の父親である八阪井三み千ち人ととの呼び分けに配はい慮りよする、というだけではない、夏月の生の感情が感じられた。

「亘わた理りって、現在の戸有の指導者の？」

「はい。あの人も、隕石調査に赴おもむいていました。隕石調査のどさくさに紛まぎれて、当時ライバル関係にあった八阪井三十四を排はい除じよしにかかった、と言うんです。その告発で、村は大おお騒さわぎになりました。亘理さんはその頃ころ、既すでに戸有の指導者となっていましたから、反主流派は即そく座ざに八阪井三十四を自派のシンボルとして担かつぎ上げました」

「亘理の失しつ脚きやくを狙ねらって、か。でも、亘理氏は今も戸有の指導者であり続けている。ということは、──」

「はい。この話は捨て置けぬ、ということで村の中で審しん問もん会が開かれることになりました。ところが審問会が始まる寸前、事件が起きたんです」

　膝ひざの上にあった夏月の両手が、ぎゅっと握にぎられた。思い出すことに痛みを覚えているみたいだった。

「八阪井三十四の到とう来らい後、お母さんは意識を取り戻していたんです。まるで、夫の帰き還かんをずっと待ち続けていたみたいに……。あの日、本人たっての願いで、お母さんは審問会に出席することになっていました。私、お母さんの身み支じ度たくを手伝いに、療養所に行ったんです。でも、病室に入ろうとした寸前、男の人の絶ぜつ叫きようが聞こえて──」

「絶叫？」

「はい。病室に飛び込んだ時、そこにいたのは八阪井三十四でした。あの人は雄お叫たけびを上げると、私には一いつ切さい目もくれないで、窓を叩たたき割って外に飛び出していきました。私、何が起きたのかわからなかったんですけど、すぐに足あし下もとに血だまりができていることに気づいて、ベッドを見たら──」

　夏月は顔をゆがめ、口を引き結んだ。

「お母さんは、殺されていました」

「…………」

「そのあとのことはよく覚えていません。そこから先は頭の中にもやがかかっているみたいで、どうしても思い出せないんですよ。ただ、人から聞いた話によると、八阪井三十四はその後、審問会の会場を単身襲しゆう撃げきしたそうです。その混乱に乗じて、反主流派が決起して──戸有内乱になだれ込んだんです」
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　……そうだったのか。

　夏月の父は、夏月の母を殺して、さらに村に内乱をもたらした。

　僕は慄りつ然ぜんとした。それは、重い十じゆう字じ架かだ──十七歳の少女が背負うには、あまりに重すぎる。

「私は、八阪井三十四に聞かなければならないんです。何な故ぜお母さんを殺したのか……。それを知るためには、あの人と戦うことを厭いとわないつもりです」

　うつむいていた夏月が、頭をもたげた。その顔からは、表情が消え失うせていた。

「なるほどね……」

　敵と相対し、ブルー・ハンマーを振ふるう時、夏月は感情を消し去る。本人も無意識のうちに行っているらしい。何故そうなるのか、以前から不思議に思っていたのだが、今の話を聞いて、理由がかいま見えたような気がした。

　いつの日か、父と戦うためなのだ。

　母の死の真相を知り、仇かたきを討うつためには、肉親の情を捨てなければならない。夏月の背負った十字架が、夏月から表情を奪うばい去る。僕には、そう思えた。

「……醒せい核かくの話ですけど」夏月は話を進めた。「お母さんの身体からだから醒核が抜ぬき取られていたことが判明したのは、内乱が落ち着いてしばらくしてからのことでした。てっきり、八阪井三十四が持ち去ったものと思っていたんですけど……」

「今になって突とつ然ぜん、醒核だけが平磐にひょっこり姿を現したというわけか。しかし、村にとって醒核ってのはそんなに大事なものなの？」

「醒核を飲み込んだ時、もう一つ引き継つがれるものがあるんです」

「それは？」

「……記き憶おくです」

　その時、不意に車が停車した。窓から外を見ると、目的のホテルの玄げん関かんが見えた。

「細かいことは、多分井倉さんが説明してくれると思います。……行きましょう」

　そう言って、夏月は下車した。僕も続けて降り、足早にホテルへ向かった。




　　父と娘むすめ




「井倉さん！　お話があります」

　夏月はホテルの狭せまいロビーを大おお股またに歩きながら、大声で呼びかけた。

　井倉はロビーのソファに座り、新聞を読んでいた。夏月の声を聞きつけると、面めん倒どうくさそうに首を回して僕たちの姿を認める。意外な来訪者の登場に、井倉は驚おどろいたような顔つきを見せた。が、すぐに表情を押し隠かくす。

「あまり大きな声を出さないでくださいよ。もういい時間なんですから」

　午後十一時という時間は、平磐市では深夜と言って差し支つかえない時間だ。市内に点在するコンビニがことごとく閉店し、市内は完全な沈ちん黙もくに包まれる。明かりがついているのは、線路や一部の会社など、ごく特別な場所だけである。

「お話というのはなんですか？　ずいぶんお急ぎのようですが……」

「ステファニー・マクルーアと接せつ触しよくしました」

　井倉の言葉を遮さえぎるように、夏月は言った。

　ム、と井倉は言葉に詰つまった。はっきりと動どう揺ようを見せたが、それを取り繕つくろうように早口で言い返す。

「接触？……身み柄がらの確保はできなかったということですか。別に、そのようなことを報告されても困るんですけどね」

「はい。確保はできませんでした……ただ、説明を聞きに来たのです」

「…………」

　井倉は苦虫をかみつぶしたような顔をした。そこをとらえて夏月は言い立てる。

「どういうことなんですか……！　あれは間ま違ちがいなく、私の母の魂裸醒です！　なんであの子が母の魂裸醒を持っているんですか!?」

「……仕方ありませんねえ」

　座れ、と井倉は対面のソファを手で示した。言われるままに、夏月は着席した。僕は夏月の斜ななめ後ろに立つことにした。夏月の秘書、という感じでぴたりと直立する。

「このことは、できればあなたには伏ふせておきたかったんですけどね」

　と井倉が切り出すと、夏月はいきなり嚙かみついた。

「八阪井五月の娘として、私には知る権利があると思います」

　井倉は、渋しぶい顔でこれに応こたえた。

「ならば、お話ししましょう。話を全部聞けば、私の気き遣づかいも理解できるというものでしょう」そう前置きして、「その通りです。あの魂裸醒は、たしかにあなたの母親、八阪井五月さんの魂裸醒です」

「どうして、あの子が母さんの魂裸醒を身につけているんですか」

「細かい経けい緯いまでは説明しようがありませんが……四年前の内戦の折、五月さんの醒核が抜き取られ、持ち去られていたことは覚えていますね？　おそらくは八阪井三十四が持ち去っていったものと我々は判断していたのですが、どうやらそうではなかったようです」

「そのようですね」

　夏月の打つ相あい槌づちは、やたらと冷たく、事務的だった。急せかされるように、井倉は語を速める。

「丸住からの連れん絡らくが、そもそもの始まりでした。渉しよう猟りよう手しゆとして陸南市に入っていた丸住は、男お鹿がという脱だつ走そう者しやを追っていました。ある日、男鹿を始末したという報告をよこしたんですが、その際もう一つ重大な情報を喋しやべりました。男鹿が、五月さんの醒核を所持していたというのです」

「その、オガという人物は何者ですか？」

　口を挟はさんでみた。すると井倉はうっとうしそうに僕を見上げ、

「夏月さん、どうして部外者を連れてきたんですか？」

　人をいらつかせる口調で言った。

「彼は部外者ではありません」夏月は短く言い返した。「事件に巻き込まれている以上、十分当事者だと思いますが。知る権利があるはずです」

　この言葉に井倉は納なつ得とくしていないようだったが、それでも表向き平静を保って話を続けた。

「男鹿というのは、魂裸醒を研究していた男です。生理学的見地から、魂裸醒の力の働きを解き明かそうとしていました。四年前の内乱時に脱走しましたが、他の脱走者とは一線を引き、単身で逃とう亡ぼうしていたようですね。その男鹿を追っていたのが丸住だったわけです」

　なるほど、と僕は頷うなずいた。

「さて、男鹿から五月さんの醒せい核かくを手に入れた丸住は、私達に要求してきたのです──この醒核が欲しければ金をよこせ、さもなくばこの醒核は反乱派に渡わたす──と。もちろん、私達もはじめは半信半疑でした。とはいえ、男鹿が研究用に醒核を持ち去ったという可能性は十分に考えられる。丸住の言葉が真実だとすれば、大変なことになる。五月さんの醒核が反乱派の手に渡るということですからね。というわけで、私がこの件を丸く収めるべく派は遣けんされることになったのです」

「大変なことになる、とは？」

　質問すると、またも井倉は僕を嫌いやそうな目で見上げたが、特には何も口にしなかった。

「醒核を飲み込むということは、故人の記き憶おくを引き継つぐということです。今、ステファニー・マクルーアは八阪井五月さんの記憶を持っているんですよ。五月さんを殺した犯人を覚えているかもしれない、記憶をね」

　畳たたんだまま持ち続けていた新聞を、井倉はテーブルの上に放ほうり投げた。

「五月さんの醒核を手に入れたら、反乱派は『四年前、八阪井五月を殺したのは亘理銑十郎だ』という従来の主張を、より声こわ高だかに叫さけんでくるでしょう。故人の記憶が亘理先生の姿を見ている、などと言って、ね」

「八阪井三十四がお母さんを殺したところを、私がこの目で見たにもかかわらず……ですか」

　夏月が口を挟む。

　当たり前だ、というように井倉は鼻を鳴らした。

「残念ながら、村の人間全員が殺人の瞬しゆん間かんを見ているわけではありませんのでね。それに、当時あなたは……十三歳でしたか？　子供の言葉に信用はおけませんよ」

「そんな、──」

　夏月は反論しようとしたが、それ以上のことは何も言えなかった。

「反乱派の主張が支持を得る可能性は高いんですよ、五月さんの醒核を手にすれば。我々としては、これを看過することはできない」

　井倉は肩かたをすくめて両手を広げた。

「しかし、これは逆にチャンスだ、と亘理先生は考えました。亘理先生は私にこう命じました……丸住と会って、わざと交こう渉しようを決けつ裂れつさせろ、と。丸住を泳がせ、反乱派と接せつ触しよくさせることにしたのです。その目的は、八阪井三十四を引きずり出すことにありました」

「……なんですって」

　夏月が驚おどろきの声を漏もらした。

「よく考えてみてください。妻の醒核を取り返すチャンスが転がり込んできたが、戸有の方も醒核の奪だつ回かいを狙ねらっている。こんな状じよう況きようだったら、八阪井三十四が醒核の回収を他人に任せるわけがありますか？　これをエサにすれば必ずや八阪井三十四がつられて出てくる、と私は踏ふんだのです。八阪井三十四は反乱派の首しゆ魁かい、彼を潰つぶせば戸有に対する組織的な反はん攻こうが消しよう滅めつするであろうことは自明の理。そうではありませんか？」

「では、丸住一人を狩かり出すのに剣けん舞ばい連れん二人を連れてきた、というのも……」

「はい。丸住を処分するのはむしろ付ふ随ずい的な任務です。真の目的は、八阪井三十四をおびき出し、殺すことなんですよ」

　井倉は軽く腰こしを浮うかして居住まいを正し、深く腰こし掛かけて足を組み直した。

「これが、あなたに情報を伏ふせていた理由ですよ。たとえ相手が村に背そむいた脱走者といえど、いざ父と対たい峙じするとなれば動どう揺ようするのが当然ですからね。本当ならば、この作戦任務の間は一いつ切さいあなたと接触しないつもりでいたのですが、丸住が逃にげ込んだのがここ平磐で、しかも丸住の連れ、醒核を飲んだ少女がかつてあなたの家に住んでいた、となれば、協力を仰あおがないわけにはいきませんでした」

「…………」

　夏月は黙だまり込んでしまった。

　その表情には失望感が表れていた。村の上層部から信用されていなかったのだ、という事実に打ちのめされたかのごとく。

　が、この態度を納得したものと解かい釈しやくしたか、井倉は会見を切り上げるべく席から立ち上がった。

「事情は、そういうことです。まあ、この件はある程度メドが立ちつつありますので、あなた方の協力は、もはや必ずしも必要ではありません」

「メドが立った？」

　僕が聞き返すと、井倉はほんのわずかに口の端はしをつり上げ、笑った。

「八阪井三十四はＮＮＲのメンバーを使し役えきしてステファニー・マクルーアを捜さがしている。だから、逆にＮＮＲの人間に喋しやべらせれば芋いもづる式に八阪井の潜せん伏ぷく場所にたどり着く。そう睨にらんでいます」

「そうなんですか？」

「では逆に聞きますが、ＮＮＲの人間がマクルーアを捜しているのは何な故ぜですか？　マクルーアを捜す理由を持つのは反乱派であって、ＮＮＲには何の関係もない。私の目を恐おそれるが故ゆえ、八阪井自身は身を隠かくしてＮＮＲを使役し、人捜しを行っている。そう考えるのが自然ではありませんか？　ＮＮＲに命令を下す謎なぞの人物、ミスターＹの存在はあなた達も知っているでしょう」

　それは、たしかに自然な考え方だ。八阪井三十四が恐れているのは剣舞連の二名、迅と佐土原であって、決して井倉自身ではないと思うけど。

「というわけで、この件は我々の手でどうにかします。あなた方の協力は、もはや必要ではありません。……ま、あなた方が自発的に協力したいというのなら、私としても拒こばむ理由はありませんがね」

　そう言って、井倉は席を立った。




　車に乗り込んで自宅に帰る間、夏月はすっかり沈しずみ込んでいた。

　なにか、慰なぐさめの言葉をかけなきゃ──そう分かってはいたが、何を言えばいいのか、皆かい目もく見当がつかなかった。

　そもそも、今の僕が夏月を慰められる立場なのか。僕は夏月の信しん頼らいを裏切ったのだ──ステフをこっそりと匿かくまったという事実で。

　その上、先ほどの会見では、井倉達が──ひいては村が夏月を欺あざむいていたという事実が明らかになった。ダブルパンチを食くらって、夏月は悄しよう然ぜんとして車の隅すみに小さくなっていた。「平磐の平和を守ってくれ」と三千人さんに言われてガッツポーズをとっていた時の夏月と、なんたる落差か。

　だが、今の僕には、夏月を見ていることしかできなかった。今の僕に何かを言う資格はないような気がするし、夏月が背負っているものを知ってしまった今、何を言っても上うわ滑すべりしてしまう様な気がした。

　僕は夏月に話しかけることを諦あきらめ、頭の中で状況をまとめてみることにした。

　ステフの逃とう亡ぼうには、大きな背景があったのだ──戸有内乱という背景が。

　内乱の引き金となったのは、八阪井五月という人物の殺害だ。殺人の責めを負うべき人物として、戸有は八阪井三十四を、反乱派は亘理銑十郎を糾きゆう弾だんしている。それは、現在の戸有と反乱派の争いの焦しよう点てんのひとつになっている。

　夏月は殺人現場に立ち会った、と言っていた。が、十三歳の少女の証言など、覆くつがえす余地は多分にある。つまり、八阪井五月殺害の真相はいまだにはっきりしていない、ということなのだ──村の世論的には。

　そこにひょっこり、八阪井五月の記き憶おくを持つ少女、ステフが現れた。ステフは、八阪井五月を殺した犯人を「覚えている」可能性がある。双そう方ほうにとって、彼女の記憶は内戦時、自分たちの側に正義があったということを主張する強力な武器になる。

　いわば、「錦にしきの御み旗はた」である。

　道理で井倉達が必死になってステフを捜すわけだ。と同様に、反乱派も必死になってステフを捜している。どういうつもりか、ＮＮＲを使役して。何をどうすればあの連中を手足として使役できるのか、謎ではあるが。

　そんなことを考えているうちに、車は八阪井家に戻もどってきた。僕と夏月は下車し、運転手に礼を言った。

　黒くろ塗ぬりの車は、静かに去っていった。

「今後のことは、明日改めて相談しましょう」

　すっかり疲つかれ切った顔で、夏月は言った。

「そうだね」僕は同意した。「今日はほんとにごめんよ」

　夏月は何も答えなかった。

「……それじゃ、おやすみ」

　家に戻ろうと一歩踏ふみ出した時。

「……待ってください」

　急に夏月の手が伸のび、僕を捕つかまえた。

　夏月を見返すと、彼女は黙だまったまま「そっちを見て」と顎あごを小さく動かした。

　示した先は、八阪井家の玄げん関かん口ぐち。

　と、植え込みの裏側から、一つの人ひと影かげがぬっと現れた。

「やあ。久しぶりッスね、三助」

　僕の姿に、少女は軽く手を挙げて挨あい拶さつした。




　　激げき突とつ、赤と青




「うああ！」

　つい僕は叫さけび声を上げた。あたりは真っ暗くら闇やみ、見知らぬ人間がいきなり目の前に現れたら、誰だれだってビビる。

　いや、完全に見知らぬ相手ではなかった。

　以前出会った、黒木葉子と名乗った少女だった。前に会った時と全く同じ服装だったので、すぐに気がついた。

「どうして君がここにいるんだ!?」

「静かにした方がいいッス。ご近所さんに迷めい惑わくッスよ」

　葉子は落ち着き払はらっていた。まるで、この辺の住人であるかのように。

　それから夏月の方を見て、

「こっちも、お久しぶりッスね。か～づき～」

　陽気に話しかける。

「？……夏月、──」

　知り合いなの、と聞きかける。

　夏月の顔に張り付いていたのは、純じゆん粋すいな驚おどろきだった。久しく別れていた友人にばったり出くわした時のような。

　が、表情はみるみるうちに変化した。感情が消え失うせ、戦せん闘とう時の無表情の仮面が夏月の顔を覆おおい尽つくす。先ほどまでの元気のなさはどこへやら、背中と手足とピンと伸ばし、既すでに戦闘体勢に入っている。ついさっきまで冷え切っていた湯ゆ沸わかし器が突とつ然ぜん沸ふつ騰とうしたかのような──

「どうしたんだ、夏月……？」

　僕の声を、夏月はまるっきり無視した。葉子から視線を離はなさぬまま、

「何を……何をしにきたんですか……！」

　ギリリと歯をかみしめ、静かに声を発する。

　フウ、と息を吐はき、葉子は呆あきれたように両手を広げた。

「四年ぶりの再会だってのに、ずいぶんな挨拶ッスね。お互たがい息災でいたことを喜ぼうとか、そういう気持ちはないんスか？」

「あるとでも思うんですか？」

　夏月は一語一語をはっきりと発音した。

「冷たいッスねえ。四年もあれば人は変わるもんスかね……っとぉ」

　葉子の発言は途と中ちゆうで切れた。

　夏月がブルー・ハンマーをまとい、いきなり葉子に殴なぐりかかった。すっと身をかがめて直進、間合いを一挙に詰つめた。葉子の脇わき腹ばらめがけて、青い拳こぶしをねじ込もうとする。

　葉子の反応も早かった。地面を蹴けり、飛んで拳をかわすと、ひょいと道の脇のブロック塀べいに乗っかる。

　塀へいの高さは二メートル弱。常人が易やす々やすと飛び乗れるような高さではなかった。

「何しにきたんですか！　葉は月づき!!」

　葉子を見上げて、夏月が叫ぶ。

　……葉月？

　僕のマヌケ面づらを見とがめたのだろう、葉子は説明した。

「悪かったッスね、三助。黒木葉子ってのは偽ぎ名めいなんスよ」

「大助君！」夏月は僕に小さく横目を向けた。「葉月のこと、知ってるんですか！」

「あー、えーと」夏月の剣けん幕まくに押され、僕は数秒間言葉を失った。「ついこの間、ＡアンドＰストアが炎えん上じようした時に助けてもらったけど──葉月って？」

「八阪井葉月」夏月は短く言った。「私の双ふた子ごの姉し妹まいです」

「改めまして、こんばんは。八阪井葉月ッス」

　葉子──葉月はそう挨拶して、被かぶっていた帽ぼう子しを持ち上げた。

　大きな帽子の下から出てきたのは、夏月とうり二つの顔だった。

「な……えええッ!?」

　見れば見るほど二人はそっくりだった。顔だけではない、体つきも、雰ふん囲い気きも。違ちがうのは服装と髪かみ型がたくらいのものだ。

　寝ね耳みみに水だった。夏月に双子の姉妹がいた、だなんて。夏月も三千人さんもそんなこと、これまで一言たりとも教えてはくれなかった。

「裏切り者です」夏月は言い捨てた。「内戦の折、八阪井三十四にくっついて村を出て行った、脱だつ走そう者しやです」

「そうそう。あたしの方が、父さんに選ばれたってわけ」

　葉月は、優ゆう越えつ感を見せつけるかのようにニヤリと笑った。

「…………!!」

　突然、夏月の顔面が光を放ち始める。

　過か醒せい紋もんが、一挙に顔面を覆い尽くした。

「あなたと語ることなどありません！　撲ぼく滅めつします！」

　いきなりの宣言。右拳を突つきつけたかと思うと、一歩二歩と地面を蹴り、三歩目で飛んだ。塀を飛び越こえるような勢いで高く舞い、回し蹴りを放つ。

「うあッ」

　葉月は腕うでをかざし、キックを止めた。後方に飛んで勢いを殺しつつ、地面に着地する。

「そっちが喧けん嘩か売ろうってんなら、買わない理由はないッスね……」

　脳天気な態度をとり続けていた葉月が、急に表情を改める。獲え物ものを狙ねらうハンターの目を振ふり向けたかと思うと、幽ゆう体たいを発生させた。

　現れた幽体は、葉月の両手両足にまとわりつき、手てつ甲こう足甲の形を取った。夏月のブルー・ハンマーと酷こく似じした魂裸醒だった──ただ一点、手甲足甲の色が異なることを除いて。

　手甲足甲は、深しん紅くの輝かがやきを発していた。

「……撲滅するッ！　『レッド・ダイアモンド』ッ!!」

　葉月の顔面にも、一いつ瞬しゆんで過醒紋が駆かけ上がる。迫せまり来る夏月に真っ向からぶつかり、赤い閃せん光こうのようなハイキックを放って反はん撃げきに転じた。

「くぅッ」

　側頭部を襲おそう蹴りを、夏月は片腕をあげて受け止めた。完全に勢いを殺すことはできず、わずかに身体からだが折れ曲がる。

　隙すきを狙って、葉月は右左右とパンチ三連打を繰くり出した。

　夏月は最初の一発を肩かたにもらったが、二発目は受け止め、三発目はかわした。かわしざまに、カウンターパンチを返す。

　頭を大きく反らし、葉月は拳の直撃をなんとか回かい避ひした。が、夏月はそのまま肩口からの体当たりを仕し掛かけた。これはさすがによけきれず、葉月の身体が軽く浮うく。

　追い打ちとばかり、夏月が大きく身体を捻ひねり、あびせ蹴りを放った。

　頭上を襲う攻こう撃げきを、葉月は避さけようとせず、逆に踏ふみ込んだ。夏月の身体に組み付いて動きを封ふうじ、突き飛ばす。これはやや苦し紛まぎれの行動で、夏月だけでなく葉月もバランスを崩くずして、つい地面に膝ひざをついた。間合いが離はなれたものの、二人はすぐさま立ち上がって再さい激げき突とつする。

　過醒対過醒。二人の力は、拮きつ抗こうしていた。

「……止めなきゃ……でもどうすりゃ……!?」

　止めなくてはならない──が、どうやって割り込めばいいんだ。

　二人の戦いはあまりも疾はやく、強かった。ある時は敵を引き離そうと、ある時は敵を呼び込もうと、一瞬ごとに場所を変える。何が起きているのか、目で追うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　ほぼ互ご角かくに見える二人の戦いには、しかしほんのわずかに差があった。夏月は──彼女にしては珍めずらしく──強ごう引いんな戦いを仕掛けていた。一方で、葉月は夏月の焦あせりを見み抜ぬいてか、冷静に防ぼう御ぎよに徹てつしている。積極的な攻撃はほとんどない。夏月が押しているように見えるが、実は逆だ。葉月は反撃のチャンスをうかがい、待ち続けている。
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　夏月が無理に攻せめ立てるのは当然だ──過醒には、約三分という時間制限がある。

　過醒とはつまり、裸ら光こうを大量吸収して魂裸醒を強化することだ。しかし、裸光の大量吸収は、人体に大きな害を及およぼす。それゆえ、先天性魂裸醒の場合、体内にある醒せい核かくが裸光の過か剰じよう吸収を制限するのだ。

　過醒状態が終しゆう了りようした際、魂裸醒は数十秒から数分間、虚きよ脱だつ状態に陥おちいる。先に過醒を起こしたということは、先に虚脱状態に陥るということになる。はやる心が夏月の攻撃の正確さを乱し、ついには──

「……くああっ」

　弱い悲鳴を漏もらして、夏月は片膝を地面についた。それをきっかけにしたかのように、夏月の顔から過醒紋が波のように引いていく。

　過醒の時間切れだ。がくりともう片方の膝も落ち、ぺたりと両手を地面につく。

「もらったァァ──ッ!!」

　勝利を確信して、葉月が空から必殺の蹴けりを落としてくる。

　夏月は抵てい抗こうしようとした。が、地面についた腕はガクガク震ふるえ、足は全く動かない。

「夏月ッ！」

　咄とつ嗟さに、僕は飛んだ。二人の間に、無理矢理身体を割り込ませる。

「…………！」

　突とつ然ぜんのことに、それでも葉月は反応し、攻撃先をずらそうとした。が、時既すでに遅おそく、キックは僕の肋あばら骨ぼねあたりに炸さく裂れつする。

　ドスン、と鈍にぶい衝しよう撃げき。

　僕の身体は地面に叩たたきつけられ、ゴロゴロと数回転がった。

「ぐ……ううう……」

　至近距きよ離りでの爆ばく発はつを食くらったかのようだった。あまりの苦しさに、悲鳴を上げることすらできない。

　まったく動けなかった。

「……ありゃりゃ」

　僕にとどめを刺さすのは楽勝だったろう。が、葉月は途と方ほうに暮れたように立ちつくしていた。少し間を置き、葉月の顔面からも過醒紋が消えていった。がくり、とその場に膝を折る。

「……大助君……！」

　虚脱状態から抜け出しつつある夏月が、僕のもとに這はいながら寄ってきた。

　大だい丈じよう夫ぶさ、と僕は精一杯の笑えみを返そうとしたが、肋骨に痛みが走って表情が歪ゆがむ。

　キッ、と夏月は葉月を睨にらみつけた。

「悪かったッスよ。誤爆ッス」

　意外にも、葉月は素す直なおに謝った。地面に腰こしを下ろし、肩で息をしている。

「でも、悪いのは夏月ッスよ……あたしはケンカしにきたんじゃなくて、話をしにきたんスから」

「村を出たあなたと、話をすることなんてありません」

「母さんの話だって言ったら、どうスか？」

「…………」

　夏月は黙だまり込んだ。

「夏月」葉月は喋しやべり出した。「母さんの死の真相を明らかにしたいんだったら、ステファニー・マクルーアの身み柄がらをこっちによこすッス」

「そんなこと、できるもんですか」夏月は反論する。「あなた達反乱派に、お母さんの記き憶おくを渡わたすわけにはいきません」

「相変わらず頭固いッスね。亘理の手に母さんの醒核が渡ったら、おしまいッスよ。そんなこともわかんないんスか？」

　双ふた子ごの姉し妹まいをバカにするように、葉月は語る。

「亘理が醒核を回収しようとする理由はなんスか？　自分の犯おかした罪の証しよう拠こを隠いん滅めつしようとしているに決まってるじゃないスか。真実は闇やみの中、父さんの無実を証明する方法は無くなってしまう」

「私は見たんです！　お父さんが──八阪井三十四が、お母さんを殺すところを！」

「本当ッスか？　父さんが母さんを殺す、その瞬しゆん間かんを見たんスか？」

「それは、……！」

　反論しようとして、夏月は言葉に詰つまる。

「父さんは、病室についた時には母さんは既に殺されていたって言ってるッス。夏月が見たのは、多分そのあとのことッスよ」

　またも夏月は黙り込んでしまった。

　そろそろ葉月も虚脱状態から抜ぬけつつあるのだろう、膝ひざを立てて身を起こした。

「そもそも、──」今度は、僕に向かって語りかける。「あたしが平磐にやってきたのは、助けを求めてきた丸住義政と、ステファニー・マクルーアの救出のためッス。ところが、今もって丸住と連れん絡らくが取れてないんスよ。どうも丸住さん、のたれ死にしたっぽいッスね。だからあたし、ステファニーを必死になって捜さがしている最中なんス」

「……正確にはステフじゃなくて、八阪井五月の記憶が目的だろ」

　僕は口を挟はさんだ。いささかながら、肋骨の痛みはゆるみつつある。

「村に睨まれている人間は、みんなあたしらの同どう胞ほうッスよ。だからここ数日、君をつけ回してたんスよ」

「つけ回してた？　ストーカーかよ」

　僕は疑わしげに言い返した。が、思い当たる節はある。

「そうか……駐ちゆう車しや場じようが火の海になって、僕らが巻き込まれかけた時、助けてくれたのは、そういうことか。道理で都合よく出てきてくれたわけだ」

「君がステファニーと隣となり同士で幼おさな馴な染じみだったということは知ってたッス。だから、ステファニーが生きていれば、必ず君に接せつ触しよくしてくると踏ふんでたんスよ。ところが、あたしが君をつけ回すより先に、君がステファニーを匿かくまっていたとは、気がつかなかったッス」

「一足遅かったね。ステフはつい数時間前まで、すぐそこにいた。でも、もうどっかに行ってしまった。今いま頃ごろどこにいるのやら」

「状じよう況きようはわかったっしょ？　ステファニーの命を守りたいんだったら、あたしの話を吞のむしかない、ということが」

「ちょっと待ってくれ。ステフの身体からだから醒せい核かくだけを抜き取る、なんてことはできないのか？　戸有も君たちも、本当に欲しいのは八阪井五月の醒核なんだろ？」

「まあね。でも、どうやって醒核を取り出すんスか？　身体の中にあるんスよ……敢あえて取り出すというのなら、結局のところ本人を殺さなきゃならない」

「…………」

　僕は、返す言葉を失った。

「あたしに協力するしかないってことが、分かってもらえたッスか？」

　僕は困こん惑わくの表情で、夏月は冷たい怒いかりをたたえた目で、葉月を見た。すぐに何かを答えられるような気分ではなかった。

　伝えるべきことは伝わった、と葉月は判断したらしかった。ニヤリと笑うと、ポケットから一枚の紙し片へんを取り出し、僕の目の前に投げ落とす。

「それ、あたしの携けい帯たいの番号ッス。前に教えてくれって言ってたっしょ？　ステファニーの居場所をみつけたら、呼んで欲しいッス」

　そう言うと、葉月はすっと立ち上がった。僕らに背を向けると、歩み去ろうとする。

「待ちなさい、葉月……！」

　夏月が声をかける。葉月は小さく振ふり返って、

「でかい声出すとご近所に迷めい惑わくッスよ？　もう遅おそいし、今日は寝ねるッス。吉きつ報ぽうを待ってるッスよ～……」

　手を軽く振り、そのまま行ってしまった。

　下した唇くちびるをかみしめ、夏月は無防備に遠ざかっていく双子の片割れの背中をじっと見み詰つめ続けていた。やがて大きく肩かたを落とす。

「たしかに、今日はもう遅いですね……」

　冷たい表情がゆるみ、夏月の口調が普ふ段だんのものに戻もどる。気づかわしげに僕の肩に手を回し、

「大助君、立てますか」

　顔をのぞきこんできた。

「大だい丈じよう夫ぶだと思う……ううッ」

　身を起こそうとした途と端たん、またも痺しびれるような痛みが走った。身体を動かさずにいれば、痛くも痒かゆくもないのだが。とはいえ、痛みが完全に消え去るまで夜風に晒さらされているわけにもいかない。

　夏月は僕の肩の下に潜もぐり込み、

「……立ちますよ」

　身体を起こしてくれた。またも激痛が来たが、夏月の身体につかまっている分だけまだましだった。

「悪いけど夏月、部屋まで連れてってくれないか……？」

「もとより、そのつもりです」

　夏月はそのまま花谷家へ上がり、僕を部屋まで担かつぎ込んでくれた。

　夏月の手を借りながら、自分の身をゆっくりとベッドに横たえる。葉月に蹴けられたあたりがいまだに熱を持っていたが、寝ね返がえりでも打たない限り、怪け我がが声こわ高だかに自分の存在を叫さけぶことはないだろう。

「ありがとう、夏月」

　礼を言うと、夏月は首を横に振った。

「感謝しなきゃならないのは、私の方です。危ないところを助けてくれて、ありがとうございました」

　僕はあいまいに頷うなずき返した。あの時は、後先考えずに二人の間に割り込んだのだ。せめてパープル・シックルを挟はさみ込めば良かったのに。判断ミスによる自じ業ごう自じ得とくである。

　しかし、夏月に感謝されるのは、心ここ地ちのいいことだ。

「……今日のところはこれで失礼します」

　一礼し、夏月は部屋から出て行こうとした。ドアを開けかけて、ふと立ち止まる。

「……あの、……」

　僕の方を振り返り、何かを言おうとする。子犬のような瞳ひとみで僕をじっと見つめているが、言葉はなかなか出てこない。

「……なにか？」

　夏月は静かな足取りで僕の方に戻ってくると、ベッドのそばにひざまずいた。僕の手を取り、僕の目をのぞき込む。

「……もう一つ」声を絞しぼり出すように言う。「……謝らなくちゃなりません。大助君も、よかれと思ってステファニーさんをこっそり匿かくまったんでしょう？　それをあんな風に一方的に責め立ててしまって、──」

「気にしないで」僕は答えた。「一方的に責め立てられるだけのことを、僕はした」

　それ以上言わないで、とばかり夏月は僕の手を自分の額に当てた。祈りをささげるように。

「……ごめんなさい」

　しばらくその体勢でじっとしていた。

　やがて手を離はなす。そこにあったのは、今にも泣き出しそうながら、必死にほほ笑もうとしている夏月の顔だった。静かに立ち上がり、夏月はそのまま部屋の外へ出て行った。

　一人になり、暗くら闇やみの中に取り残される。

　ステフが狙ねらわれる真の理由を、僕は知った。すなわち、ステフは命ある限り、戸有に命を狙われ続けるのだ。

　結んだ約束──ステフを救うという約束を守る義務が、僕にはある。だが、今の状況を端的に言うならば、天秤の両側にステフと夏月が乗っているようなものだ。

　どちらかを取れば、どちらかが落っこちる。

　僕は一体どうすりゃいいんだ？

　…………

　都合良く天てん啓けいが閃ひらめくのを待っている間に、僕は眠ねむりに落ちた。




　　嘲あざけるものの座に座らぬ者は幸いなり




　翌朝。

　ベッドの中で身を起こしてから、昨晩腹部を蹴られたことを思い出した。動いただけで傷が響ひびくようなことは、もうなかった。

　シャツをめくって、蹴られたところを改めて見直す。

「うわあ……」

　オーストラリア大陸のような形状をした巨きよ大だいな痣あざが、そこに現れていた。

「……これはいわゆる聖せい痕こんというやつか？」

　今すぐオーストラリアに行けという神のご意志かもしれない。それにしても、自分で見ていて気持ち悪くなる痣である。魂裸醒の血は、怪我をすぐ治してくれるんじゃないのか？

　いや、すぐ治った結果がこれなのかもしれない。昨晩、実は肝かん臓ぞうが破は裂れつしていた可能性もある。

　学校に出る前、テレビを眺ながめていると、あるローカルニュースが目に止まった。

　国道沿いのファミリーレストランにて、乱らん闘とう騒さわぎが発生して多数怪我人が出た、という内容を伝えていた。地元の不良グループが騒ぎを起こしたものとして、警察は調査を進めているという。なお、ファミレスはさきの爆ばく発はつ事件に続いて再度休業に追い込まれたとのことである。

　ご愁しゆう傷しよう様さまとしか言いようがない。

「おい大助君、大変だぞ……！」

　と、パジャマ姿の叔お父じさんが、新聞を両手で広げたまま居間に入ってきた。花谷健けん太た郎ろう氏である。地元の企き業ぎように勤めるサラリーマンで、花谷家に婿むこ養よう子しとしてやってきた人物だ。

「どうしました？」

　聞き返すと、叔父さんは新聞を床ゆかに置いて地方面の一角を指さした。そこにはこのような文字が躍おどっていた──「陸南大講師殺害」と。

　陸南大学の非常勤講師、ベンジャミン・マクルーア氏が自宅にて殺害されているのを近所の住民が発見、通報した。マクルーア氏は死後数日経過しており、同時期に行方ゆくえ不明となっている娘むすめのステファニーさんが何らかの事件に巻き込まれた可能性があるとして、警察は調査に乗り出している──というものだった。

「これ、昔隣となりにいたベンさんだよな」

　叔父さんの問う声に、僕は「ええ……そうですね」と生返事を返すことしかできなかった。

「まったく、この間は車の爆発事故があったし、一体どうなっているんだか」

　叔父さんの嘆なげきはもっともだ。

　平磐に無数の魂裸醒が現れて以降、治安は坂を転げ落ちるように悪くなっている。ＮＮＲの存在がいい例だ。表向きその理由は明らかにはなっていないが、魂裸醒の力を持たない人々も肌はだで空気を感じ取っているようだ──叔父さんのように。

　魂裸醒で悪を為なす輩やからを討うつ、という九里浜探たん偵てい局の責務は重い。重すぎて、局員四名では手が回りかねる。三千人さんがうまいこと戸有上層部を説得してくれますように、と願わずにはいられない。




　個人がいかなる事情を抱かかえていようとも、期末テストは受けなければならない。

　やっとのことで、テスト最終日にたどり着いたという感じである。この数日間、僕はテストに集中できる状態ではなかった──肉体的にも精神的にも。テストなんか受けてられっかー、と叫さけんで窓から飛び降りたくなる衝しよう動どうを、何度抑おさえねばならなかったことか。まして数学等の苦手教科のテストともなると、現実逃とう避ひの衝動はいや増すばかりだ。サインコサインタンジェントが食い物の名前であれば、この世はもっと住みよい場所になっているはずだろうに。

　テスト中も休み時間も、寝ねても覚めても、どうしても一つの疑問が頭の中で渦うずを巻いて離れなかった──

　これから僕はどうすればいいのか。

　状じよう況きようを突つき詰つめて考えると、僕が取るべき行動は二択たくに絞しぼられる。

　一つは、ステフを救うこと。それはステフの命を狙う戸有と敵対する行こう為いであり、ひいては夏月と対立することになるのだ。

　もう一つは、夏月の立場に同調し、何もしないこと。この場合、戸有からはなんのおとがめもないが、ステフを見殺しにすることになる。

「……これが葛かつ藤とうというやつか……」

　己おのれの無力さを痛感せずにはいられない。おのれー。

　結局のところ、僕はちっぽけな一人の人間なのだ。漫まん画がの主人公ならば、誰だれにも負けない力を振ふり回し、あらゆる悩なやみを一刀両断に解決することができる。だが、僕にはそんなことはできそうもない。残念ながら、「カッコイイ三み鶴つる城ぎ大助が悪い魂裸醒をズバッバシュと秒殺だ！」という風にはいかないのだ。というか悪い魂裸醒ってのは誰のことだ？

　魂裸醒という力を手に入れたことで、もっといろんな大きなことができるようになる、と思っていた。それは錯さつ覚かくだったようだ。

　チックショウ。

　悪い奴やつらをビシバシ倒たおして女の子にモテてウッハウハという人生を夢見ていたのに。現実はそう甘くない。

　そんなことを考えているうちにテスト時間は終しゆう了りようした。普ふ通つうであれば昼で放ほう免めんということになるのだが、あいにく今日はテスト最終日だ。どういうわけだかうちの学校、最終日はテスト後普通に授業をやりやがるのである。というわけで、放課後となったのは、窓からまぶしい西日が差し込む頃ころだった。

「食料買いに行かなくちゃ……」

　と言いかけてから、ハッとする。

　……もう、僕の部屋にステフはいないんだった。

　これからどうしたものか、呆ぼう然ぜんとしていると、視界についと九里浜が進み出てきた。

「三助。さっさと来なさい」

　強ごう引いんに僕の腕うでを取り、どこかへ連れて行こうとする。

「どうしたの九里浜。動物園に行ってきたいなら一人で行ってこいよ」

「何をわけわかんないこと言ってんのよぅ。さっさと夏月ん家に行くよ」

「何なに故ゆえに」

「裁判に決まってるでしょ」

　裁判？

　その言葉に疑問を覚えつつ、僕は引っ張られるままに立ち上がった。

「昨日はうやむやになっちゃったけど、あんたがステファニー・マクルーアを匿かくまっていた罪は重い。だから裁く」

　突き刺さすような視線で僕を睨にらみつける。

「えーと、君たちを欺あざむいていたことは謝るけど、裁判を開くのは大げさに過ぎるような気がするな」

「これからの行動方針を決めるためにも、一度集まって話し合った方がいいと思うんですよ」

　背後から声。見れば、すぐそばに夏月が立っていた。

「そォそォ。どォ動くべきか、きっちり打ち合わせする必要がある」

　その隣となりには長坂がいた。責める口調ではあったが、顔つきはいつものように無表情だった。

「言い訳はあとでとっくり聞かせてもらうかんね。さっさと行くよ」

　苛いら立だちを一いつ切さい隠かくそうとせず、九里浜は急せかした。僕はなんの抵てい抗こうもせずに、ズルズルと引っ張られていった。




　現住人はたった二名であるにもかかわらず、八阪井家の食しよく卓たくは八人くらい座れそうな大きなものだった。前の住人、マクルーア氏が残していったものをそのまま使っているからである。マクルーア家もやはり父と娘むすめの二人しかいなかったのだが、マクルーア氏はしょっちゅう人を家に招いて歓かん待たいしていたので、食卓は常にそのサイズに見合った着席者を確保していた。かつては花谷家と合同で夕食会を開いたりしたものである。

　伊勢谷景が遅おくれて到とう着ちやくした時、その四角いテーブルには、一辺につき一名が着席していた。僕の正面には九里浜、左右には長坂と夏月が控ひかえている。

「……今から一体、何をするの」

　伊勢谷は物々しい雰ふん囲い気きを敏びん感かんに感じ取り、不思議そうな顔をする。

「裁判よぅ、裁判」九里浜は伊勢谷にガンを飛ばした。「あんたも立派な共犯者だから、三助の横に座りなさい」

　共犯者、という言葉を聞いて、伊勢谷は僕をまじまじと見つめた。

「実は、全すべてばれた」僕は告白した。「一いつ緒しよに裁きを受けてくれ」

　伊勢谷は、席の配置に目をやった。

「……被ひ告こくの君がここにいる、ということは」

　そう言って、対面の席に目をやる。そこに着席しているのは、肉叩たたきハンマーを持った九里浜だった。

「あたしが裁判官をやる」

　よく通る声で、九里浜は宣言した。

　伊勢谷は無言で背を向け、立ち去ろうとした。

「待ってよ伊勢谷！」僕は伊勢谷にすがりついた。「死ぬ時は一いち蓮れん托たく生しようって約束したじゃないか！」

「……約束してない！　なんで私があいつに裁かれなきゃならないの！　猿さるにハンマーを握にぎってもらった方がまだまし……！」

　伊勢谷にしては珍めずらしく、大きな声を上げて嫌いやがる。

「猿ですって!?　ちょっとあんた、何言ってんのよぅ！」

　もちろん、九里浜は伊勢谷に嚙かみついた。犬けん猿えんの仲という言葉を地で行くような有様だった。

「二人とも待て」長坂が妥だ協きよう案あんを持ち出した。「この場合、八阪井が裁判官をやるべきじゃねェのか？　最終的な判断を下すのは八阪井なんだしよォ」

　反射的に九里浜は長坂を睨んだが、少し考えてからその指し摘てきが妥当であることに気がついたのだろう、夏月と席を替かわった。

「んじゃ、あたしは検事をやる。長坂は弁護人ね」

　これ以上ごねるのも大人げないと思ったか、伊勢谷も黙だまって僕の隣の椅い子すに座った。

　検事役の九里浜は、手に持ったハンマーでテーブルを軽く二度叩いた。裁判の席でハンマーを持つのは裁判官の役だと思うのだが。

「……さ、被告、なんの件で訴うつたえられてるかはわかってるでしょ？　言いたいことがあったら、申し開きをしなさい」

「なんという適当な冒ぼう頭とう陳ちん述じゆつだ」僕は呆あきれた。「……そもそも、僕には申し開きをすることなんて、ないよ。幼おさな馴な染じみが追われていたから、自分の家に匿った。それだけのことだ。もちろん、君達に徒労を強しいたことは謝るよ。でも、あんな状じよう況きようで僕に何ができたと言うんだ」

「少なくとも、あたし達に相談することはできたと思うけど」

　検事の追つい及きゆうは厳しかった。

「当初の見込みでは、ステフを匿うのはせいぜい二日で済むはずだった。だから、わざわざ君達に話を持ちかけるという危険を冒おかしたくはなかった。ま、どうしても女手が必要になったんで、伊勢谷に相談したけどね」
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「伊勢谷じゃなくても、女手ならここに四本あるじゃないのよぅ」

　九里浜は、裁判官席と検事席を交こう互ごに指した。

「村の人間とのつながりを考えると、夏月に話をするのは危険だと思った。九里浜については、──」

　それ以上言うのはためらわれるところだが、仕方がない。僕は正直な意見を述べた。

「──機密の保護に関して漏ろう洩えいが発生する可能性を看過し得なかった」

「『口が軽いからばらされると思った』って簡単に言いなさいよこのアホゥ！」

　九里浜は肉叩きハンマーで僕の頭を殴なぐりにかかった。

「待て九里浜！　法ほう廷てい侮ぶ辱じよく罪ざいだぞ！」

　長坂がテーブルの反対側から止めにかかる。しかし怒いかりは収まらない様子で、僕に向かって怒ど鳴なり声をぶつけてくる。

「アホ三助！　あたしが信用できないって言うの!?　ちょっとそれ、いくらなんでも冷たすぎるじゃないのよぅ！　あんたが幼馴染みを匿かくまっている話を聞いたら、あたしが速そつ攻こうで戸有の人たちにチクるとでも思ったわけ!?　あたしらの関係ってそんなものだったの!?」

　僕を責めるその論調は、普ふ段だんとちょっと違ちがった。

　九里浜は本気で怒っていた。

　それもそうだ。「九里浜は信用できない」と行動で示したのだ。友達同士、と思っている相手からそんなことをされれば、そりゃ怒おこるだろう。

「ごめんよ、九里浜。僕が悪かった」

　ここ数日誰だれにも彼にも謝ってばかりだなあ、と思いつつ、頭を下げる。自じ業ごう自じ得とくというやつだから仕方がない。

「でも、僕としては絶対に失敗するわけにはいかなかったんだ。戸有の人間にばれれば、ステフは間違いなく殺される。アリの穴から堤つつみも崩くずれるっていうだろ……伊勢谷が一番安全だ、と僕は判断した。それだけのことさ」

「殺される、ってェのは……百パーセント間違いなく、か。交こう渉しようの余地はないのか？」

　確かく認にんのために、長坂が質問する。

　僕は両手を広げ、否定した。

「余地はない。戸有には、どうしてもステフを殺さなければならない理由がある」

　ステフが醒せい核かくを飲み込んでいること、その醒核は夏月の母親のものだったこと、醒核を飲み込んだ者は記き憶おくを引き継つぐこと、そして夏月の母親を殺した犯人は判然とはしていないこと。そういったことを、僕は説明した──夏月の補足に助けられながら。

「……記憶を引き継ぐ」伊勢谷は言った。「神山の醒核を飲み込んだ私は、神山の記憶を受け継いでいるということ？」

「ああ。そういうことになりますね」

　夏月から返事をもらうと、伊勢谷は急に自分のカバンに手を突つっ込んだ。ノートを一冊取り出してページを開き、夏月に押しやる。

「……見て欲しい、八阪井。最近、よく妙みような夢を見る」

　鉛えん筆ぴつ書きの風景画を見ると、夏月は目を大きくした。

「うわあ。景ちゃん、絵が上手ですねー」

「……そんなことはどうでもいい。これはもしかして戸有の風景じゃないか、と問いたい」

　言われて夏月は黙り込んだ。が、ほとんど間を置かず、

「あ、そうですね。これ、村の集会所のあたりの風景ですよ。これが集会所で、道の反対側には療りよう養よう所じよ」

　その答えをもらうと、伊勢谷は荷物を下ろしたように息を吐はき出した。

「……なるほど。そういうことね」

「と、こんな風に」九里浜と長坂に、僕は話しかけた。「ステフは殺された人の記憶を持っている、というわけさ」

「殺された時のことを覚えているなんて、探たん偵ていの出番がないじゃないのよぅ」

　九里浜は苦い顔をした。

「そのステファニーを戸有が殺そうとしている、ってェことは、……殺人の記憶は、村にとってかなりまずいってことか」

　長坂の意見に、僕は同意して頷うなずいた。

「そう考えざるを得ない」

　険しい顔つきのまま、夏月は何も反論しなかった。村の人間として、弁明すべき立場であるにもかかわらず。昨晩の葉月との接せつ触しよくが、心の内に重くのしかかっているのか。

　少し間を置いてから、僕はきっぱりと宣言した。

「僕としては、反乱派に加担するしかないと思う」

　四人は四様の驚おどろき顔を見せた。

「本気で言ってんのか、三助」

「もちろんさ」僕は長坂を見返した。「これが、理性的に導き得うる唯ゆい一いつの結論だ。今日、テストの最中、ずっと考えていたけど……」

「……テスト中ずっと？」長坂が言った。「なかなかデンジャラスなことをする」

「テストの結果もデンジャラスな事になっているだろう」僕は嘆たん息そくした。「ま、そんなことはどうでもいい。とにかく、ステフを救うには、彼女を反乱派の手にゆだねるしかない。戸有がステフを殺すというのなら、僕は戸有に敵対行こう為いを働くしか道はない」

「それは──それは困ります」夏月は軽く腰こしを浮うかした。「戸有に背そむくだなんて、それがどういう結果を招くことになるかわかっているんですか」

「今後、村の方からお茶会に誘さそわれることはないだろう。覚かく悟ごはできている」

「佐土原さんや迅さんに狙ねらわれることになるんですよ」

「…………ばれないように、こっそりやる」

　語調が急速にトーンダウンした。それと自覚して僕は声をはり上げた。

「それに！　この間のＡアンドロの事故もファミレスの事故も、剣けん舞ばい連れんの仕業だ。あんな奴らにステフは渡せない！」

　そう言い切った後、夏月を見やる。

「……それより、君はどうなんだ。今回の件について、君の意見は？」

　問い返された夏月は言葉に詰つまった。

「ステファニーさんを反乱派と合流させるわけにはいきません。反乱派を勢いづかせることになれば、再び戸有内乱級の激げき突とつが起きます。しかも今度は、平磐を舞ぶ台たいにしての大戦争になるでしょう。その芽は、未然に摘つみ取らなければなりません」

　しばし考えた後に夏月は返答したが、その口調は弱く、戸と惑まどいが色いろ濃こく含ふくまれていた。

「……というのが、村の人間という立場からの意見です」

　自信無さそうに付け加える。

「将来の惨さん禍かを防ぐためには、ステフの命を犠ぎ牲せいにしてもいいと？」

　全員が黙だまり込んでしまった。追い打ちとばかり、僕はさらに言い立てた。

「長坂や九里浜にも問いたい。例えば葛東絵美果が、あるいは九里浜豪ごうがステフみたいな立場にいたら、どうする。唯い々い諾だく々だくと村の言うことを聞くのか」

「あたしは逆のことを三助に聞きたい」すぐさま九里浜が尋たずねてきた。「例えば豪が、村に命を狙われたとしたら、三助はどうする？」

「そりゃ、──」

　すぐに言い返そうとして、僕は言葉を切った。こう切り返されるとは意外だった。

「──豪を助けるさ。僕に何ができるか、わからないけれど」

　少し考えてから、僕は答えた。

「そう」九里浜は自分の手をハンマーで打った。「誰だれだってそうする。あたしもそうする」

「……ってことは、──」

「あたし、この話乗った。──話を聞く限り、戸有の側に正義があるとは思えない」

「僕の味方についてくれるのか」

「なに当たり前のこと言ってんのよぅ」九里浜は不敵な笑えみを浮かべた。「あたしは探偵局長で、あんたは探偵局員。今まで、あたしがあんたの敵になったことが、一度でもあった？」

　僕は指を折って数え始めた。

　九里浜はハンマーで僕の頭を打とうとした。咄とつ嗟さに手を伸のばし、僕は九里浜の腕うでを押さえる。

「僕をミンチ肉にするつもりかキサマ！」

「せっかくあんたの味方してやろうって言ってんのに、なんなのよぅあんたの態度はッ！」

　取っ組み合う僕と九里浜を無視し、長坂は夏月を見た。

「俺達は村の人間じゃねェし、村から雇やとわれているわけでもねェ。今回ばかりは、村の言うことは聞けねェな。……というのが、平磐の人間という立場の意見だ」

　夏月はすっかり疲つかれ切った顔でうつむいていた。それに気づいて、九里浜の腕から力が抜ぬける。僕は手を離はなし、夏月と向き合った。

「どうだろう、夏月。僕がこんなことを言うのは差し出口だと思う。でも、ステフを戸有に引き渡わたせば、君の母親の死の真相はわからなくなるだろう」

「そう……そうですね」

　夏月は天てん井じようを仰あおいだ。

「私は、真実を知りたい。村が真実を握にぎりつぶそうというのなら、村に逆らうのも仕方のないこと……かもしれません……今回に限っては」

「じゃあ、夏月……！」

「はい」決意は固まった、という目で、夏月は僕を見た。「協力します……ステファニーさんを逃にがすことに。……もちろん、こっそりと、ですよ」

「そりゃもちろん。夏月の立場が分からないとでも思う？」

　僕は笑顔で応じた。

「オッケー。九里浜探たん偵てい局の態度はこれで決定。局員全員、ステファニー・マクルーアの救出に全力を尽つくすこと。これでいい？」

　九里浜が、全員を見回しながら言う。

「ありがたい」と僕。

「できるだけのことはやります」と夏月。

「村に一ひと泡あわ吹ふかそうってこったな。ちょと楽しくなってきた」と長坂。

「……私、いつの間に探偵局員になったの？」

　最後に伊勢谷が呟つぶやいた。




　　はじめての無む免めん許きよ運転




「僕達がやるべきは、井倉達より先にステフを捜さがし出すことだ」

　そう言いつつ、僕はテーブル上に平磐市中心部の地図を広げた。各方向から、全員が地図をのぞき込む。

「ステフを先に捜し出せば、あとはこっちのものだ──僕達には、反乱派とのチャンネルがある」

「へ？」九里浜が妙みような声を出した。「謎なぞのミスターＹとの連れん絡らく口ぐちがあるの？」

　僕と夏月は顔を見合わせた。

「はい……間接的に、ですけどね」

　八阪井葉月の背後には、八阪井三十四──ミスターＹがいるはずだ。

「ミスターＹに連絡をつけて、ステフの身み柄がらを預かってもらう。ステフの命を救うには、それしかない」

「完かん璧ぺきな作戦だ」長坂は言った。「問題は一つ、ステファニーを捜し出せるかどォかだが」

「そこはもう、山を張るしかない。幸い、僕はステフが行きそうな場所を何カ所か知っている」

　用意したピンを取り出し、僕は地図上に刺さし込んでいった。

「ものの見事にバラバラねえ」

　僕の作業を見ながら、九里浜が言う。

「ステフは活動的な子だったからね。ここに引っ越こして一ヶ月かそこらの時に、一人で勝手に電車に乗って仙台まで行って、警察の世話になったくらいだ……こんなもんかな」

　作業を終えた頃ころには、地図に立った針の数は二十本ちょっとになっていた。

　僕は一同をぐるりと見回した。

「考え得うる場所はだいたい三地域くらいかな。僕とステフが通っていた平磐中学方面、平磐城公園、あとは市役所周辺。これを手分けして捜そう。井倉達にばれないよう、先に見つけ出すんだ。残された時間は少ないと考えた方がいい」

「……市役所周辺は私にまかせて。磐ばん清せい園えんの近所だし」

　まず伊勢谷が申し出る。すると九里浜が身を乗り出し、

「んじゃあたしは平磐中学周辺をあたる。ここから結構近所ね」

「ってことは俺が平磐城公園担当か？　あんな広い所、一人で捜しきれるかね」

　長坂が疑わしげに腕を組む。

「それもそうだ」僕は言った。「それじゃ、僕も公園に行こう」

「……三鶴城。君はリーダーとして、作戦本部に居残るべき。この地図を見ながら状じよう況きようを統とう括かつする奴やつが要いるでしょ」

　伊勢谷が待ったをかけると、珍めずらしく九里浜もそれに同調する。

「そうそう、あんたはここで休んでなさい。ここ数日間、あんたが一人で頑がん張ばってたんだから、今度はあたし達が動く番」

「それがいいですよ」夏月も同意を示す。「それでは私が公園に、──」

「……いえ、八阪井もここに残った方がいい。なにか不ふ慮りよの事態が起きた時、すぐに動けるように」

　伊勢谷はそう言って、席を立った。

「……それじゃ、さっそく取りかかりましょ。もう日も暮れかけているし」

「オーケイ」僕は号令をかけた。「九里浜探偵局、出動！」

「それはあたしの台詞せりふよぅ！」

　もちろん、九里浜は文句を垂れた。

　伊勢谷、九里浜、長坂は、自分の担当地区目指してバラバラに去っていく。玄げん関かん口ぐちで、僕と夏月は彼らの背中を見送った。

　見えなくなる寸前、只ただ一人伊勢谷はくるりと振ふり返った。指で僕を指し、指先を小さく振って夏月を示し、バチーンと不器用なウィンクを投げてよこす。そしてそそくさと去っていった。

「……なんでしょう、今の？」

　今のは、僕に対するメッセージだろう──「この機会に八阪井ときっちり仲直りしなさい」という。

「まあ、いい」僕は言った。「みんながそう言うなら、休ませてもらうことにするさ。お茶でも飲んで、吉きつ報ぽうを待とう」

「そうですね」

　夏月にお茶を用意してもらい、僕は居間のソファに座り込んだ。夏月は隣となりの席に座った──が、それきり黙だまり込んでしまった。ひたすらに茶をすすり続ける。

　ステフを匿いはじめてから数日間、色々なことがありすぎた。心の整理がついていないのだ──僕も、夏月も。お互い、何を話せばいいのかわからない。

　……だが、こんな沈ちん黙もくは耐たえ難がたい。僕は意を決しておそるおそる話しかけた。

「……双ふた子ごの姉し妹まいがいたなんて、初耳だったよ」

　夏月は、静かに茶ちや碗わんをテーブルに置いた。

「そうですね。話したこと、なかったですから」

　す、と夏月の顔から感情が失うせていく。

「待って。ねえ、夏月、そんな顔をするのはやめてくれないか」

　はっと夏月は息を吞のんだ。

「……私、変な顔してました？」

「ああ。敵と戦う時の顔だ」

　指し摘てきされて、夏月は眉まゆをひそめた。

「君達の間に何があったのか、僕は知らないけどさ。そんなに、双子の姉妹が嫌きらいなの」

「それは……葉月は、敵ですから」

　ふう、と僕は息を吐はいた。しばらく間を置いてから、話しかける。

「僕には、兄がいた」

「……今、大阪で就職している人……ですよね」

「それは、哲矢兄さんだ。実は上にもう一人、昂こう治じという名の兄さんがいた。十一歳も上の兄だったけど、よく遊んでもらったもんだよ。僕がゴムボールを投げて、昂治兄さんがプラスチックのバットで打って、それを哲矢兄さんが拾って、って風に。あの頃は暇ひまさえあれば野球ごっこをやっていたような気がする」

　突とつ然ぜんに思い出話を持ち出され、夏月は不思議そうな顔をしていた。興味はあるらしく、僕の顔をのぞき込んでくる。

「ある日、僕は癇かん癪しやくを起こしたかなんかで、ボールを窓ガラスにぶつけて割ったことがある。昂治兄さんは怒おこって、僕からボールを取り上げた。その数日後、沼渡田隕いん石せき災害が起きて、兄さんはボランティア活動に向かった──いない間にいたずらされないよう、僕のボールを持ったまま。でも兄さんは沼渡田で行方ゆくえ不明になって、それ以来家に帰ってきていない」

「…………」

「僕は待ち続けた。何日かすれば、兄さんがボールを持って戻もどってくるんじゃないか、その時に謝らなくちゃ、ってね。でも、何週間経たっても、何ヶ月経っても、一年経っても兄さんは戻ってこなかった。ついに僕は悟さとった──兄さんに謝って、もう一回野球ごっこで遊んでもらうことは、決してできないんだ、と」

「……そうですか」

「何が言いたいのかというと」僕は夏月を指さした。「兄弟姉妹ってのはかけがえのない存在だ。生きてさえいれば、和解はできる──というか、しなくちゃならない」

　夏月は、納得しかねる、というふうにうつむいた。

「……ま、差し出口だろうけどさ」

　我ながら説教臭くさいことを言ってしまったかな？

　その時、八阪井家の据すえ付け電話が鳴った。

　話を切り替かえるチャンスと思ったか、夏月はすぐさま受話器を取り上げ、通話を開始した。「はい」「はい」と相あい槌づちを打ちながら、時折驚おどろきの声を交える。

　僕は黙って夏月の通話の様子を見守り続けた。

　約三分後、夏月は受話器を置くと、僕の顔を見返して言った。

「井倉さんからでした。まずいです」

「……まずい？」

「ミスターＹの潜せん伏ぷく場所が判明したから、今から襲しゆう撃げきする、と言ってます」

「ついにわかったの？」

「佐土原さんが、ＮＮＲのメンバーに尋じん問もんした結果、わかったそうです」

　昨晩とっつかまえた石島を拷ごう問もんして吐かせたのだろう。一体どのような残ざん虐ぎやく行こう為いがなされたのやら。想像するだに恐おそろしい。

「布袋の採石工場って知ってます？」

「知ってる。山の中にある廃はい工場だね。……最近は、ＮＮＲの連中がうろついてるから、近づくなって言われてるけど」

「そこに数日前男がやってきて、ＮＮＲのリーダーの彼女を人ひと質じちに取ったそうなんです。『この女を返して欲しければ、ステファニー・マクルーアという少女を捜さがせ』とか言って。それで、ＮＮＲはやむなく人捜しにつきあわされているんだそうです。で、当人は廃工場内に潜ひそんでいるらしい、とのことです」

「思い出した！」僕はパーンと手を打った。「九里浜が追っていた、失しつ踪そうした少女のことか。……江藤美砂とか言ったか？」

　身の回りのバタバタで、そんなことすっかり忘れていた。

「……あ。言われてみれば、そうですね」

　夏月も今思い出したらしい。

　どうやら、「石島の入院と江藤の失踪はつながりがある」という九里浜の山やま勘かんは当たっていたようだ。九里浜の奴やつ、時折独断と偏へん見けんで真実を見み抜ぬくことがあるから困りものである。

「……それにしても、廃工場とはね。潜伏場所としてはいい場所かもしれない。井倉達、今からそこを襲撃するの」

「はい。都合が良ければ手を貸すように、と言われました」夏月は深刻な顔をして、「これはまずいですよ。ステファニーさんを見つけても、ミスターＹ──八阪井三十四が捕つかまったら、意味がない」

　その通りだ。ステフを逃にがすプランの前提が崩くずれることになる。

「大助君、メモを貸してください。番号を書いたやつ」

「葉月に連れん絡らくするのか」

「この際背に腹は換かえられません──情報をリークしなきゃ」

　昨晩葉月にもらった紙し片へんを、僕はカバンから取り出して夏月に手て渡わたした。

　夏月はすぐに番号を打ち込み、携けい帯たい電話を耳に当てた。

　しかし、いつまで経っても夏月の唇くちびるは動かなかった。

「繫つながらない──！」業ごうを煮にやし、夏月は携帯電話を閉じた。「こんな時に！」

「こうなったら、行くしかないね」僕は考えながら喋しやべった。「直接廃工場に行って、君は井倉に従うふりをするんだ。そしてこっそり井倉達の足を引っ張れ。僕はミスターＹの助すけ太だ刀ちをする」

「助太刀って、井倉さん達にばれますよ」

「僕の魂裸醒は、棍こんからサイに変形する。覆ふく面めんでも被かぶれば、他人のふりをすることは可能なはずだ。謎なぞの象切り職人佐さ久く間ま象ぞう斬ざんとでも名乗ることにする」

「それはちょっと無茶なんでは……」

　ごく当然の夏月の心配を、僕は認めた。

「無茶は承知。それでもとにかく、行かなくちゃならない。だろ」

　夏月の返事も待たず、僕は駆かけだした。

　八阪井家の玄げん関かんには、鍵かぎやら懐かい中ちゆう電灯やらがぶら下げられていた。僕はその中から鍵を一つ選んでつかみ取った。

「それ、軽トラの鍵ですよ」

　あとからついてきた夏月が注意する。僕は頷うなずいた。

「これで問題ない」

　庭へ飛び出ると、あたりはすっかり暗くなってしまっていた。

　車庫に向かう。そこには、ここ数日運転されていない三千人さんの軽トラが静かに佇たたずんでいた。

「軽トラを動かすんですか」

「うん。さすがに廃工場みたいな山の中となると、自転車で行くのは無理だ。どうしても車がいる」

「そうじゃなくて。大助君、車を運転できるんですか」

「……いい質問だ」

　一いつ拍ぱくおいてから夏月に向き直り、親指を天に向かって突つき立てる。

「誰だれにだって、初体験ってのはあるものさ」

　がっくりとずっこける夏月を尻しり目めに、僕は運転席に乗り込んだ。

「さて。鍵を入れる穴はどこにあるんだろう」

「ちょっと待ってくださいよ。本気で運転の仕方を知らないんですか」

　夏月も助手席に乗り込んでくる。その顔には、なにか観念したような諦あきらめたような表情が浮うかんでいたが。

「そりゃまあ。学校で教わってないし」

「まあ、二高に自動車学科はないですもんね……」

「お。鍵穴はコレか」

　鍵がズボッとはまったので、回る方向に回す。

　すると、ラジオが鳴りだした──が、エンジンはうんともすんとも言わなかった。

「もっと鍵を回してください。父さんはいつもそうしてます」

　言われた通りに手首を捻ひねる。途と端たん、えらい音が轟とどろいた。

「ひゃあ！」

　思わず僕は悲鳴を上げた。それを見て夏月は頭を抱かかえる。

「エンジンがかかっただけですよ」

　たしかに、エンジン音が唸うなり続けている。つまりエンジンがかかったということだ。

「えーと、何をどうすれば前に進むのかな。多分、ハンドルを回すだけでは前進しないと思うけど」

「その前に、ヘッドライトをつけたほうがいいのでは？」

　僕はハンドルまわりを見回した。が、どれをどう操作すればヘッドライトがつくのか、一目見ただけでは分からなかった。

「えーと、僕は目がいいからライトつけなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「……無灯火で走ったら、他ほかの車が迷めい惑わくです」

「なるほど。一本取られた」

　適当に、ハンドルの横から出ているレバーをひねってみる。すると、フロントガラスから水が噴ふん出しゆつし、ワイパーがキュッキュッと動き始めた。

　違ちがうらしい。

「じゃあこっち」

　反対側のレバーをいじくる。と、今度はウィンカーがカッチカッチと点てん滅めつし始めた。

「仕方がない。これで代用しよう」

　僕は許しを乞こうたが、夏月は僕の脳天に容よう赦しやなくチョップを食らわせた。

「いいわけないじゃないですか！　この状態で走ったら、多分三分でパトカーに捕つかまりますよ！」

　だんだん夏月も必死になってきた。

「それじゃあ教えてくれよ。ライトをつけるにはどうしたらいいんだ」

　逆に質問すると、夏月は目をぱちくりさせて黙だまり込んだ。

「……仕方ないですねえ。警察に見つからないことを祈いのりましょうか」

「で、どうしたら車は前に進むんだろう」

「…………。……まずサイドブレーキを下ろすんじゃないんでしょうか」

「これか」

「違います！　それはギア」

　言いつつ、夏月は席のサイドから生えていた棒を握にぎって、下方に押し込んだ。

「おおっと。サイドブレーキはそっちだったね。ついど忘れしていたよハッハッハッ」

　笑ってごまかしてみたものの、夏月の顔は全く晴れなかった。

「次はたしか、──クラッチを踏ふみながらギアを一に入れて、ゆっくりアクセルを踏むんです」

「ちょっと待ってくれ。一度に言われると脳がパンクする」

「……この程度で脳がパンクしていたら、絶対に運転免めん許きよは取れないと思いますけど」

　とにかく、僕は夏月に言われるままに車を操作した。と、ガッコンと軽トラは前後に大きく揺ゆれ、エンジンが止まった。

「いわゆるエンストという奴やつだろうか」

「……おそらくは」

「ああ畜ちく生しよう！　この車は一体どこの星のテクノロジーで作られてるんだ！」

　がこんがこんと僕は両手でハンドルを叩たたいた。映画なんかではこのショックで再度エンジンがかかったりするものだが、軽トラはやっぱりうんともすんとも言わなかった。

「ダメだダメだ！　この軽トラは放ほう棄きする！」

　こんなアホなことをしている間にも、時間は刻一刻と過ぎていく。僕は運転席から飛び出した。九里浜の奴、どうして車をあんなに易やす々やすと運転できるんだ。ちょいと九里浜を見る目が変わりそうだ。

　助手席から降りてきた夏月は、何な故ぜか安あん堵どの表情を見せていた。

「ではどうしましょう。タクシーを使うにしても……お金あるかなあ……」

「思い出した」僕はポンと手を打った。「長坂に話をしよう。あいつ経由で葛東家の車を回してもらえるんじゃないか」

「……どうして最初から思いつかないんですか」

「夏月だって気づかなかっただろ。携けい帯たいは、と……」

　その時、特に理由もなく、僕は花谷家の方に目をやった。

　花谷家の前に、一台の車が停まっていた。一いつ切さい改造されていない、ごく普ふ通つうの車が。

「……なんだ？」

　車の中は真っ暗だった。運転手はと言うと、花谷家の玄げん関かん先さきに突つっ立っていた。応対しているのは、叔お母ばさんだ。叔母さんと背の高い男とが、何事か話しこんでいる。ごく穏おだやかな会話のように見えるが、──

　叔母さんが僕の姿を認めると、手を振ふった。

「あ、大助ちゃん？　お客様よ？」

　同時に、背の高い男が振り向く。

「君が三鶴城大助君か？」

「……そうですけど」

　目元を隠かくすサングラスと、顔面下半分を覆おおう髭ひげ。どこかで見たことのある男だった。さて誰だれだっけ、と思っているうちに、男は自己紹しよう介かいをした。

「初めまして」それから夏月に目をやると、「やあ、久しぶりだな、八阪井夏月君」

　夏月は目を丸くして驚おどろいた。

「丸住さんじゃないですか……!?」
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　　幕間




「……遅おそい！」

　頭上から振り下ろされた鉄パイプを鞘さやで払はらうと同時に、迅は左ひだり拳こぶしを打ち返した。カウンターを食くらった少年の首は豪ごう快かいに折れ曲がり、その場にもんどり打って倒たおれた。

　廃はい工場にて、ＮＮＲは大挙して待ちかまえていた。まるで来らい襲しゆうを予期していたかのように、工場跡あと地ちにわらわらと集まり、思い思いの得物を手にして備えていた。

　対して、襲しゆう撃げき者しや側はただ一人、迅がいるのみだった。井倉は後方待機、佐土原はそもそも参加していなかった。

「佐土原の奴、どこをほっつき歩いているんですかね……！」

　文句を垂れつつ、迅は相手の足の間に鞘を突っ込んで転ばせた。仰あお向むけになったところで、体重をかけた一撃を鳩みぞ尾おちに叩き込む。ＮＮＲの少年は空気を吐はき出すような奇き妙みような悲鳴を上げて、気絶した。

　迅は剣けんを鞘に収めたまま、ＮＮＲの面々と渡わたり合っていた。

　彼にとって、常人は斬きるべき対象ではない──迅の名を汚けがすという不ふ遜そんな真ま似ねをしない限りは。本気を出さずともＮＮＲは迅の敵ではなく、彼の歩む先には次々と、気絶させられたＮＮＲメンバーの身体からだが折り重なっていった。

「──そろそろ──タイム・オブ・マイ・ステージのようだな──」

　最後の一人を地面にはいつくばらせた時、どこからともなく声がした。

　偶ぐう然ぜんにも、ＮＮＲメンバーは気絶した身体を並べることで、道を作っていた。さながら海を割ったモーゼの奇き跡せきのように。

　新たにできた道をしゃこーしゃこーと滑すべりながら接近してきたのは、蒲生だった。ハナから魂たま裸ら醒せ、ゲッタウェイを発現している。

　迅は片かた眉まゆをつり上げた。

「久しぶりですね、青年」

「──覚えていて頂いて光栄だ──だが、俺はもうあの時の俺じゃねえ──」

　蒲生は肩かたに鉄パイプを担かついでいた。しかも三本。三カ所を針金でがっちりと固定している。大きな手でパイプを三本ごと握にぎりしめると、蒲生は肩慣ならしとばかり左右に振り始めた。鉄パイプの先せん端たんが鋭するどく動くたび、空気を切る音が鳴る。枯かれ枝ほどの重さにしか感じていないようだった。

「前の時は──一本の鉄パイプを容易に斬られた──だが今度はそうはいかねえ──」

　スケート靴ぐつについたジェットノズルを自在に動かし、常に揺ゆれ動きながら、蒲生は迅をじっと見ている。

「アン・アローはイージーに折れるが──スリー・アローズはイージーには折れない──ゲリ家に伝わる有名な話だろ──？」

　突とつ然ぜんノズルから火を噴ふき、蒲生は迅に向かって突撃した。またたく間に間合いを詰つめ、側頭部へパイプを叩たたきつける。

　迅はかがんでかわした。が、蒲生は三本のパイプを軽く操あやつり、返す刀で迅の胴どうを狙ねらう。意表をつかれた迅は、鞘を立てて攻こう撃げきを受け止めた。ガッキ、と重い衝しよう突とつ音おん。

「そこっ！」

　迅は回し蹴げりで逆襲する。

　が、蒲生は斜ななめ後方に滑り、蹴りをすり抜ぬけた。目で迅の姿を捉とらえたまま、自身はあらぬ方向へと転進する。

　行く先には、誰かが勝手に持ち込んだであろう、スケボーの滑かつ走そう台だいがあった。

　丸みがついた急きゆう斜しや面めんを、蒲生は全く減速せず滑って上がり、空へと飛んだ。勢い余って、足の方が天に向く。上下逆さまになったまま、高く高く上じよう昇しようする。

　そして、頂点にたどり着いたところでひねりを入れ、ぐるぐる回転しながら迅の方に戻もどってきた。

「そりゃあッ」

　気合一いつ閃せん、蒲生は鉄パイプを振ふり下ろした。

　回転のおかげで、鉄パイプのヘッドの軌き道どうは不規則だった。その動きは、迅にも見み極きわめきれなかった。大きく横へすっ飛んで、回かい避ひする。

　直後、迅の頭部があった場所を鉄パイプが通り抜けていった。標的を失った鉄パイプは地面に激突し、地面をざっくりとえぐる。

　蒲生自身は綺き麗れいに着地した。攻撃が外れたと気づくや、すぐさま迅を追いつめにかかる。

「──フィニッシュブロー──スパイラルファイヤーを初見でかわすとは──さすがだな──」

　技わざ名めいださー！　と迅はつい思ったが、口には出さなかった。

　円を描えがくように、蒲生は迅のまわりを走る。高速で、徐じよ々じよに円の大きさを縮めていく。

　迅は、敵を目で追うことの愚ぐを悟さとると、肩から力を抜いた。

　腰こしをやや低く下ろして構え、その場に静止し、目を閉じる。背後を蒲生が通り抜けようと、お構いなしだ。

「──ハート・アイズというやつか──」蒲生はにやりと笑った。「──この俺に通用すると思うのか──？」

　ぐるぐると何周もしながら、蒲生はプレッシャーをかけ続ける。

　と──

「死ねやァァ──ッ」

　蒲生の輪の内側へ一人、意識を取とり戻したＮＮＲの少年が飛び込んで、チェーンを迅に叩きつけようとした。

「……チッ」

　意表をつかれた迅は、しかし眉一つ動かさず対応した。チェーンを回避すると、鞘さやで少年の鳩尾を突き返す。が、狙いはわずかにずれ、少年の肋あばら骨ぼねを強打するに留とどまった。苦しみの声を上げながらも、少年は迅の首にチェーンを回そうとする。

　咄とつ嗟さに迅はチェーンの内側に鞘を突っ込み、首を直接締しめ上げられるのを防いだ。すぐさま少年を引きはがそうとしたが──

「しまった……ッ」

　頭上に蒲生が迫せまっていた。月の光を背に、空中で逆さになってぐるぐる回転している。

「──デッドエンドだ──！」

　勝利を確信した笑えみが、蒲生の口元にこぼれていた。

「せいやッ」

　迅は少年を引きはがすのを止やめ、逆に組み付いた。襟えり元もとをつかむと、柔じゆう道どうの投げ技の要領で引っ張り込み、足を払はらう。少年のバランスを崩くずしたところで、一挙に担かつぎ上げて空中に放ほうり投げた。

　標的は、空でぐるぐる回転している蒲生だ。

　もちろん、自由落下に身を任せている蒲生は、避さけることができなかった。

「うがあっ」

　空中でドスンと衝突し、絡からみ合いながら真下へと落っこちる。それでも少年の身体からだに組み付き、うまいこと上側に乗っかった。アスファルトへの激突の衝撃を、少年の身体をクッションにして和やわらげる。すぐさま体勢を立て直し、──

　その時既すでに、迅は蒲生の背後に回り込んでいた。

　蒲生は振り向きざまに鉄パイプをかざした。しかし迅はおかまいなしに剣けんを振るい、三本の鉄パイプを一撃で叩き斬きった。

「なに──」

　さらに返す刃やいばで斬りかかった。が、刃先は蒲生の肌はだに触ふれる寸前で、ピタリと止まる。

「一本の矢はたやすく折れます。そして、三本の矢はちょっと力をこめれば折れます。あと、ゲリ家ではなく毛もう利り家です」

　細い目で蒲生の顔をのぞき込みながら、迅は言った。

　恐きよう怖ふの表情で、蒲生は光る刃先を見つめ続けていたが、ついに観念し、その場にぺたんとしりもちをついた。両手を広げ、降参の意を示す。

「──仕方ねえ──あんたがウィナーだ──」

　その言葉を受け、迅は頷うなずき返した。

「おとなしくするのなら、これ以上痛めつけることはしません」

「言われるまでもねえ──ＳＦＢに逆らおうとは思わねえぜ」

「ＳＦＢ？　なんです、それは」

「──スパイラルファイヤー・ブレイカーの略りやく称しようだ──あんた、今日からＳＦＢを名乗るんだな──」

「……遠えん慮りよさせて頂きます」

　つい数十分前までの騒そう々ぞうしさはどこへやら、採石工場跡あとは静けさを取り戻していた。その静せい寂じやくの中を、一人歩いて寄ってくる者がいる。

　スーツを着た小男、井倉だ。迅に露つゆ払はらいをやらせ、工場跡からやや離はなれた場所に停とめた車の中で待機していたのである。安全が確かく認にんされたところで、やっと顔を出してきたのだった。

　迅が蒲生を押さえ込んでいるのを見て、井倉はぱらぱらと拍はく手しゆした。

「ご苦労ご苦労。あとはこの私に任せて頂きましょうか」

　井倉は蒲生を見下ろす格好で向き合った。迅の剣がしっかり蒲生に向いているのを確認してから、井倉は蒲生の顔面を蹴けり飛ばした。

「ムガッ」

　妙みような声を出して、蒲生は地面にもんどり打って倒たおれた。

　突とつ然ぜんのことに、迅は眉まゆをひそめた。

「獣けものをしつけるにはまず殴なぐれ、と言いますからね」

　井倉は自己を弁護するように言い、嗜し虐ぎやく的な笑いを浮うかべた。

　蒲生は、顔を押さえながら上半身を起こし、井倉をにらみ返した。憎にくしみの視線で相手を射殺さんばかりの勢いだったが、井倉の笑い顔はびくともしなかった。迅の刀がある限り、蒲生は手出しできないとわかっているからだ。

「さて、私の質問に答えてもらいますよ、……蒲生君と言いましたかね？　君達は何な故ぜステファニー・マクルーアを追いかけていたんです？　それを君達に命令したミスターＹとやらは、どこにいるんです」

　答える義理なんかねえ、という顔で、蒲生は井倉を睨にらみ続けていた。しかし、迅がチャキンと音を立てて刃を返す仕草をすると、ついに蒲生は根負けした。大きく息を吐はき出し、肩かたの力を抜ぬいてから、しゃべり出した。

「──仕方ねえ──。教えてやる──俺達に、ステファニーとかいう外人女を捜さがせ、と命令したのは、──」




　　ミスターＹの告白




「ＮＮＲを操あやつっていたのは、あなただったんですか？」

　助手席からそう問いかけると、丸住は車の前方に視線を送りながらも、

「ああ」

　と答えた。

　僕と夏か月づきは、丸住の車の中に座り、河か川せん敷じきの公園へと向かっていた。ステフを発見したという連れん絡らくを、伊勢谷がよこしてきたのだ。

　僕の家から公園までは車で約十分。丸住氏に聞きたいことを聞く、絶好のタイミングだった。

「どうしてなんですか。もしはぐれた場合は僕の家に行く、とステフはあなたに伝えていたんでしょう」

　僕の質問に、運転手は逡しゆん巡じゆんを見せた。何度もちらりちらりとバックミラーに視線をやる。鏡に映っているのは、きっと後部座席に座っている夏月だろう。

「私も、知りたいです」夏月は丸住の視線に気づいていた。「どうして丸住さんが、村から睨まれることになったのか。お母さんの醒せい核かくと、何か関係があるんですか」

「……そうだな」

　丸住は顎あご髭ひげを撫なでた。少々間を置いてから、低い声で語り出す。

「聞けば、ステフの幼おさな馴な染じみの名は三み鶴つる城ぎとかいう珍めずらしい苗みよう字じであるという。ならば電話帳を見れば一発だ、と信じ込んでしまったのが間ま違ちがいの元だった」

　なるほどそうか、と僕は内心で先回りして納なつ得とくした。

「ところが、実際にステフとはぐれたので、いざ電話帳で確認しようとしたところ、三鶴城という名前は載のってなかったんですね──平磐市の電話帳には」

「その通り。しばらく悩なやんだ結果、三鶴城なる幼馴染みは引っ越こしてしまったのだと結論づけざるを得なかった。さあ困った──ステフはおそらく平磐のどこかにいるはずだが、残念ながら、一人で捜すには平磐市は広すぎる。その上戸有からの追っ手も迫せまってきている。やむなく、他人の手を借りてステフを捜そう索さくすることにしたというわけだ」

　僕は両手で顔を覆おおった。ステフの奴やつ、「はぐれた時は花谷家に行く」と丸住に伝えておいた、と主張していたが、それはステフの勘かん違ちがいだったのだ。

「すいませんが、ことの経けい緯いを最初から説明してもらえませんか？　そもそも、なんであなたはステフを村の諍いさかいに巻き込んだんです」

　丸住は少し申し訳なさそうな顔をした。

「陸南でのできごとから、話さねばなるまいな」と丸住は切り出した。「そもそもの始まりは、私が渉しよう猟りよう手しゆとして陸南市に乗り込んだことだ。陸南にはかねてから男鹿という名の脱だつ走そう者しやが潜せん伏ぷくしている、という情報を摑つかんだ私は、彼を狩かり出すべく陸南に腰こしを落ち着けることにした」

「そこで、ステフと出会ったんですね」

「その通り。実は、マクルーア家に下宿人として転がり込んだんだ。ステフは私の調査に非常に協力的で、全く土地勘のない私を何度も助けてくれたんだ。何より、魂裸醒の力をなんの疑問もなく受け入れ、その上興味を持ってくれた」

　好こう奇き心しんの強いステフなら、ありそうなことだ。

「それだけの理由で、ステフに醒核を飲ませたんですか」

「たしかに、彼女は魂裸醒の力を欲しがっていた。だが、彼女に力を与あたえたのにはもう少し事情がある」

　丸住は、少しも表情を変えずに淡たん々たんと語っていた。

「彼女の協力で、私は男鹿を捜し出すことができた。私の力はこの通り、不意打ちで相手の動きを縫ぬいつけてしまえば、それで勝利だ」

　丸住の姿が二重にぶれる。空いている左手の中に、巨きよ大だいなまち針が生まれた。針の長さ、太さ、針の頭の球、すべてが実物の十倍巨大な代しろ物ものだったが。長さ約五十センチともなると、なにやら銀色のドラムスティックにも見える。

「男鹿との勝負は一いつ瞬しゆんでついた。とどめを刺さす段になって、男鹿は命いのち乞ごいを始めた。『住みかに八阪井五月の醒核を隠かくしている。それを渡わたすから、私の命だけは助けてくれ』とな。もちろん私は耳を貸さず、男鹿を処しよ刑けいした。が、奴の最さい期ごの言葉は聞き捨てならないものだった。たしかに、男鹿の隠れ家に醒核は存在した。だが、どうしてこんなものが男鹿の手元にあるんだ？　八阪井五月の醒核は、八阪井三十四が持っていったという話だったのに」

「それで、どうしたんですか」

「村の方に連絡した。男鹿の処刑を報告すると共に、八阪井五月の醒核の存在も伝えたんだ。すると、『その件は誰だれにも言わず、陸南で待機しろ』という返事が返ってきた。なんの疑問も持たずに待機していたら、戸有は人を送り込んできた──井倉が迅と佐土原を引き連れてきたんだ。ただし、彼らの任務は醒核の回収のみではなかった。私の処刑だ」

「井倉さんは、あなたが『醒核を回収したかったら金をよこせ』と要求してきた、と言ってましたけど」

　夏月が尋たずねると、丸住は語気に苛いら立だちをこめた。

「それはウソッパチだ。あいつは所しよ詮せん、亘理の犬だ。村に都合のいいことしか喋しやべらん男だよ。マクルーア教授を殺したのはあいつらだ──ある晩私が家に帰ってきたら、マクルーア教授とステフが血の海の中に倒たおれていた。私はすぐに悟さとった──私が不在の間に村の人間がやってきて、居合わせただけの無関係な二人が犠ぎ牲せいになってしまったということを。マクルーア教授は既すでに事切れていたが、ステフにはまだ息があった。だから私は、彼女に醒せい核かくを飲ませたんだ。手元にあった、八阪井五月の醒核を」

「……なるほど。それでステファニーさんは瀕ひん死しの状態から蘇よみがえった、と」

　夏月が呟つぶやいた。

　例えば、伊勢谷はかつて魂裸醒の力で命を拾ったクチだ。沼渡田隕いん石せき災害の時、幼よう稚ち園えんの崩ほう落らくに巻き込まれて瀕死に追い込まれたのだが、魂裸醒の血を取り込むことで一命を取り留めたのである。

「私はステフを車に放ほうり込み、すぐにその場から逃にげ出した」丸住は話を続けた。「幸い、ステフはすぐに意識を取り戻もどした。しかしひとたび村から狙ねらわれた以上、もはや頼たよるべきは反乱派以外にない。幸い、男鹿が反乱派の人間と連れん絡らくを取り合うために使っていた携けい帯たい電話があったので、それを通じて話をつけた。八阪井五月の醒核と引き替かえに、自分の保護を求めたんだ。話はすぐにまとまって、代理人をよこすから、平磐で合流するということになった」

「でも、途と中ちゆうでステフとはぐれちゃったんですよね」

「ああ。平磐に来る途中で、佐土原と迅に追いつかれたんだ。なんとか逃げ出すことはできたが、ステフとは離はなればなれになるし、男鹿の携帯電話は壊こわすし、散々だった」

「だから、ＮＮＲを利用してステフを捜さがそうと？」

「奴やつらを選んだのは偶ぐう然ぜんだがね。逃とう走そうの道中、連中に絡からまれたんだが、逆にとっちめてやったのさ。その際に、蒲生が引き連れていた彼女に私の針をぶち込んで、人ひと質じちにした。『彼女を無事に返して欲しかったら、ステフを捜し出してくれ』と要求したんだ。幸い、彼は言うことを聞いてくれた」

　それは幸運なことだったのだろうか、と僕は疑問に思った。ＮＮＲがステフの捜そう索さくに参加したおかげで、平磐には大混乱が巻き起こったのだ。まあ、大混乱を起こしたのは主として迅と佐土原の二人に責があるとは思うが。

「そう言えば、蒲生達はあなたのことをミスターＹとか呼んでましたけど、どういうことですか？　丸住ならＭでしょ？」

「ミスターＹ？」丸住は少し考え込んだが、「奴らが勝手に言い出したんだと思うが……多分下の名前、義政のＹだな。あいつら、何でもかんでも英語にしていうのが好きらしいが、知識の方は信じられないほどうろんだからな」

「…………」

「だが、奴らの手を借りても、ステフはなかなか見つからなかった。市内で起きている騒さわぎを見れば、剣けん舞ばい連れんが来ているのは明らかだった。反乱派の代理人に会おうにも、ステフ──というか八阪井五月の醒核が無ければ、向こうに見向きもされないだろう。なんとしてもステフを捜し出さなければならない、と私は改めて考え直した。一体何が間ま違ちがっているのか、何か見落としていることはないのか、と。藁わらにもすがる思いで、私は再度電話帳を開いた。ただ、今度の奴は平磐市のみならず、近きん隣りんの都市もカバーした分厚い奴だった」

「で、沼渡田市のページで三鶴城姓せいを発見した、と？」

「その通りだ。これが引っ越こし先か、と思って電話したところ、大助という名の子供が平磐市内に住んでいるという話を聞かされた。だから、直接花谷家を訪ねてみたんだ」

「一日ばかり、遅おそかったですね」

　僕の苦労は、全すべてステフの些さ細さいな勘かん違ちがいから始まったということなのか。

　ステフらしいといえばステフらしいんだが……

「……もう一つ、大事なことを」夏月が発言した。「ステファニーさんは、覚えていたんですか？　その、──お母さんが殺された瞬間を」

「まだ、聞いていない。確かめなければならない──その時何が起きたのか、あるいは何が起きなかったのか？　だが、──」

「……だが？」

「真に大切なのは、ステフの持っている記き憶おくではない。ステフが八阪井五月の記憶を持っているという事実だ。その事実がある限り、村は決してステフを生かしてはおかないだろう。あの時、私はステフを救いたい一心で醒核を飲ませた。だが、それ故ゆえに彼女を死よりもなお悪い運命に引きずり込んでしまったのかもしれない」

「その意見には賛成しかねますね」僕は言い返した。「ステフを見殺しにすれば良かった、とでも？　死んだ方がマシだ、なんてこと、絶対にあり得ないですよ。生きていれば、必ずいいことありますって」

　前方に十分な注意を払はらいつつ、丸住は横目で僕を見た。長い沈黙の後、

「君は、幸せな人生を送っているようだな」

　ぽつりと言った。

　何も言い返せないうちに、車は減速し、停車した。

「この辺でいいのかな？」

　僕は窓から外の様子を見た。そこは堤てい防ぼうの上に築かれた車道だった。左手はすぐ堤防の斜しや面めんになっていて、河か川せん敷じきに作られた公園が一望できる。

　僕は車を降り、周辺を見み渡わたした。

「この辺のはず──と、いたいた」

　公園の一角に、伊勢谷が立っていた。僕の姿に気がつくと、手を振ふってくる。僕は手を振り返し、彼女のもとめがけて堤防の斜面を駆かけ下りた。




　　遠く輝かがやく青い星




　平磐市の中心部には、砂すな嚙がみ川という名の川が蛇だ行こうしながら流れている。川に沿った堤防の内側は、河川敷公園として造成され、市民の憩いこいの場となっている。

　特に目を引くのは、帆はん船せんを模した巨きよ大だいな遊具だ。船体、船室、帆ほなどを再現した遊具は長さ五メートル超ちよう、高さも三メートル以上、と他の遊具に比してはるかに大きい。夏に台風が来て川が氾はん濫らんし、公園がすっかり水に浸つかると、本当に船が水面に浮ういているように見える。子供達の人気の的だった。僕もちょくちょく河川敷公園に来ては、この船で遊んだものだ──ステフと一いつ緒しよに。

　その船を指さし、伊勢谷は僕に小声で呼びかけた。

「……見つけた。ステフはあの中にいる……」

　夏月と、そして丸住があとから追いついてくる。丸住の姿に気がついた伊勢谷は、彼の姿をよく見み極きわめようと目を細めた。

「……どちら様？」

「我らが待ち人、ミスターＹさ」

　それだけ言って、僕は船の遊具の方に近づいた。

　予想に反し、ステフは船室の中ではなく、甲かん板ぱんに寝ね転ころがっていた。僕の接近を察するとひょいと起きあがり、船室の中に隠かくれようとしたが。

「待ってくれ、ステフ」

　声をかけて押しとどめようとしたものの、ステフはあっという間に自分の身体からだを船室の隅すみに押し隠してしまった。真っ暗な船室内には、敷しかれた新聞紙と飲みかけのペットボトルとが散乱している。きっと昨晩はこの中で過ごしたのだろう。

「ボク、家には帰らないよ」

　ステフはイヤイヤと首を左右に振った。

　力ずくで外に引きずり出そうか、とも思ったが、ホワイトチョコを持参してきたことを思い出した。カバンから取り出して、月の明かりの下でもよく見えるようにかざす。

「ほーら、こっち来たらチョコ上げるよ？　お腹なか空すいてるんじゃないの？」

　すぐさま、ステフは物欲しそうな顔をした。しばしの間我が慢まんしていたものの、誰だれも空腹と議論することはできない。

「卑ひ怯きようだよ、三助……！」

「……大だい丈じよう夫ぶ。ステフを傷つけようとする人は、ここにはいない」

　伊勢谷が僕の隣となりにかがみ込み、声をかける。ついにステフは這はいながら船室から出てきた。慎しん重ちように頭を出して、外を見回す。と、

「迎むかえに来た、ステフ」

　丸住が手を挙げた。

「丸住さん！　一体どこにいたの！　いつまでも来てくれないから、てっきり死んだんじゃないかって、……」

「悪かった、ステフ」

　丸住はただ素す直なおに謝った。

　ぺたり、とステフは船の甲板に座り込み、側そく壁へきにもたれかかった。肩かたから荷を下ろしたかのように、ぐったりと頭こうべを垂れる。だが、ステフの顔には安あん堵どの表情が浮かんでいた。

「はい、これ」

　僕はチョコレートを差し出した。するとステフは弱々しく笑い、

「ありがとう、三助。ボクがホワイトチョコ好きなの、忘れてなかったんだね」

　嬉うれしそうに受け取った。かなりお腹が空いていたのだろう。ステフはほとんど何も喋しやべらずにすごい勢いで板チョコを食い尽つくしていった。あっという間に食べ終えてしまったので、僕は二枚目、自分で食べるつもりだった分も手て渡わたした。

「ステフは、これで良し。問題は」丸住は言った。「どうやって反乱派と連れん絡らくをつけるか、だが──」

「連絡先、知ってます。私の姉し妹まいが、丸住さん達を迎えに平磐に来ています」

　神しん妙みような面おも持もちで、夏月が申し出た。携けい帯たい電話を取り出し、先ほど電話をかけた時の履り歴れきを丸住に見せる。

「八阪井葉月か。それなら話は早い」

　丸住は電話を借り受けて通話ボタンを押し、電話を耳に押し当てた。

　今度は、すぐに先方に繫つながったらしい。丸住は会話を開始する。

「……さっき電話した時は、出なかった癖くせに」

　すねた口調で夏月は呟つぶやいた。

　現在位置を教えるのに少々手間取ったようだが、通話は二分ほどで終しゆう了りようした。満足そうな面持ちで、丸住は携帯を夏月に返した。

「ありがとう」礼を言った。「話をつけた。ここで落ち合った後、我々は姿を消す。まことに申し訳ないが、人ひと質じちの子は君たちが解放してくれないか？」

　丸住は、人質──江藤美砂を隠している場所を、僕に伝えた。それからステフに目をやり、手を出して促うながす。

「ステフ、彼に別れを言うんだ」

　別れ、という言葉を聞くと、ステフは目に見えてしょんぼりした。

「……そうだね。三助、お別れだよ」

　仕方がない、という風に言った。

　僕もステフと別れるのはイヤだが、まさしく仕方のないことだった。事実、僕とステフが会っているということ自体が危険を冒おかしている。まかり間ま違ちがって今この光景を井倉達に目もく撃げきされたら、えらいことになる。

「これからどうするの、ステフ」

「ボクは、反乱派に参加して戦うよ」ステフの口調は、断固としたものだった。「もう学校には戻もどれないし。ボクは、父さんを殺した奴やつらを許すことはできない」

「そうか……。仕方ないよな」

　ステフは僕を元気づけるように肩を何度も叩たたいた。

「大丈夫、お互たがい生きていれば、いつかまたきっと会えるよ！　十年くらいあとに街の喫きつ茶さ店てんかどっかで出くわして、十年前こんなことあったよねー、って笑える日が絶対来るって」

「十年後……」

　十年も先の話なんて、今の僕には到とう底てい想像もできないはるか未来のことだ。唯ゆい一いつはっきりしているのは、

「十年後というと、お互い二十七歳だね」

「レディに歳としの話はしないの」

　ビシ、とステフは僕に突つっ込みを入れた。

　丸住はひょいと船から飛び降りた。堤てい防ぼうの上の道路へと数歩歩み寄る。どちらの方から来るのか、と道の左右を見やりながら。

「できれば、さっさとこの場から立ち去りたいんだが、迎えは──」

　その時。

　遠い空に青い光が輝かがやいたかと思うと、──

「…………!?」

　一条の尾おを引きながら、丸住めがけて落ちてきた。

　どかんと爆ばく発はつ的な音を立ててそれは着地し、巨きよ大だいな土つち煙けむりを立てた。

　突とつ然ぜん間欠泉でもわいたのか、と思えるような、盛せい大だいな土煙だった。やや間をおいて、土ど砂しやは驟しゆう雨うのごとく大地に降り落ちる。僕たちは手と腕うでをかざして頭を守った。

「なんだなんだ!?　何が起こった!?」

　落下地点は、すり鉢ばち状にへこんでいた。さながら小型クレーターだ。クレーターの中心には──

「……私の目がおかしくなったのか」伊勢谷が言った。「空からいきなりロボットが落ちてきたように見えるんだけど」

　僕の目にも、ロボットが突っ立っているのが見えた。

「佐土原!?」

　思わず叫さけんだ僕の声には反応せず、ロボットは視線を自分の足あし下もとにやった。

　ロボットの足の下には、丸住の腕があった。

　ロボットは二歩下がって丸住の上からどくと、丸住の胴どう体たいめがけて手刀を振ふり下ろした。手刀は容易に丸住の皮ひ膚ふを貫つらぬき、内臓部にまで達した。ロボットはぐりっと手首を捻ひねり、そして引っこ抜ぬいた。

　握にぎられているその手は、丸住の血にまみれている。手を開くと、同じく血にまみれた醒せい核かくが姿を現した。

「こ～れ～で、任務その一は終了だなあ」

　背を向けていたロボットは頭部を回転させて僕たちをちらりと見、目を輝かせた。




　　不死身の巨人




「ふんふんふん」

　ロボットは、僕達一人一人を指さし確かく認にんした。夏月を差したところで、ぴたりと手を止める。

「八阪井夏月ィ～！　てめえ、廃はい工場襲しゆう撃げきに顔を出さねえでおいて、なんでここでステファニー・マクルーアと一いつ緒しよにいるんだあ～？」

　夏月はステフを抱だきしめ、飛んでくる土砂から護まもっていた。「今からさば折りでステフを殺すところでした」と言い抜けすることは、夏月には不可能だった。まずいところを見られた、と表情が物語ってしまっている。

　ステフから手を離はなすと、夏月は佐土原に向き直った。

「佐土原さんこそ……！　ＮＮＲの本ほん拠きよ地ちを潰つぶしに行ってるんじゃなかったんですか!?」

「あああ～ん？」佐土原は面めん倒どうくさそうに、「直感だよ直感。そっち行ったら本命に逃にげられるような気がしてなあ。ほんで空飛んでパトロールしてたら、見事にビンゴを引き当てたってわけよ。いや～あ、いつもながら俺ッ様の運の強さにはあきれるね」

　指を自分のこめかみあたりに当て、くりくりっとひねる。見た目無機質なロボットが人間くさい仕草を見せるのは、なんとも不気味な違い和わ感を覚おぼえさせた。

「しかし八阪井夏月、まさかおめえが裏切っているたあ予想外だったぜ！　そっちの奴が逃とう亡ぼう者しやを匿かくまってんじゃねえかと薄うす々うす思ってはいたがよお～」

　僕を指さしながら言う。

　その時、佐土原の足下で丸住がぴくりと動いた。

「……ステフ……逃げろ……！」

　あれだけの重量にのしかかられていながら、必死に声を絞しぼり出し、ステフに向かって手を伸のばす。

　ステフが、思わず一歩踏ふみ出しかけた。

「丸住さん……！」

「うおっとお」

　しかし、佐土原も一歩踏み出して、丸住の手を潰した。わざとバランスを崩くずしたふりをして、さらにぐりっぐりっと踏みにじる。

「……佐土原ァァ──ッ!!」

　ステフの顔つきが、一いつ瞬しゆんにして憤ふん怒ぬに包まれた。その姿が二重に歪ゆがみ、頭上に天使の輪が現れる。

「パパだけじゃなく、丸住さんまで──！　あんただけは、絶対に許さない！」

　天使の輪を手に取り、一振りする。ジャキンと三本の刃はが露ろ出しゆつした。

　ロボットの顔面部からは、もちろん表情を読み取るのは不可能だ。が、佐土原はおどけた仕草で余よ裕ゆうの態度を表した。

「会いたかったぜぇ、ステフちゃんよお～。おめえにつけられた顔の傷のことは片時たりと忘れちゃいね～ぜ！　この場でブッ殺してやるッ」

　ドスンドスンと音を立てながら、佐土原は接近してくる。

　僕と伊勢谷と夏月は、ステフをかばうように前へ進み出た。

「どきな、ガキども。俺ッ様の邪じや魔まをするんじゃねえ。もちろんてめえらもブッ殺すが、物事には順番ってもんがあるんだよ」

　歩調を全くゆるめずに、佐土原はさらに距きよ離りを詰つめてくる。

「景ちゃんは下がってください」

　夏月は佐土原から目を離さず、伊勢谷に言った。と、伊勢谷は気分を害したように眉まゆをつり上げた。

「……一人だけ、尻しつ尾ぽを巻いて逃げろって言うの」

「純ちゃんと長坂君に伝えてほしいんです」

　そう言い直すと、伊勢谷は納なつ得とくした。

「……わかった。すぐに援えん軍ぐんを連れてくる」

　身を翻ひるがえし、駆かけだしていく。

「いやそうじゃなくて！　二人に逃げてって伝えて……！」

　夏月は訂てい正せいしようとしたが、その時には伊勢谷ははるか遠くまで走り去っていた。

「大助君も、──」

　今度は僕に顔を向ける。

　僕は夏月の肩かたに手を乗せて、首を左右に振った。

「こうなった以上、僕も逃げるわけにはいかないね」

　腹の底で怒いかりがふつふつと沸わき立っているのを、僕は感じていた。

　佐土原の突とつ然ぜんの登場に対する驚おどろきで心が麻ま痺ひしたようになっていたが、衝しよう撃げきが薄れるにつれ、丸住の死という事実が心にしみ込んできた。ついさっきまで普ふ通つうに会話していた相手に、佐土原はすみやかかつむごたらしい死を与あたえたのだ。

　マックスキッチンでの一件でも、そうだった。あいつは行く先に死をまき散らし、そしてそのことをどうとも思っていない。

　佐土原を許しておくわけにはいかない。

　僕はパープル・シックルを発現させた。棍こんを構えて、先せん端たんを佐土原に向ける。

「……そうですか。わかりました」

　夏月の顔から表情が消えた。幽ゆう体たいを現し、ブルー・ハンマーを発現させる。右みぎ拳こぶしを結ぶと、佐土原に突つきつけた。

「私達の行こう為いを、村に知られるわけにはいきません。……撲ぼく滅めつします」

　決定的な宣言を、夏月ははっきりと口にした。

　佐土原は一いつ旦たん足を止めた。

「いいだろお。平磐に来てから、軟なん弱じやくな相手ばっかりで幻げん滅めつしていたところだ。一対三くらいが丁度いいぜ、俺ッ様にはよお──ッ」

　柄つかを引き抜ぬきざま、佐土原はビームサーベルを伸ばし、僕に斬きりかかってきた。

「負けるかッ」

　僕は棍をかざして、ビームサーベルを受け止めた。棍を焼き折ろうとする一撃は、想像以上に重かった。佐土原の膂りよ力りよくを、僕は両手で受け止める。

　なんでビームサーベルを受け止めることができるんだろう、と一瞬思ったが、正確なことを言えばこれはビームサーベルではなく、ビームサーベルを模した魂裸醒だ。魂裸醒は魂裸醒で受けられる、ということだろう。

　夏月とステフが、息を合わせて左右に飛んだ。佐土原の左右に回り込み、夏月はハイキックを側頭部に、ステフは天使の輪を脇わき腹ばらに、それぞれ叩たたきつける。どちらも一撃必殺の攻こう撃げきだった。

　が、佐土原の装そう甲こうにはヒビ一つ入らなかった。

「邪魔なんだよお～！」

　左手でもビームサーベルを抜くと、両手を広げてその場で一回転した。逆ぎやく襲しゆうを受け、夏月とステフは飛び退のいた。距離を置いて、やや遠巻きに囲い込む形で仕切り直す。

「……びくともしないなんて……化け物……!?」

　ステフは驚きを露あらわにしていた。気持ちはよく分かる。

　左右からのアタックを食くらっておきながら、佐土原はびくともしていないように見えた。ガードを固めるでもなく、無造作に二本のサーベルを掲かかげながら、のしのしと近づいてくる。

「なっかなかいい攻撃だなあ～。俺が魂裸醒じゃなかったら死んでるところだぜ～！」

　横よこ薙なぎにビームサーベルを振ふるう。僕はひょいと後ろに飛び、逃のがれた。標的を失ったサーベルは易やす々やすと地をえぐり、跡あとを残す。

「くそ……ッ」

　僕達は、佐土原のプレッシャーに吞のまれていた。

　人間を相手にしているとは思えなかった。ステフの言う通り、佐土原は未知の化け物だった。未知の存在に対する恐きよう怖ふを、佐土原はまき散らしている。ほんのちょっと魂裸醒を交えただけで、僕は心がくじけそうになるのを感じた。

「ボクは負けない……負けるもんか……ッ！」

　ステフが、あらぬ方向へ天使の輪を投げつけた。コントロールミスか、と思えた次の瞬しゆん間かん、ステフは鎖くさりを大きく引っ張った。鎖が佐土原の頭部にぶつかるとそこから折れ、ぐるぐると巻き付く。かっちりと巻き付いたところで、ステフは鎖を思い切り引っ張った。

「おおおッ!?」

　後方に強い力で引っ張られ、佐土原はバランスを崩くずした。

「三助！　夏月！」

　ステフが名を呼ぶ。僕と伊勢谷は同時に動いた。

　夏月は跳ちよう躍やくし、佐土原を後押しするように前蹴げりを入れた。僕は低い姿勢で突っ込み、鎌かまの刃はを出して、佐土原の足下を引っかけるように刈かり払はらう。

「なにッ!?」

　ロボットの巨きよ体たいは完全に体勢を崩し、背中から地面に倒たおれ込んだ。ドスンとでかい音を立てたところへ間かん髪はつ入れず、夏月がロボットの胸部へ飛び乗った。右、左、右、左とロボットの顔面を連打する。

「がああッ」

　容よう赦しやないパンチの雨に、さしもの佐土原も悲鳴を上げた。しかし体重差は歴然、佐土原は身体からだをはね上げ、夏月を振り落とした。

「俺の足の裏を舐なめな～！」
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　即そく座ざに立ち上がり、腰こしから落ちた夏月を踏ふみつぶそうとする。が、夏月は素す早ばやく転がって逃れた。

　佐土原は深追いしようとはしなかった。顔面を手で押さえ、眠ねむ気けを追い払う時のように首を左右に振る。少しは効いているかもしれないが、致ち命めい的なダメージにはほど遠い。

「あいつ、一体どうやったら死ぬんだ……？」

　僕は呟つぶやいた。夏月がそれを受けて、

「こうなったら、覚かく悟ごを決めるしかないようですね……奥の手を使います！」

　顔を上げ、佐土原は再度両目に強い光を灯ともらせた。

「チッ……次から次へとせこい手を使ってくれるじゃねえか……！」

「せこいとか言うな！」

　ステフが再度天使の輪を投げた。

　二度も同じ手は通用しなかった。首の付け根あたりを狙ねらう天使の輪を、佐土原は無造作に手を伸のばして摑つかみ取った。もう一方の手で鎖を摑み、ぐいっと引っ張り返す。

　ステフは容易に引きずられ、転てん倒とうしかけた。そこを狙い、佐土原がサーベルを突き出す。

「危ないッ!!」

　夏月は叫さけんだ。

　それを合図に、過か醒せい紋もんが夏月の顔面を駆かけ上がる。

　顔面の前で手てつ甲こうをクロスさせ、弾だん頭とうのように一直線に飛んだ。サーベルがステフに達する寸前に身体ごと激げき突とつ、ロボットの巨体をぐらつかせる。サーベルの先せん端たんは、むなしく空を切った。

「この野や郎ろう！」

　標的を夏月に変え、佐土原はサーベルを振り下ろす。

　夏月は咄とつ嗟さに腕うでを伸ばし、サーベルを握にぎる佐土原の手をつかんで止めた。と同時にハイキックを佐土原の側頭部にねじ込もうとする。

　佐土原は左手を取られたまま、器用にかがんで直ちよく撃げきをかわした。

　しかし夏月の攻勢は終わらない。足を佐土原の伸びきった腕にひっかけて引き寄せると、握ったままの手を押し込む。

　ゴキンと音がして、ロボットの肘ひじ関かん節せつがあり得ざる方向へ曲がった。

「うぐあッ!?」

　さしもの佐土原も悲鳴を上げる。

　夏月は足を外し、佐土原の肘に蹴りを入れた。衝しよう撃げきで、佐土原の腕は引きちぎられる。眉まゆ一つ動かすことなく、その腕をぽいっと捨てると、休む間を与あたえずさらに襲おそいかかった。

　佐土原は全身のバーニアを稼か働どうさせ、宙に飛んで逃にげた。そして、全身から過醒の光を放ち始める。

「そっちがそうなら……こっちも過醒の力を使わせてもらうぜえ～！」

　佐土原はほとんど一いつ瞬しゆんで、人型のボディをステルス機型に変形させた。

　飛行を開始、超ちよう高速で夏月の脇わきを抜ぬけていく。

「くうッ」

　飛行形態が放つ風圧を、夏月は手をかざして防いだ。

　その隙すきに、佐土原は機体下部から生えた右腕を伸ばし、引きちぎられた左腕を拾い上げて回収した。腕をあるべき場所に無造作にくっつけると、間を置かずに左腕は動き出した。手を握っては開き、腕を振り回す。なんの問題もなくくっついたらしい。

「マジかよ!?」

　僕たちに尻しりを向けていたステルス機は旋せん回かいして進路を反転、光を放ちながら迫せまり来た。

　夏月は真っ向からぶつかり、正せい拳けんを機体に叩たたきつけようとした。しかし佐土原は機体を横に九十度傾かたむけてギリギリでこれを回かい避ひ、逆に夏月の身体を捕つかまえに来る。

「くううッ」

　夏月は真横にすっ飛び、佐土原の手をすり抜けた。すぐさま体勢を立て直すが、すでにステルス機は手の届かないところまで飛び去ってしまっている。

「……なんなのあいつ!?　中身はどうなってるの!?」

　ステフが叫ぶ。あんなものを見せつけられては動どう揺ようするのも当然だ。けれども、この状じよう況きようで心を乱すことは死に繫つながる。

「あの手につかまれたら最後、死ぬぞ！　絶対に捕まるな」

　佐土原はまたもやすっ飛んできた。今度は、右手にビームサーベルを持って、である。光の尾おを引き、ステルス機は迫る。

　衝突する寸前、僕とステフは横っ飛びに逃げた。

　が、夏月の姿が消えている。

「夏月!?」

　夏月は佐土原の腕に捕とらえられていた。どうやらビームサーベルはあくまで囮おとり、本命は直接捕まえることだったらしい。佐土原の手は夏月の左腕上じよう腕わん部をがっちり摑んでいた。

　串くし刺ざしにはされまい、と夏月は佐土原のビームサーベルを持つ手を必死に押さえ込んでいる。

　斬きるのは面めん倒どうだと見たか、ステルス機は徐じよ々じよに高度を下げはじめた。

　夏月を地面にこすりつけるつもりだ。

「……助けなきゃ！」

　ステフが弾はじかれたように駆け出した。すぐさま僕もそのあとを追う。

　夏月はしかし、いいようにやられているわけではなかった。何度も何度も機体の下部、飛行機の腹に膝ひざ蹴げりを入れ、直接的に破は壊かいしにかかる。

　これを嫌きらってか、佐土原は急激に左旋回をかけた。遠心力を利用して、夏月を突つき放しにかかる。

　膝ひざを振ふり上げたところに横Ｇをかけられ、夏月は思わず手を離はなした。高速ですっとんでいた勢いそのままに、地面を盛せい大だいにゴロゴロゴローッと転がる。が、何回転目かで綺き麗れいに立ち上がると、もう一度佐土原を追うべく地面を蹴った。

　が、突とつ然ぜんガス欠でも起こしたかのように、べたんと倒たおれた。

「しまった……！」

　必死に起き上がろうとする夏月の顔から、過醒紋が波を引くように消えていく。

　過醒の時間切れだ。

「……まずおまえから死んどきなあ～！」

　佐土原が、その隙を見み逃のがすはずがなかった。ステルス機は空中で変形解除、人型形態に戻もどった。空中でバーニアをふかし、ビームサーベルを抜き、無防備な夏月のもとへ斜ななめ一直線に飛び降りてくる。

「夏月ィィ──ッ!!」

　僕は叫さけんだ──

　その時、棍こんを握にぎる手にどくんと脈動が来た。

　今まで何度もピンチを救ってくれた、あの脈動が。

「いけェェ──ッ！」

　無我夢中で棍を振り下ろした。棍の先せん端たんから白い光が、レーザービームのような光が現れ、空気を切り裂さきながら急きゆう迫はくする。それは夏月のすぐ目の前で、佐土原の軌き道どうと交差する──

「……おおっとお！」

　ところが、サーベルが夏月をとらえる寸前、佐土原は空中で機体前面のバーニアをふかし、空中で静止した。レーザー光は何もない空気を裂いて、地面を割った。

「なんだと……!?」

　直後、佐土原は自由落下しながら、サーベルを突き出した。

「夏月──ッ！」

　サーベルが届くその寸前、先行していたステフが、身体からだごと二人の間に割り込んだ。




　　紅くれないの金こん剛ごう石せき




　僕のレーザー光が、そして佐土原の着地が、土つち煙けむりを巻き上げた。

　視界が塞ふさがり、はじめは何も見えなかった。が、煙が収まるに連れ、状況を目まの当たりにすることができた。

　ビームサーベルは、ステフの胸を貫つらぬいていた。背中側に抜ぬけ出た剣けん先さきは、さらに夏月の太ももにまで達している。

　明白な致ち命めい傷しようだった。それでもステフは気き丈じようにも天使の輪を持ち上げ、佐土原に叩きつけようとする。

　佐土原は、空いている手で軽く刃はを払はらいのけた。

「チッ。こっちも時間切れだな」

　サーベルを抜いて刃先を引っ込めると、ステフの傷口へ手を伸のばした。

　ステフの醒せい核かくをえぐり取るつもりだ。

「やめろっ！」

　僕は叫んだ。が、佐土原はなんのためらいもなくステフの胸に指を突き刺さし、拳こぶしを引き抜いた。そしてその場で飛行形態に変形すると、真上に飛んでいった。

　僕は二人のもとに駆かけ寄った。ぐったりとその場に倒れたステフを抱だき起こそうとして、──

「…………!!」

　心臓が止まったかのように感じた。

　ステフの胸には穴が開いていた。そこから血が止めどなく流れ出ている。

　魂裸醒の力を手に入れて以来、何度か人の死に目に遭あったから、はっきりとわかった──

　ステフの命の灯火は、今まさに消えようとしている。

「ステフ！　ステフ！」

　状じよう況きようも忘れ、僕は叫んだ。ただひたすらにステフの名を呼んだ。

「……さん……すけ……ッ」

　ステフの身体から、急速に力が抜けつつあった。風船がしぼむように、生気というものが流れ出て、空気の中に消えていっているようだった。

「ごめんね……ボク……迷めい惑わくばっかりかけて……」

「ステフ！　そんな、ステフ──」

　消えゆこうとするステフに、僕はなおも話しかけようとした。が、言葉が出てこない。焦あせれば焦るほど、舌は痺しびれたように動かなかった。

　万ばん事じ心得ている、というようにステフは僕の手を握った。

「さっきの約束……いきなり破っちゃったけど……許し……て……」

　つるり、と手が滑すべり落ちる。と同時に、ステフの瞳ひとみは閉とざされた。

「…………」

　しばし、僕は自失した──まだ残るステフのぬくもりを両手に感じながら。

　が、現実は猶ゆう予よを与あたえてくれなかった。

　ステルス機が飛び去った方向から、佐土原が落ちてきた。魂裸醒を解除した、生身の佐土原が。大の字の格好のまま地面にべたーんと激げき突とつしたが、何事もなかったかのようにひょいと飛び起きる。

「ふ～い。さあ、続きと行こうかあ～？」

　首の裏に手を回し、ゴキゴキと骨を鳴らす。

「……貴ッ様ァァ──ッ!!　許さんッ!!」

　絶ぜつ叫きようした。わき上がる怒いかりを、僕は佐土原に叩たたきつけた。

　しかし、佐土原は毛ほどにも感じていないようだった。

「許さん、だって？　どうするつもりなんだ？」

　僕は棍を構えた。

「貴様を殺す!!」

「……大助君！　落ち着いて……！」

　背後から、夏月が声をかけてくる。

　首を回して見やると、夏月はびくりと震ふるえた。僕がよほど醜しゆう悪あくな憤ふん怒ぬの形相をしていたのだろう。

　夏月の傷は、太ももだった。ステフの身を挺ていした行動が、致命的な場所にサーベルが入るのを防いでいた。だがそれでも、大ダメージに違ちがいはない。何度も立ち上がろうと努力していたが、膝ひざを立てる以上のことができずにいる。

　一対一で、僕は佐土原と渡わたり合わねばならない。

「自分でできることとできないことは、しっかり区別した方がいいぜえ？」余よ裕ゆうの体ていで佐土原は言う。「漫まん画がだったら大ピンチからブチ切れてパワーアップして大逆転、ってところだろうが、現実はそう甘くねえ。土下座して謝った方がいいんじゃねえかあ？」

「うるさいッ!!」

　いきなり僕は棍こんを振ふるった。振っている途と中ちゆうで、棍の先せん端たんに鎌かまの刃を生やす。隠かくし刃で佐土原に切りつけたが、

「……フン！」

　佐土原はフレーム・シフトを発現、装そう甲こうを身にまとい、直接刃を受け止めた。

　鎌の刃は装甲にめり込んだ──約一ミリほど。佐土原の身体からだそのものを切るには、ほど遠かった。

「ま、もっとも、今いま更さら謝られても、許す気なんてこれっぽっちもねえがなあ～！」

　佐土原はサーベルで切りつけた。縦一文字に振り下ろした一いち撃げきを、僕は避よけ損そこねた。胸から腹部へ、サーベルは服を切り裂さき肉に達した。

「うぐああッ！」

　撫なでられた程度の深さだったが、サーベルから放たれる高熱に思わず僕は悲鳴を漏もらした。

　しかし、この程度でくじけている場合じゃない！

「なら──サイだ！」

　鎌が形を失い、二つに分ぶん裂れつする。次の瞬しゆん間かん、僕の両手に一本ずつ、サイが握にぎられていた──琉りゆう球きゆう武術で使用される、釵サイが。

　僕は捨て身で突つっ込み、至近に迫せまると、両手のサイを振り上げて佐土原の肩かたの付け根にねじ込んだ。装甲と装甲の隙すき間ま、プラモでいえばジョイントが仕込まれている部分だ。ここなら直接佐土原にダメージを与あたえられるはず──

「そりゃッ」

　が、佐土原は左右から挟はさみ込むように、僕の両りよう脇わき腹ばらにチョップを叩き込んだ。

「ぐあああ──ッ!!」

　激痛に、僕は悲鳴を上げ、思わず身を引いた。続けざまに佐土原の体当たりを食くらい、なすすべもなく地面に突き倒たおされる。

　佐土原は足を振り上げて、僕を踏ふみつけた。逃にげることもかなわず、僕はロボットの体重を背中で受け止めるハメになった。

「さあ～、何秒耐たえられるかな～？」

　もてあそぶかのように、佐土原はじわじわと体重をかけてきた。佐土原が元々重いのか、あるいは魂裸醒による装甲分で重いのか、人一人分とは信じがたい圧力が、僕の背中を押しつぶそうとする。

「おおおおおッ」

　圧あつ迫ぱくを受けている身体は、発音することすらできなかった。夏月の名を呼ぼうとしても、口から出るのは肺から無理矢理押し出された空気だけだ。夏月に向かって手を伸のばすのが、精せい一いつ杯ぱいだ。

　僕はこのまま踏みつぶされ、車に轢ひかれた蛙かえるみたいになって死ぬのか──？

　それだけはイヤだ。けれども、とうてい佐土原の足からは逃のがれられそうにない。

　諦あきらめかけた、その時。

「どくッスよぉ──ッ！」

　何者かの叫さけび声。

　ドスンと衝しよう撃げきが来たと同時に、佐土原の巨きよ体たいが傾かしいだ。

　僕の背中を押さえつける圧力が減じ、そして無くなった。

　だが、とてもすぐに動けるものではなかった。空気をゆっくり吸い込んでから、慎しん重ちように身体を半回転、仰あお向むけになる。

　身体はかなり痛んだが、骨が折れているなどの大おお怪け我がはしていないようだった。地べたから空中を見上げ、事態の把は握あくにつとめる。

「どこのどいつだ!?」

　佐土原はよろけ、四、五歩ほどたたらを踏んでいた。頭部を手で押さえながら、空に視線を注いでいる。その先にいるのは、一人の人間だった。空中を綺き麗れいな姿勢で飛び、船の遊具のてっぺん、帆ほ柱ばしらの最上部に降り立った──こちらに背を向けたままで。

　その後ろ姿には、見覚えがあった。

「夏月!?」

　しかし、少しして夏月ではないことに気がついた。ショートパンツに黒いシャツ、そしてキャスケット帽ぼうにポニーテール。

　八阪井葉月だ！

「どうやら、少し遅おくれたようッスね……」

　くるり、と葉月はその場で振り返り、河か川せん敷じき公園の惨さん状じようを見やる。

　葉月の姿を見て、「ははあ～ん」と佐土原は納なつ得とくしたように何度も頷うなずいた。

「なるほどなあ～。脱だつ走そう者しや側の出で迎むかえ役はおめえかよ、八阪井葉月！」

「お久しぶりッスねえ、佐土原さん」

　口くちの端はしをニヤリとゆがめ、葉子──葉月は声を上げた。

「丸住さんもステファニー・マクルーアも、あたしが連れ帰る予定だったのに、ひどいじゃないッスか。こりゃ、ただで済ますわけにはいかないッスねえ」

「ただでは済まさねえだと？　じゃあ、どうするつもりだあ？」

「決まってるッスよ──」

　葉月の口調が急に鋭するどいものに変化する。ビシッ、と左ひだり拳こぶしを佐土原に突きつけ、葉月は飛んだ。帆柱を蹴けり、空中で魂裸醒を発現する。

「──撲ぼく滅めつするッ！　『レッド・ダイアモンド』ッ!!」




　　この大空、駆かけ抜ぬけ




　流星のように降ってきた葉月の蹴りが、佐土原の頭部を狙ねらう。

「そんな蹴りで俺ッ様を倒すつもりかあ？　ふざけんなッ」

　迎むかえ撃うつ佐土原は、左手を払はらうようにして葉月の足の裏を受け、流した。

　葉月の姿勢が空中でぐらりと崩くずれる──が、葉月は姿勢を維い持じしようとせず、逆に流された。足と頭の位置を逆転させ、両手で佐土原の頭を捕つかまえる。

「あんたみたいな化け物、簡単に倒せるとは思ってねえッスよ！」

　あん馬選手のように身体からだを回転させると、両りよう膝ひざを佐土原の側頭部に叩たたき込んだ。

「ぐおっ!?」

　佐土原は軽くよろけたが、踏みこたえて葉月を引きはがしにかかる。

　葉月は手を離はなし、両足で佐土原の頭を蹴って跳とんだ。ひとっ飛びで僕の足あし下もとに着地すると、片かた腕うでで僕の身体を軽く引っ張り上げ、さらに飛ぶ。

「うげえッ」

　襟えり首くびが締しまり、僕はついうめき声を上げた。

　次の着地点は、夏月のもとだった。同じく夏月を脇わきに抱かかえると、またジャンプ。僕と夏月を、瞬時に佐土原の手の届かないところまで連れてくる。そして、やや乱暴に僕と夏月を地面に放ほうり出した。

「はい、邪じや魔ま邪魔。あとは見ていてもらうッスよ。……あいつは、あたしが殺す」

　軽い口調で、葉月は言った。

　その言葉に待ったをかけるかのごとく、夏月が身を起こそうとした。顔をしかめながらも、なんとか必死に立ち上がる。

「待ってください……私はまだ動けます。葉月の手は借りません」

「……本当に動けるんスか？」

「当然です、この──ぐうッ」

　夏月の発言は、途と中ちゆうで押し殺したような悲鳴になった。

　葉月がいきなり夏月のももを蹴飛ばしたのだ。

　傷口に塩をすり込むような真ま似ねをされて、しかし夏月は膝ひざを折るようなことはしなかった。二本の足で踏ふみこたえ、無言で葉月をにらみ返す。

「なるほど、動けそうッスね」涼すずしい顔で葉月は言った。「ここは一つ、共同戦線ってことでどうッスか？」

　夏月はしばしの間、双ふた子ごの姉し妹まいの真意を探さぐるかのようにじっと睨にらみ続けた。だがやがて、独力で佐土原を倒たおすのは困難だという実際的な理由が勝ったようだ。

「仕方ないですね。二人でやりましょう」

「ちょっと待った」僕はくちばしを挟はさんだ。「三人だ。僕だってまだ動ける」

　葉月は意外そうな顔をした。

「大だい丈じよう夫ぶッスか？」

「見ての通り、僕も二本の足で立てている」

　背中、さっき踏まれていたあたりはまだ痛むが、動けないほどではない。身体に力を入れ、葉月のキックが飛んでくるのを待ったが──

「そうじゃねえッスよ」葉月は首を振ふった。「頭に血が上りすぎじゃないんスか？　般はん若にやの面みたいな顔をしてるッスよ」

「そりゃ、……」

　言い返そうとして、言葉に詰つまった。

「そりゃ、幼おさな馴な染じみを殺されてブチ切れる気持ちは分かるッスけどね、頭に血が上った状態じゃ生き残ることは出来ねえッスよ？　ＯＫ？」

　葉月の指し摘てきは、もっともだった。大きく息を吐はき出して、心を落ち着かせる。たしかに、今は冷静でなければならない。

「ちょこまか逃にげまわってんじゃねーぜ！　おまえらよお～ッ！」

　がしょんがしょんと音を立てながら、佐土原はゆったりとした歩調で近づいてくる。頭部に強力な蹴りを数発食くらっているにもかかわらず、佐土原は相変わらずノーダメージのように見えた。ロボット型の魂裸醒だが、実は佐土原自身もロボットじゃないのかと思えるくらいのタフネスである。

「あんな化け物、どうやって倒せばいいんだ」

「……過か醒せい直後の虚きよ脱だつ状態を狙えば……」夏月が呟つぶやいた。「と言いたいところですが、あの人、もしかして虚脱状態にならないんじゃ……」

「いや、そんなことはねえッスよ」葉月が答えた。「あいつ、過醒の時間切れが迫せまると、高度を思いっきり上げるんスよ。で、空中で時間切れを迎むかえる。虚脱状態の間は、空中をフリーフォールしているんス。着地する頃ころには虚脱状態から脱だつしているので、すぐに次の行動に移れる。虚脱状態の間は空中に逃のがれているというわけッス」

「葉月、君は空を飛べるのか」

「……飛べると思うッスか？　この魂裸醒で」

　ぽんぽんと右手で左の手てつ甲こうを叩いた。

「では、飛ばせないようにするんですね」

　夏月が割り込んだ。

「飛ばせない？」

「そう。まずは時間を稼かせいで、あいつに過醒を起こさせるように仕向けるんスよ。で、変形を始めた瞬しゆん間かんに強ごう引いんに割り込んで、変形機構を無理矢理破は壊かいする。飛行さえさせなければ、虚脱状態を狙ねらうのは簡単ッスよ」

「ロボットアニメのお約束、合体破りみたいなことをやるわけか。しかし、──」

　立案するのと実行するのには天と地ほどの開きがある。佐土原が変形にかける時間は、見たところ約一秒。そこに割り込むことができるのか？　そもそも佐土原が変形時の接近を許してくれるかどうか？

「成功させるんです」心中を見み透すかしたかのように、夏月が言う。「さもなくば、死ぬだけです」

「……そうだね。やるしかないな」

「問題は、どうやって変形機構を破壊するか、なんスけど……」

「大助君のサイが最適だと思います」夏月が提案した。「狭せまいところにねじ込むなら、私たちの魂裸醒より適任ですよ」

「オッケー。それで行くッス」

　あれよあれよと話は決まった。なんだか意外だ──あれだけいがみ合っていた二人が、同盟を決めた途と端たん、年来の戦友のごとく力を合わせるとは。なんだかんだ言って双子は双子ということか？

　僕は手元の棍こんを構え直し、改めて佐土原に向き直った。地面を蹴けり、こちらから襲おそいかかる。

「でりゃああ──ッ！」

　棍を長く持ち、横よこ薙なぎに佐土原の膝あたりに叩たたきつける。佐土原は小さくよろけたが、ものともせずにサーベルで斬きりかかってきた。

「サイ！」

　叫さけぶと同時に棍をサイに変え、左のサイの鉤かぎの部分でサーベルを受け止めた。サイをくるりと持ち替かえてサーベルを押し下げ、右手のサイを腰よう部ぶ、変形時に回転するあたりに突つき込む。ぐおっ、と佐土原は小さくうめき、前のめりになった。

「……ちったあ動きがマシになってきたじゃねえか。そろそろ調子が出てきたか？　だがなあ～！」

　ロボットの左手が伸のび、僕の胸を強きよう烈れつにどつく。なすすべ無く僕はたたらを踏ふんだ。そこへビームサーベルが頭上から襲いかかる──

「やらせない！」

　僕の背後から夏月が突っ込んできて、手甲で無造作にサーベルの刃はを摑つかみとった。

　僕はサイを棍に戻もどして鎌かまの刃を伸ばし、佐土原のビームサーベルを持つ手に切りつけた。

　手首を返して佐土原は避さけようとしたが、鎌の刃はサーベルの柄つかに食い込み、切きり裂さいた。途端サーベルの刃は実体を失い、消え去る。

　すかさず葉月が踏み込んでパンチ三連打を放った。ぐらり、とロボットの巨きよ体たいが揺ゆらいだところで、

「倒たおれろ！」

　夏月と葉月が歩調を合わせ、前蹴りを叩き込んだ。

　とどめを食らい、ロボットは転てん倒とうした──が、背面のバーニアを噴ふん射しやして滑すべるように後退し、距きよ離りを置いて体勢を立て直す。

「さすが八阪井の娘むすめだな……！」

　佐土原の言葉には、幾いく分ぶんか焦あせりがにじんでいるようにも思えた。

「小こ娘むすめだと思って油断していたがよお～！　マジですり潰つぶすッ！」

　佐土原の身体からだが軽く宙に浮うき、体内から放たれるような光に包まれる。飛行形態への変形の前兆だ──

「今だ！」

　合図の必要もなかったほどのタイミングで、夏月と葉月は同時に左右から僕をひょいと担かつぎ上げると、頭の方から佐土原めがけて投げつけた。

「佐土原ァァ──ッ!!」

　人間弾だん頭とうとして滑かつ空くうする間に、パープル・シックルをサイに変ずる。激げき突とつと同時に、サイの先端はそれぞれ頭部を隠かくす胸部の空間に、股こ関かん節せつの部分に突き刺ささる。

　さらに僕は念をこめ、サイの先端から光の刃を突き出した。

「げああァァ──ッ!?」

　激しい叫び声が、佐土原の口から漏もれ出た。それは苦痛の大きさを示すものだ──文字通り、痛いところをついたらしい！

「翼つばさをもぎ取るッ！」

　投げた僕を追って駆かけ寄ってきた夏月と葉月が、佐土原の足──ステルス機の両りよう翼よくにとりつく。両りよう腕うでで翼を抱だきかかえ、足を胴どう体たいにかけ、背筋の力で片翼を裂こうとする。僕も、股関節部に突っ込んだサイを押し込み、テコの要領で関節に負荷をかけた。

「おめえらあ～ッ！　なんてことをしやがるッ!!」

　怒いかりの咆ほう哮こうと共に、佐土原がバーニアをふかした。半はん端ぱな変形状態のまま、強引にその場で機体を半回転させる。突然のことに、僕のサイは両方ともすっぽ抜ぬけた。

　ロボットは変形シークエンスを再開、完かん了りようさせ、次は双ふた子ごを振ふり切ろうとする。

「逃にがすか！」

　僕は咄とつ嗟さにサイを鎌に戻し、ステルス機の翼に引っかけた。

　直後、ステルス機は中天めがけて発進した。足の怪け我がのせいで踏ん張れなかったか、夏月が振り落とされる。

「離はなすかッ！　このまましがみついてやるッスッ」

　しかし、葉月は機体下部にとりついていた。ステルス機から生えた腕が葉月の頭を、身体を押さえ、引きはがそうとするが、葉月は腕二本でがっちり捕つかまり、自分の体重を支えている。

「離れろッ！　離れろっつてんだよお～ッ!!」

　ステルス機は叫び、高速回転しながら、ぐんぐん高度を上げていく。僕と葉月、二人分の余分な荷重を負っているにもかかわらず、その速度、馬力にかげりは見えない。

「というか、離したら死ぬよ!?」

　僕は鎌をひっかけ、機体上部でステルス機の翼にしがみついていた。ステルス機はものすごい勢いで回転している。目が回るどころの騒さわぎではない。自分が翼に張り付いているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　はるか彼方かなたに見えるのは、──平磐の夜景だ。光の絨じゆう毯たんはあまりにも狭せまかったが、それでもそこに街が存在するであろうことは見て取れる。周囲にも点々と明かりの集中している場所があり、そこに集落があるのだと推測できる。

　素す晴ばらしい光景ではあったが、のうのうと眺ながめている場合じゃない。

　一定の高さまで上り詰つめると、不意に身体が浮くような感覚がした。佐土原が上じよう昇しようをやめたのである。進行方向を百八十度変え、今度は真下めがけて急降下。

「ひょええェェ──ッ!?」

　きりもみ飛行は、明らかに上昇時より高速だった。ものすごい風圧にさらされ、いいように振り回される。薄うす目めを開けているのがやっとだった。頭の中は、「振り落とされたらもれなく死ぬ」という認にん識しきだけでいっぱいだった。

「くそォォ──ッ！　殺す気かァァ──ッ!!」

　もはや言っていることも支し離り滅めつ裂れつだった。

　一定距離を落下した後、佐土原はまたも進路を急変、今度は水平飛空を始めた。

「離れろッ！　離れろッ！　は～な～れ～ろォォ～～ッ!!」

　叫さけびながら徐じよ々じよに高度を落とし、地上との距離を詰めていく。

　目を進路方向に振り向けると、橋きよう梁りようが見えた。

「平磐大橋──ッ!?」

　それは、登下校時によく使う橋だった。最近片側二車線に増築された幹線道路である。道路は駅前あたりまでまっすぐに伸のびている。この状じよう況きようだとまるで滑かつ走そう路ろに見える。

　ただ、滑走路として使用するとなると、機体下部にいる葉月が下した敷じきになる。

「アスファルトとおともだちになりなあ～ッ！　この野や郎ろうッ!!」

　速度を全くゆるめないまま、佐土原はアスファルトすれすれの高さを驀ばく進しんした。

「ずあああァァ──ッ!!」

　機体下部から、葉月の絶ぜつ叫きようが伝わってくる。葉月の背がアスファルトにこすりつけられるぞりぞりっという音、振しん動どうと共に。

　僕は葉月の手をつかみ、叫び返した。
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「葉月ッ！　絶対手を離すなァァ──ッ!!」

　夜の橋梁、車の全く通らない道を、ステルス機は不気味な音と声をまといながら駆け抜けていく。とりついた葉月をこそぎ落とそうとしながら。

　葉月は決して手を離そうとしなかった。苦しげな悲鳴を上げるたびに、しかし指先は機体の翼にますます強くしがみつく。絶対に離すものか、という意志の力で、翼を握にぎりつぶしてしまうんじゃないかとすら思えた。

　と、ステルス機の進路が左右に揺ゆれ始めた。翼つばさが橋の欄らん干かんにぶつかり、ガコガコガコッと金属の筒つつを叩たたく音が連打する。

　今度は欄干を利用する気か──とも思ったが、違ちがった。

「これ以上は……もうだめだあァァッ」

　佐土原が叫ぶ。機体が傾かたむき、右翼先せん端たんがアスファルトに接せつ触しよくした。右翼を上げると、今度は左翼が地面をこする。

　佐土原は、姿勢を保てなくなりつつあった。限界を感じたか、機首を思い切り上げ、空へと跳はね上がる。

　ところが、ステルス機の進路には、橋の支柱が立っていた。

「うおおおお──ッ!?」

　佐土原は絶叫し、進路をねじ曲げようとしたが、もう遅おそい。

　機体は支柱に正面から激げき突とつした。

　ドカン、と電車と電車が正面衝しよう突とつするような轟ごう音おん、そして衝しよう撃げき。

　ステルス機は、あさっての方向へ放ほうり出された。と同時に、機体全体から放っていた光が、急激に弱まる。

　バチンとはじけるような音と共に、飛行形態から人型形態に戻もどった。すぐに、魂裸醒そのものも消失する。中から現れ出たのは生身の佐土原だ──回転を続けていた慣性で、身体からだはねじれていた。首、足といった身体の要所要所が、本来あり得ない方向にねじ曲がっていた。

　折れた骨が治らないうちに、過か醒せいが解けてしまったのだ。

「この時を待っていたァァ──ッ!!」

　葉月は、支柱激突のショックを受けてもなお、佐土原の身体をつかんでいた。右手で佐土原の右みぎ腕うでを、左手で佐土原の左足を摑つかみ、両りよう膝ひざを背中に押しつけると、──

　佐土原の右腕と左足を引きちぎった。

　ポポイともぎ取った手足を捨て、葉月は佐土原を真下へ蹴けり落とす。

　地上では、夏月が待ちかまえていた。

　ジャンプ一番、夏月は空中で佐土原の身体をキャッチした。佐土原の残った腕と足を両手で捕つかまえ、頭のてっぺんは佐土原の背中に押しつける。

　そのままの姿勢で夏月は川岸の岩場に着地、佐土原の背を二つに折った。

　川かわ面もに落ちる寸前に見ることができたのは、そこまでだった。僕と葉月は着水し、大きな二本の水柱を立てた。




　やっとのことで川岸にはい上がると、すぐ目の前に遊具の帆はん船せんがあった。

　あちこちをすっ飛んできたような気がするが、たまたま元の場所に戻ってきたらしい。遊具のところまで這はっていき、船体につかまってなんとか立ち上がる。

「どうやら、助かったらしいな……」やっとのことで、僕は言った。「助かったからといって、勝利を収めたとは到とう底てい言えないけれど……」

「いや、あたしたちの勝ちッスよ」葉月は訂てい正せいした。「母さんの醒せい核かくは回収できたッスからね」

　川岸の岩場に、佐土原の身体は横たわっていた。体中の骨が砕くだけた、それは見るに堪たえない凄せい惨さんな死体だった。

　夏月は無表情のままに佐土原の衣服をあさり、ついに目的のものを見み出いだした。指先でつまみ上げ、それを月明かりにかざす。

　それは、ステフの体内から取り出された、八阪井五月の醒核だった。

「……ふざけるな」僕は脊せき髄ずい反射的に、葉月に言い返した。「そりゃ、君達は八阪井五月の記き憶おくさえ手に入れればいいだろうけど、──」

「早はや合が点てんしないで欲しいッスね」葉月は口をへの字にした。「まだ望みがあるかもしれないッス」

「望み……？」

　夏月は横たわったステフのもとに駆かけ寄ると、その口の中に回収した醒核を放ほうり込んだ。ステフの命脈は既すでに絶たれているようにしか見えなかったが、──

　驚おどろくべきことに、ステフの喉のどが動き、醒核を嚥えん下かした。

　僕はステフのもとに駆け寄り、じっと凝ぎよう視しした。

　少しずつ、ステフの胸が上下し始めた。

　はじめ、それは目の錯さつ覚かくのようにも思えたが、ステフの口元に耳を寄せると、はっきりと呼吸音が聞こえた。

「生きてる！　ステフ生きてるぞ！」

　僕は叫さけんだ。と、感情を殺し続けていた夏月が、仮面を脱ぬぎ捨てたかのように大きく息を吐はき出した。

「……はあ～……。どうやら、間に合ったみたいです」

「九死に一生ってとこッスね」

　すっかりずぶ濡ぬれの葉月も、安あん堵どの笑えみを浮うかべていた。

　よく見たら、葉月の背中は丸出しになっていた。アスファルトに長ちよう距きよ離りこすりつけられた結果、完全に摩ま耗もうし破けている。暗くら闇やみの中ではあったが、背中全体にひどい擦さつ過か傷しようが広がっているのが見て取れた。魂裸醒の力でいずれは治るだろうが、かなり醜しゆう悪あくな傷である。

　しかし大きな傷の割に、葉月は痛がる様子を見せなかった。佐土原の方を見て、

「さてと、あいつにトドメ刺ささなきゃなんないッスね」

　岩場に歩み寄る。

　佐土原は明らかに絶命していた。これで生きているとすれば、ゾンビかなんかであるに違ちがいない。しかし葉月は、一発蹴飛ばして佐土原を川に叩たたき落とした。大きな水しぶきを上げ、佐土原は水中に沈しずんでいった。

「死者に鞭むち打つようなことだと思うッスか？」くるり、と葉月は首を回して僕を見た。「でも、佐土原の死体を解かい剖ぼうしたら、きっと死因は溺でき死しと診しん断だんされるッスよ。賭かけてもいいッス」

「……あいつはラスプーチンか」

　思わず呟つぶやいた僕の言葉は、冷たい夜風に乗って空中に消えていった。

「……三鶴城……！」

　遠くから、僕の名を呼ぶ声がした。見れば、伊勢谷が九里浜と長坂を引き連れ、堤てい防ぼうを駆け下りてくる。その声を聞いて初めて、僕は生き残ることができたんだという実感がわいてきた。安あん堵ど感に包まれたせいか、自然と緊きん張ちようが解け、僕はその場に座り込んだ。
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　　再会、父と娘むすめ




「これはどうやら、佐土原がやったようですね。しかしそれでは、佐土原本人はどこに行ったのか？」

　深夜零れい時過ぎ。

　丸住の死体のそばにしゃがみ込み、井倉はじっくりと検分していた。

「さあ……。私が発見した時には、このような状態でしたから」

　夏か月づきは答えた。

　ステファニー・マクルーアらしき人物を見かけた、という情報を手に入れたので、夏月は廃はい工場へのＮＮＲ襲しゆう撃げきには行かず、市の中心部でステファニーを捜さがしていた。しかし目的の人物は見つからず、代わりに丸住の死体を発見した──という話をでっち上げ、僕たちは井倉を河か川せん敷じきに呼びつけていた。丸住が死んだことを隠かくすより明らかにした方がいいだろう、と判断したのだ。

　判断は正しかったようだ。井倉は丸住の死体に心を奪うばわれ、僕らを疑うなど思いも寄らぬようだった。

「この場で佐土原と丸住の格かく闘とうが行われたであろうことは、間違いありませんね。かつ、佐土原が勝利を収めたであろうことは。そのあと、佐土原はどうしたんでしょうね？　三み鶴つる城ぎ君、念のため聞いておきますが、君は何も知りませんよね？」

　露ろ骨こつに疑ってくるような質問口調に、僕はドキリとした。が、それは井倉が僕に真しん剣けんに疑念を抱いだいているわけではなく、単に井倉の性格がひねくれているだけのことだ。僕は極力平静を装よそおい、返答した。

「当たり前じゃないですか。僕に何がわかるって言うんです」

　井倉はじっと僕をにらんだ。

　僕は、事情がよく吞のみ込めていないような表情を取り繕つくろった。こんな時は、相手からアホだと思われた方がいい。

　努力の甲か斐いあってか、井倉は「……それもそうですね」と相あい槌づちを打った。

「一いつ瞬しゆん、君が佐土原を殺したんじゃないか、とも思ったんですが……そんなことできるわけがないですね。君を疑うのはナンセンスだ……いや失礼、失礼」

　非常に苛いら立だたしい言い方で、井倉は僕に対する疑念を払はらった。

「私達は、廃工場で驚おどろくべき情報を手に入れました。ＮＮＲを使し役えきしていた『ミスターＹ』とやらの正体は、実は丸住義政だったのです──八阪井三十四ではなくて、ね」

　既すでに知っている情報を、井倉はさも得意そうに言った。

「なんですって!?」

「そうだったんですか？」

　井倉の期待通り、僕達は驚くふりをした。少々オーバーアクションだった様な気もするが、井倉は全く気づかず、僕らを驚かせたことに満足して何度も頷うなずいた。

「私達が廃工場を襲撃した時間帯、丸住は運良く平磐の中心部にいたようですが──どうやら、無明の光の導きが、佐土原を丸住に引き合わせたようですね」

「そのあと、佐土原さんはどうなったんでしょう？」

　しれっとして、夏月は尋たずねた。

「ふうむ」

　井倉は首を捻ひねって、考え込んだ。考えたところで真実を見み抜ぬけるはずもないのだが。

「こうなってみると──どうやら八阪井三十四は、我々が予想していたのとはまったく異なる動きをしていたようですね」

「はあ。ミスターＹは丸住じゃなかったんですか？」

「ミスターＹとは別に、八阪井三十四が暗あん躍やくしていたのではないのかと言っているんですよ。佐土原を殺せるような敵となれば、彼くらいしか思いつきませんからね。となると、私達は出し抜かれてしまった、ということですか……」

　苦い表情で井倉は敗北を認め、頭をかきむしった。

　が、すぐに僕達の視線に気付き、

「まあとにかく、死体の始末は私にまかせてもらいます。他言無用に願いますよ……」

　おどすような口調で言ってきた。

「もちろんですとも」

　素直に答えつつ、僕は内心快かい哉さいを叫んだ。どうやら、井倉を間違った結論に導くことに成功したようだ。さしあたり、自分の身の危険を案じる必要はないだろう──しばらくの間は。

　なお、夏月は井倉を欺あざむくことになんら良心の痛みを感じていないようだった。それもそうだろう──井倉をホテルで問いつめた時の説明もウソッパチだったとわかってしまったのだから。

「さすがに、ここまでされたとなると、もはや井倉さんを信用することはできません」

　夏月にしては珍めずらしく、憤いきどおりも露あらわにコメントした。




　この日を境に、平磐の良識ある大人達を悩なやませていた不良集団ＮＮＲは、活動をぱたりとやめた。その原因は、構成員があらかた病院送りにされてしまったというところにある。ＮＮＲは自然消しよう滅めつし、二度と平磐市民を睡すい眠みん妨ぼう害がいに陥おとしいれることはないだろう。

　ＮＮＲの幹部、魂たま裸ら醒せの力を持っていた連中はことごとくその異能を封ふうじられた──ただ一人、蒲生を除いては。

　経緯いきさつはこうだ──布袋レストハウスで蒲生を捕つかまえた井倉は、こう持ちかけた。「ＮＮＲのメンバーで魂裸醒を使う奴やつら全員の力を封じたいのですが、居場所を探すのが面めん倒どうです。メンバーの居場所を教えてくれれば、君の魂裸醒だけは封じずに置いておくことにしてもいいですが」と。もちろん、井倉は用を済ませれば、約束を破って蒲生の魂裸醒を封じるつもりだった。が、それを予期していた蒲生は、言葉に従うふりをしておいて、最後の最後で逃にげ出したのである。

　自分の失態に関して井倉は、

「まあ、他のメンバーの魂裸醒は全すべて封じましたし、あんなせこい奴一人逃のがしても大勢に影えい響きようはないでしょう。八阪井君、あとは君に任せますよ」

　と、仕事を夏月に押しつけて平磐を去っていった。最後までむかつく野や郎ろうだった。




　佐土原を殺した翌日、僕は九里浜の運転する軽トラに乗っかって草深い道を分け入り、丸住に教えられた場所にプレハブ小屋を見出した。

　おそらく、かなり昔にこの周辺で工事が行われた時に建てられ、以来放置されていたのだろう。少なくとも一キロ四方に人家が存在しないであろう山中に、小屋はすっかり蔦つたにとりつかれた姿を晒さらしていた。

　扉とびらの外側に施ほどこされた三重の南なん京きん錠じようを粉ふん砕さいして中に入り込む。そこにいたのは、完全にぐったりとして床ゆかに横たわった少女だった。すぐさま九里浜が駆かけ寄ると、少女の首元に手を回す。

「生きてる」九里浜は言った。「この顔、間ま違ちがいなく江藤美砂よ」

「急いで運び出そう」

　軽トラの荷台に彼女を迎むかえ入れる準備をしよう、と僕は小屋の外に出た。ふと携けい帯たい電話を手に取ると案の定、電話の画面には「圏けん外がい」の二文字が表示されていた。道理で、どれだけ連れん絡らくをつけようとしてもなんの反応もなかったわけである。

　小屋の前の小さな広場は、膝ひざの高さの雑草が無む秩ちつ序じよに生えていたが、つい最近何度か車が入ってきたらしく、すっかりタイヤで踏ふみ荒あらされていた。おそらく、丸住の車の跡あとなのだろう。たしかにこんな場所、車でなければ来られまい。

　僕たちは江藤美砂をトラックに乗せて市街地に戻もどった。

「これで一応、あたしの抱かかえていた事件は解決できたけど、なんだか釈しやく然ぜんとしないものを感じる」

　運転しながら九里浜は言った。

「そりゃ、なんでまた」

　問うと、九里浜は左ひだり腕うでを伸のばして助手席の僕を殴なぐった。

「あんたのせいよぅ！　いいこと、あんたがステファニー・マクルーアをこっそり匿かくまってたこと、今もって気持ちが収まらないわけよ。わかる？」

　九里浜は、僕に裏切られたという感をいまだにぬぐい去ることができずにいるらしかった。

「……その点については、謝るより他ほかにない。ごめん」

　そう答えると、九里浜は幾いく分ぶん語気を和やわらげた。

「三百発くらい殴りたいところだけど、素す直なおに謝ったから今の一発で許してあげる。ま、今回の件、あんたの立場もわからないでもないけどね。でもこれから先、もし夏月に相談できないようなことが起きたら、まずあたしに話を持ってきなさい。いい？　あんたは探たん偵てい局員で、あたしは探偵局長なんだからね」

　前方を見つめたまま、九里浜は言った。その語調は、いつもとは違ってごく真しん剣けんだった。

　僕も真剣に言い返した。

「了りよう解かいした。これから先、二度とこんなことは起きてほしくないけどね」




　期末テストはそこそこの成績だった。心労が積み重なっている最さ中なかだったという点を勘かん案あんすれば、かなり頑がん張ばった方だと言える。赤点故ゆえの夏期特別補習は受けずに済むようだ──まあ、生徒全員に課せられる、特別でない夏期補習はあるのだが。いやしくも「夏休み」と標ひよう榜ぼうしているのなら、休ませて頂きたいものである。




　数日後、携帯電話が鳴った。葉月からだった。

「あたしら、そろそろ平磐を去るッス」

「永遠に？」

「冗じよう談だんきついッスねえ。あたしはすぐ戻ってくるッスよ……でも、ステフを匿わなきゃなんないッスからね」

「ステフは、もう良くなったの？」

「元気ッスよ。でも、平磐を去る前に是ぜ非ひ君に挨あい拶さつしたいって言ってるッス。なんで、例の公園で落ち合わないッスか？　あたしら一応逃とう亡ぼう者しやなんで、誰だれにも言わないでね」

「大だい丈じよう夫ぶさ。井倉も迅も、もう戸有に帰っているし」

　というわけでその日、日が没ぼつしすっかり暗くなってから、僕は夏月と連れだって出かけた。ホワイトチョコを買い込んでから磐清園に寄り、伊勢谷を伴ともなって河か川せん敷じき公園へ向かう。

　河川敷には、平磐特有の霧きりが立ちこめていた。帆はん船せんの遊具に寄りかかって待つうち、二つの足音が近づいてきた。

「三助～！」

　ステフが弾だん丸がんのようにすっ飛んで、僕に飛びついてきた。

「うわっ、とと」

　危あやうくそのまま押し倒たおされかけたが、帆船の壁へき面めんを支えにしてなんとか踏みとどまる。

　ステフは屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮うかべていた。数日前、死にかけていた時とは天地の差だ。魂裸醒の血がもたらす回復力にはいつも驚おどろかされる。

「すっかり良くなったんだね、ステフ」

「うん、三助のおかげだよ、ホント」そう言ってから顔をうつむけ、「もっと他にもお礼をしたかったけど、でもお別れだよ」

「言葉だけで十分さ。お互たがい生きていれば、いつかまた会える。……だろ」

　そう言いつつ、僕はチョコを手て渡わたした。

「そだね」

　ステフは笑顔を取り戻した。それから、伊勢谷に手を差し伸べる。

「それに景！　景にもお世話になったよ」

「……うん」やや照れながらも、伊勢谷は握あく手しゆに応じた。「いつか機会があったら、話がしたい。色々と、きいてみたいことが」

「オッケー。約束だよ」

　力をこめて握手する。伊勢谷は上下にシェイクしてそれに応じた。

　女性同士の麗うるわしき友情、とでも題を付けたいような光景だった。ただ一点、手を振ふり回すことでステフの胸がどう揺ゆれるのか、伊勢谷がじっと観察していることを除けば。

「またかい」

「えっ？　ああ」

　指し摘てきされて、伊勢谷はぱっと手を離はなした。

　僕たちが和気あいあいと言葉を交かわしている間、夏月と葉月は無言のにらみ合いを続けていた。夏月は切りつけるような瞳ひとみで、葉月は見下すような瞳で。この間は素晴らしいタッグコンビネーションを見せたにもかかわらず、双ふた子ごの姉し妹まいに雪解けは訪おとずれていないらしい。傍はた目めに見る限り、二人の間のわだかまりは永久凍とう土どの万年雪並みに深く、冷たい。

　沈ちん黙もくを先に破ったのは葉月だった。

「さ～て、夏月。別に、あたしを見送りにわざわざ来てくれたわけじゃないッスよね？」

「もちろんです。私がここに来た目的はただ一つ、──」

　そう言って、夏月はステフを見た。

「真実を知ることです」

「そんなことだろうと思ってたッス。だからステフを連れてきたんスから、感謝して欲しいッスね」

「葉月は、もう聞いたんですか？」

「いや、──どうせ聞くなら証人が多い方がいいかな、って思ったんで、まだなんも聞いてないッス。あたしもはじめて聞くッスよ」

「ならば早さつ速そく──」

　急せく夏月を、葉月は手を出して押さえる。

「待って欲しいッス。もう一人、呼ばなきゃならない人がいるッス」

「呼ばなきゃならない人……」言いかけて、夏月ははっと息を吞のんだ。「それって、まさか、──」

　葉月は、自分の後方を見やった。

　霧の中にぼんやりと、黒く大きな影かげが現れた。その人影は、ゆったりとした足音を立てながら、近づいてくる。

「──八阪井三十四！」

　ぬっと現れたその人物は、顔面を巨きよ大だいな鉄仮面で覆おおっていた。




　真夏だというのに、八阪井三十四は黒コートを羽織っていた。今は涼すずしいからまだいいが、真っ昼間の暑い時などは難なん儀ぎするだろうに。さらに両手に手て袋ぶくろをはめ、皮ひ膚ふの露ろ出しゆつを徹てつ底てい的に排はいしていた。

　す、と八阪井三十四の姿が二重にぶれる。魂裸醒を出す気か、と思ったものの、現れた幽ゆう体たいは形をなさなかった。幽体というものは通常、本人生き写しの姿を取るものだが。彼の幽体は霧に紛まぎれ込むかのように、広く薄うすく散らばっている。

『久しぶりの再会だというのに──親を呼び捨てとは悲しいな、夏月』

　どこからともなく、声が響ひびいた。

　それが八阪井三十四の発言であることを理解するのに、わずかに時間が要いった。彼の口は閉とざされたままだったからだ。

『これは失礼』僕の戸と惑まどいを見み抜ぬいてか、八阪井三十四は言葉を重ねた。『十一年前の大おお怪け我がで、声を失ったのでね──幽体に干かん渉しようし、言葉を直接伝えている』

　思い出した。

　幽体と幽体を接せつ触しよくさせると、直接意思を疎そ通つうさせることができる。八阪井三十四は、自分の幽体を霧きり状じようにしてまとわりつかせることにより、一定の距きよ離り内にいる人間全員に同時に声を送っているのだ。

「あなたは、戸有の敵──お母さんを殺した仇かたきです」

　夏月が叫さけぶ。本人も気づかぬうちに、表情が失うせていた。

『そうではないことを、今から証明してみせるさ』

　八阪井三十四は、自分の娘むすめからの殺人的な視線を仮面で受け止めていた。その仮面をステフの方に振り向けると、『五月』と呼びかける。

『思い出してくれ──四年前のあの日、何があった？　最さい期ごの瞬しゆん間かん、目の前に立っていたのは誰だれなんだ？　教えてくれ、五月』
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「五月……？」

　その名を唱えると、ステフは中空を見つめた。その視線が、遠くを彷徨さまよい始める。はるか遠くの空に、記き憶おくを見み出いだそうとしているかのように。

「……うん。覚えている」

『何があったんだ』

　はやる気持ちを抑おさえるように、八阪井三十四は急かした。

「──そうだ──ええと、ボクは──じゃない、私はあの日──眠ねむっていた。目が覚めたら、ひどい血の臭においがした。自分の血だと気づくまで、少し時間がかかった。病室の床ゆかに、海かいと一いつ花かが倒たおれていた。二人とも血で真っ赤に濡ぬれていた──」

「海と一花？」

　聞き慣れぬ人名らしき単語だった。夏月に小さい声で尋たずねる。

「……おそらくは八阪井五月の弟、二に志し名な海と、亘理銑十郎の娘、亘理一花のこと」

　答えたのは伊勢谷だった。自分の脳のう裏りに眠る神山の記憶を掘ほり起こしたのだろう。

『他ほかには、他には誰もいなかったのか』

　八阪井三十四が、さらに問う。

「覚えていない──。少なくとも、私は見ていない──」

　突とつ然ぜん、濡れた犬のように、ステフは頭を激しく振ふった。次に八阪井三十四の顔を見た時、ステフの瞳ひとみはいつもの輝かがやきを取り戻もどしていた。

「──ごめん、思い出せるのはこれだけだよ」

『君が謝ることじゃない』

　そう言いつつ、八阪井三十四は仮面に手を当てて考え込んだ。

『五月が気がついた時には、殺人犯は既すでに立ち去っていたということか……？』

「証明、できなかったようですね」

　夏月は冷れい淡たんを装よそおって言った──あくまで表面上は。そばで見る僕の目には、夏月の無表情の仮面にわずかながら、ほころびのようなものが感じられた。

　八阪井三十四は雅が量りようを示し、娘の言葉を認めた。

『……そうだな。だが、だからといって村がステフを許すはずがない。五月の記憶を持っていること自体が、村にとって問題なんだからな……』

　そう言って、ステフの肩かたを引き寄せる。

『彼女の身み柄がらは、俺が責任をもって預かる。構わないだろうな』

　夏月は何も答えないことで、父の言葉を暗に認めた。

「一つ聞きたいことがあります」

　僕は一歩進み出て、八阪井三十四に話しかけた。

「僕の名前は三鶴城大助と言います」

　自分の名を名乗って、相手の反応を見る。

　鉄仮面の男は、微び動どうだにしなかった。

『君が三鶴城大助だな──なるほど。三鶴城昂治に生き写しだ』

「な……」

　突然飛び出た兄の名に、僕は思わず絶句した。だがすぐに気を取り直し、問いを投げかける。

「あなたは十一年前、隕いん石せきが落ちた直後の沼渡田で、僕の兄の三鶴城昂治と会っているはずです。知っているなら教えて欲しいんです──兄が、どうなったのか」

　しばらくの間、八阪井三十四は黙だまり込んだ。次に言葉を送り込んできたのは、ゆうに一分くらい間を置いてからだった。

『彼は、恩人だ。十一年前、自分の命と引き替かえに俺を救ってくれた──』

「それは、どういうことです」

　しかし八阪井三十四はそこで言葉を切った。葉月に『もう行くぞ』と指示を出す。

「待ってください！」僕は食い下がった。「僕は知りたいんです、兄のことを──！」

『そうだ──預かりものを返さなくてはな』

　ひょい、と八阪井三十四は何かを放ほうり投げた。突然のことに、それでもよく反応して、僕はそれを空中でキャッチする。

『今は、その時ではない。だがこれだけは言っておこう。三鶴城昂治は死んだ。──そして、俺はそのことを片時も忘れたことはない』

　僕達に背を向けると、八阪井三十四は歩き出した。それを見て、葉月とステフが彼のあとを追う。

『君とは再び会うことになるだろう──無明の光は、必ずや君と俺とを導いてくれるはずだ』

　最後にそう言って、八阪井三十四は霧きりの中に姿を消していった。

　夏月、そして伊勢谷は、いつまでも霧を見つめ続けていた。

　僕は、八阪井三十四から投げ渡わたされたものを見やった。手の中にあったのは、古びて空気のすっかり抜ぬけたボールだった。

「なんですか？　それ」

　夏月がボールをのぞき込む。

「僕にもよくわからない。えーと、──」

　ふとボールをひっくり返す。

　瞬しゆん間かん、突然空が落ちてきたような感覚に襲おそわれた。

　そこには黒いへたくそな文字で、「みつるぎ」というひらがな四文字が記されていた。

「な……!?」

　堰せきを切ったように、過去の記き憶おくが蘇よみがえる──昔、このボールで兄達に遊んでもらったことを。

　そう──それは、十一年前、昂治兄さんが持っていったきりのゴムボールだった。




　　閉幕　運命は霧の中




　早朝、田んぼのど真ん中を走る狭せまい舗ほ装そう道路を、八阪井三み千ち人とは歩いていた。

　肉体鍛たん錬れんの一いつ環かん、と表現すれば聞こえはいいが、実のところはあまりに退たい屈くつなのでただブラブラしているだけだった。平磐も田舎いなかだが戸有はそれに輪をかけたような田舎である。それこそ、電気が届いているのがある種の奇き跡せきに思えるような。村全体が峡きよう谷こく内にあるため地上波がほとんど遮さえぎられ、テレビ番組もほとんど映らない。先進的な家は、衛星放送を導入していた──衛星の力を借りない限り、テレビを見ることなどできないからだ。

　実家に戻もどってきたはいいのだが、契けい約やくを切っているので新聞を読むことすらままならない（よく考えてみれば、毎朝その日の新聞が届けられるという事実も奇跡に限りなく近い）。どうしようもなく退屈なので、朝から散歩に出かけているというわけだった。

　戸有は霧と静せい寂じやくとに包まれていた。療りよう養よう所じよの前を通り、集会所の横を過ぎる。と、前方から車のエンジン音が聞こえてきた。

　霧の中から現れたのは、一台のボロい車だった。

「ゲ。亘理か」

　三千人はフロントガラスの奥に見知った顔、亘理銑十郎を見み出いだした。あたりを見回したが、身を隠かくせそうな場所はどこにもなかった。亘理と顔を合わせずに済むのなら肥だめにでも飛び込むつもりだったが、幸か不幸か肥だめすら見あたらなかった。

　わたわたとしている間に車は速度を落とし、三千人の手前でピタリと停とまった。

「やあやあやあやあ、三千人。こんな朝早くから散歩かい？」

　窓を下ろし、陽気な声で語りかけてくる。

「……まあな」

　正直、亘理とは一言たりとも口をききたくなかったが、挨あい拶さつされて無視をするのも感じが悪い。三千人は最低限の返事をした。

「我々も油断するとすぐに脂し肪ぼうが付いてしまうからな！　男性は体脂肪率が二十五パーセントを超こえると肥満と呼ばれるようになるから、頑がん張ばって毎日運動することだね」

　肥満の定義なんか聞いてないんじゃこのボケ、と三千人は内心で毒づいたが、口に出しては何も言わなかった。

　この男を黙だまらせる方法はただ一つ、こちらから話しかけないことだ。三千人は、「それじゃあな」と手を振ふってその場から歩み去ろうとした。

「ちょっと待ってくれ」亘理が声をかけた。「三千人、君は最近、長老連の皆みな様さま方に色々と話を持ちかけているそうじゃないか。平磐市にもっと戦力をよこせ、と」

　三千人は足を止め、振り返った。

「……ああ。それがどうかしたか」

「この私も、平磐の現状には心を痛めていてねえ」亘理は大げさに手を広げた。「だから、私の方からも上奏しておいたのさ。平磐にもっと常じよう駐ちゆうの人員を割さくように、とね」

「……ほお」

　三千人はまたもやむかついた。現在の亘理の発言力は絶大だ──村の意思決定機関である長老連に対しても。つまり、自分がここ十数日訴うつたえ続けても通らなかった案件が、亘理の一声で通ったということだ。自分に何も言わず勝手に話を通したということにも心穏おだやかならざるものを感じる。

　しかし、自分の意見が上に通ったという事実には間ま違ちがいない。とりあえずは亘理に感謝しておこう、と思ったのも束つかの間、

「これからの平磐政策は、この私が指揮を執とらせてもらうからな」

「……なんだと？」

「ああ、君はまだ聞いていなかったのか？　つい昨晩、井倉を通じて連れん絡らくがあったんだよ──平磐に八阪井三十四が現れたようだ、と。だから、君を平磐に帰すわけにはいかないのさ」

「…………！」

　やられた、と三千人は心の中で頭を抱かかえた。

　その件は、既すでに夏月から連絡をもらっていた。だが、亘理が露ろ骨こつに三千人の動きを封ふうじにかかるとは、想定していなかった。

「まあまあ」三千人を制するように、亘理は自分の胸の前に両手をかざした。「そりゃあ私は、君が兄弟の情を取って村を裏切るなどという馬ば鹿かなことをするとは思っていないさ。だが、村にはそういう危険性を指し摘てきする輩やからもいるのでね……安全策を取らせてもらうことにした。他ほかならぬ友人に、無用の疑いがかからないようにね」

　言っていることは穏やかだったが、要は村内での蟄ちつ居きよ宣告である。

「冗じよう談だんじゃない！　私は、──」

「心配したもうな」亘理は三千人の声を遮った。「夏月君は平磐に残って、脱だつ走そう者しやの駆く除じよに尽じん力りよくしてもらう。彼女には普ふ通つうに高校生活を送って欲しい、という君のたっての願いは聞いているからね。それじゃま、そういうことで」

　一方的に言うことを言い、亘理は車の窓を閉めようとする。

「待ってくれ、人の話を聞け──」

　必死に割り込もうとする三千人。

　すると亘理は窓を閉める手を一いつ旦たん止めた。ほんのわずかに目を細め、鋭するどい眼光で三千人を黙らせる。

「君が五月さんの仇かたきを討うちたいという気持ちは、よく分かる。しかし私も、娘むすめの一花を奴やつに殺されているのでね。奴には、生まれてきたことを後こう悔かいするような残ざん酷こくな死を与あたえてやるとも──君も納なつ得とくできるような、ね」

　ほんのわずかに口元をゆがめ、笑えみを見せる。しかしすぐに表情をゆるめると、車の窓を閉め切って、亘理は車でその場を立ち去っていった。

　霧きりの中に消えていく車の尻しりを眺ながめながら、三千人は敗北感に打ちのめされていた。

　夏月を村に戻さないのは、私に対する牽けん制せいだ──と三千人は感づいていた。体ていのいい人ひと質じちである。三千人が「三十四に加担する恐おそれがある」という理由で蟄居させられるのなら、夏月を平磐に残すのは明らかにおかしい。亘理は夏月を押さえて私の動きを封じ込めたのだ──だがなんのために？　これからどうなるんだ？

　唯ゆい一いつわかっているのは、三千人はしばらく平磐には戻れそうもない、ということだった。







[image: ]

　こんばんは六塚です。

　タマラセ三巻をお届けします。

　今回の物語、三助は幼おさな馴な染じみとの再会を果たします。彼女の名はステファニー・マクルーア、花谷家の隣となり（現在の八阪井家）に住んでいた子で、二年ぶりに平磐市に戻もどってきます。しかし思い出を懐なつかしむ暇ひまも無いまま、二人は大きな嵐あらしに巻き込まれます。「あかがねの悪竜」に運命を狂くるわされた子供がまた一人……ってな調子です。お楽しみください。

　なお今回は「あとがき六枚書いていいよ」との担当編集からの言葉をもらいました。今まで三枚、二枚と書いてきた僕にとっては、未み踏とうの領域です。というわけでトピックごとに作中のごとく表題をつけていこうと思います。




　　一葉スマイル




　文を書き続けるというのは孤こ独どくな作業です。

　特に僕の場合、専業作家かつ一人暮らしなため、ふと気がつくと半月くらい誰だれとも話をしていなかった、ということもしょっちゅうです。

　そのような変化の無い生活を続けていると、猛もう烈れつに暇になってくるわけです。たとえガリガリ原げん稿こうを書こうがテレビ見てようがゲームやってようが、退たい屈くつ感が消えることはありません。そのうち何も手につかなくなって、色々としょーもないことをやり出すことになります。千円札を取り出し、野の口ぐち英ひで世よの目の部分に折り目を付けて「パパイヤ鈴すず木きにそっくりだぜ～」と一人ほくそ笑んでみるとか。まあ成人男性の暇つぶし方法としては最低の部類ですな。

　こんな淀よどんだ沼ぬまのような毎日を過ごすのは明らかに良くないと分かっているのですが、一体何に変化を求めればいいのやら。試行錯さく誤ごの毎日です。




　お札といえば、樋ひ口ぐち一いち葉ようさん、恐こわいですね。

　つい最近近所のスーパーで千円ちょっとの買い物をして一万円札で払はらったところ、レジの方に「五千円札が混じってもよろしいでしょうか？」と聞かれました。おつりに五千円札を混ぜるのは不作法、と言わんばかりです。おそらくレジの方、樋口一葉の能面に恐きよう怖ふを覚えているんでしょう。

　たしかに、じっと眺ながめていると、恐い。音楽室のベートーベンの肖しよう像ぞう画がの代わりに樋口一葉の肖像画が飾かざられていたとしても、学校の怪かい談だんネタになるのは避さけ得ぬところ。彼女の何を考えているか分からない目に見つめられるたび、居い心地ごこちの悪い思いをする方も結構多いことでしょう。

　そんなあなたに朗報です。肖像画の両目の部分に折り目を入れてやると、あの仏ぶつ頂ちよう面づらだった樋口一葉さんがみるみる笑顔に！　是ぜ非ひ一度お試しを！　ま、こんな笑顔をしている方に現実に出会ったらショックのあまり漏もらすこと間ま違ちがい無しですがね。個人的にこれを「一葉スマイル」と名付けたい。三助の「愚おろか者ものの舞まい」と対決する話でも書いてみるか……？




　　大阪ノーマンズランド




　今作品を書くにあたって、一度だけ取材しに外へ出かけました。

　出かけたといっても、ちょいと堺さかい市は大おお泉いずみ緑りよく地ちまで足を伸のばしてきただけですが。地下鉄一本で行けるから、近場といえば近場です。

　大阪市外とはいえ遠出というわけでもなし、たいして広くないんだろうなと思っていたのですが、実際に行ってみたら猛烈に広くてびっくり。どうやら京都御ご所しよくらいの広さがあるらしいですね。大阪に住み着いてもう五年だというのに、近場にこんな公園があるとは知らなかったと感心することしきり。平日に行ったため人ひと影かげがほとんど無く閑かん散さんとしており、おかげでますます広く感じたというのもあるんでしょうけど。

　そもそもこの公園を訪おとずれた理由は、巨きよ大だいな遊具が置いてあるという話を聞いたからでした。どの程度のもんだろう、と思っていた僕をまず待ち受けていたのは、巨大な滑すべり台だいでした。

　とにかくでかい。「えーと、こんなの滑り台なんかじゃないなんて言うつもりはないけれど、物見櫓やぐらと呼んだほうが正確なような気がするな」というほどでかいんです。何のためにこんな巨大な代しろ物ものを作ったのか、意図がつかめませんでした。大阪市との間で内戦が起きた時、堺市はここを前線にするつもりなんだろうか？　上に登ってみたら、たしかに見晴らしがよかったし……。

　他ほかにも公園内には巨大な帆はん船せんの遊具、巨大なタコの遊具などが設置されており、僕はただただ圧あつ倒とうされるばかりでした。僕の中にある、公園に対するイメージを完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいされたような気分です。いやあ、大阪も存外に広い。




　　ピラミッドの陰




　本屋に行ってタマラセを探すと、たまにスニーカー文庫の一番後ろの棚たなに並んでいることがあるので困りものです。どうやら僕の名前をロクツカと勘かん違ちがいされている模様。それは三みつ塚づかという姓せいをサンツカと読むようなものですよ？　とはいえそれを店員に指し摘てきすれば変な目で見られることは確実であり、「人の名前を間違えないでくださいよ！」と言い出した日には店を追い出されて出入り禁止を食らいかねないので、黙だまってますけど。

　まあでもケツに置かれるほうがマシかなあ。現状だと、すぐそばに「ロードス島戦記」という金きん字じ塔とうがずらーっと並んでいるから僕の本が霞かすむ霞む。こんなことになるであろうことを、作品を投とう稿こうする前、ペンネームを決める段において何なに故ゆえ気づけなかったのか？　ま、ケツに並べたとしても、今度は「トリ・ブラ」の隣となりになるんですけどね。こっちも厳しいな。

　今からペンネームを決めようと考えている方は、その名が本屋の本棚のどこにおさまるかという点をじっくり熟じゆく慮りよしてみるといいと思います。やっぱりア行の名前のほうが、先頭に置いてある分目につきやすくていいのかなあ。僕もア行のペンネームにすりゃ良かった。名前だけとって「アキラ」としてみるとか。

　…………

　二重の意味で手て遅おくれだ。




　　おわりに




　最後に謝辞を。佐土原の魂たま裸ら醒せのアイデアを出してくれたＹ先せん輩ぱいと、改かい稿こう時の相談に乗ってくださったＩ先輩にはこの場を借りてお礼申し上げます。二人がいなかったらこの作品はどうなっていたやら。三人でスケバン刑で事かコンピレーションＤＶＤを見ておらなんだら、八阪井三十四は鉄仮面を被かぶっていなかったでしょうし。




　次巻予告を少々。次の巻では夏月が誕生日を迎むかえます。ただし夏月の誕生日イコール沼渡田隕いん石せき災害の日なので、ハッピーなバースデイにはなりそうもありませんけどね。
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